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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　いつものように







　車は、それと感じさせないほど静かに停とまった。ギアをニュートラルに入れ、サイド・ブレーキを引くと、オレは助手席の依い頼らい人にんに声をかけた。

「あれだ」

　胸元に顎あごを埋うずめるようにしていた依頼人は顔を上げた。

　オレは、フロントグラスを左手の人差し指でたたいた。タワー・ベース周辺の無人地帯。指先の延長線上三〇〇メートルほどの路上、捨てられたバスの陰かげに隠かくれるようにして、鈍にぶい黄金色の〇三年型エアリアが停まっている。ブロンズ色のガラスに遮さえぎられて、運転席は見えない。

「マルデラン・クレイランド。二七歳さい。親父ガイナスティン・クレイランドの経営する商事会社の青年重役だ。交通道徳どころか道路交通法も守れない男だ。おかげで、自動車修理工場と、四年前までは弁護士の上得意だった」

　エアリアのドアが開いて、金きん髪ぱつの青年が外に降り立った。事が終わって、女が中で身み繕づくろい──そんなところか。

　依頼人がドアを開けようとしたので、オレはロックを掛かけた。

「何をする気だい」

　依頼人の青い目が丸くなった。

「決まってるでしょう。あの男を牢ろう屋やに入れてやるんだ」

「無理だね」

　オレはブリーフケースから黒革のファイルを取り出して開いた。

「君の妹さんについても調べさせてもらった。ルイーズ・コースドン、二二歳。職業、看護婦見習い。ついでに、生しよう涯がい生産指数も計算してもらった。最大に見積もって二〇万だ。これは、最小に見積もったマルデランの生涯生産指数の七六八分の一に過ぎない。妹さんを轢ひき殺したのがマルデランだと証明したところで、彼が、その二〇万に当時の経済動向曲線を当てはめて算出した金額をポンと払はらってしまえば、それでおしまいだ。妹さんの死による経済的損失は補ほ塡てんされ、誰だれも損をしないで済む」

「あいつは、ルイーズを殺したんですよ」

「どうしてもマルデランを収容所にぶち込こみたければ、彼の生涯生産指数の平均値、一六〇〇万を現在の経済動向曲線に当てはめて二分した金額を払うことだ。残りの半分は、彼が収容所内で働いて払う」

　依頼人は、組み合わせた手に顔を埋めた。

「何で、人を殺した男が、金持ちってだけで大手を振ふってられるんです？」

　依頼人の濡ぬれた声が聞こえた。だが、一いつ介かいの私立探たん偵ていに答えられる質問じゃない。名士を親父に持った極ごく道どう息むす子こには警察も手出しできなかった──そんなオレの経験を聞かせても仕方あるまい。

「何で、あいつら、マーズィーは、軍隊だけならともかく、警察まで解散させたんです？」

　依頼人の肩かたが震ふるえていた。

「知らない。きっと、戦争に負けるっていうのはそういうことなんだろうな。悪くすれば民族の滅めつ亡ぼう。良くても無知と善意による異文化の押おし付つけ。人間同士でさえそうなんだ。異星人相手の戦争で負ければ──」

　オレは、窓の外のタワー・ベースを見た。軌き道どうエレベーターの成れの果て。この街がポート・タウンと呼ばれていたのは、宇宙への港の入り口があったからだ。空が黒くなるところまで、白い軌道エレベーターのタワーがそびえ立っていた。今は、基部だけが、それでも高層ビル並の高さで残っているだけだ。

　いつの間にか依い頼らい人にんの顔がオレを見ていた。こういう時、サングラスをかけていて良かったと思う。

『ＩＤカードを持っていますか？』

　スイッチの入っていないカーステレオのスピーカーがしゃべり始めた。

『ＩＤカードは、あなたの職業、生涯生産指数、そして、あなた自身を証明する唯ゆい一いつの証あかしです。さあ、隣となりの人とＩＤカードを見せ合って、挨あい拶さつしましょう。ＩＤカードはあなたの一部。戦後政策委員会からのお知らせでした』

　始まりと同様、スピーカーは急に黙だまった。

　昔は、一日二回、零れい時じにあらゆるスピーカーが勝手に占せん領りよう府ふのメッセージを流すたびにポケットのＩＤを握にぎり締しめたものだったが、今はもう、そんなことはしない。

「君は、この街の人間じゃなかったよな」

　合わせた手に支えられた頭が揺ゆれた。

「だったら、明日にも帰った方がいい。故郷は？」

「ダーヴェナ」

「いい街じゃないか。この惑星カナベラルで二、三を争う商業都市だ。会計士は大だい繁はん盛じようってとこだろう」

　動いて、忙いそがしさの中で忘れることだ──そんな言葉を飲み込こんで、オレはエアリアの方を見た。マルデランが車内に戻もどり、エンジンが息を吹ふき返した。

　依頼人は何と言うか分からないが、力に任せたテロやリンチの横行が心配された敗戦直後よりは、世の中はだいぶんうまくいっている。

「君がさっき言ったマーズィーって、どういう意味か知ってるかい？」

　オレは返事を待たずに続けた。

「マーズィーっていうのはマーズ野郎ってことさ。我らが発はつ祥しようの地、地球の隣を回っていた惑星がマーズ。昔からマーズには異星人が住んでいると思われていた。つまり、マーズ人は異星人の代名詞なんだな」

　依頼人は笑わなかった。

　エアリアが、左ひだり脇わきをかすめて走り去った。イヤな音がした。

　オレは外へ出た。カターナ・センチュリーのメタリック・グレイのボディにクッキリと引っ搔かき傷がついている。車体同士がこすれたのではない、何か尖とがったもので故意にやったのだ。

「あーあ！」

　嘲あざ笑うようにエアリアのクラクションが鳴った。

「クソ野郎！」

　中指を立てた右手を突つき出した後で、オレは、この傷の修理費は必要経費として申しん告こくできるだろうかと考えた。







　第一章　昼下がりの依頼人クライアント







　コースドンをホテルまで送り、車を修理工場に預け、オレは歩いて事務所に帰った。オレは、大通りに面した角地に建つ貸しビルの四階に間借りしている。本当は大きな看板を出したいのだが、事務所を共有している男の反対で実現していない。

　いつもはガレージから上がる事務所に、表から入っていく。

　エレベーターを降りると、ちょうど階段を上がってきた女性と鉢はち合あわせしそうになった。

「失礼」

　観察するような目でオレを見る。二〇歳はたちを幾いくつも越こえていないような若い娘むすめだった。

「今日は、歯医者は休きゆう診しんですよ」

　娘はニコリともしなかった。そして、歯医者に用がないとすれば、この階にあるのはオレの事務所だけなのである。

「ひょっとして、探たん偵ていがご入り用かな」

「そうです。私は探偵に仕事を依い頼らいしたいのです」

　か細い、子供っぽい声だった。

「じゃあ、三分ほど待った方がいい。名探偵は、今留守です」

　彼女とオレは事務所のドアの前で三分ほど待った。天然素材らしいピンクのワンピース。白いベルトは、体の線を強調する役には立っていないようだ。手には古いビーズのバッグ。

　一時の時報が鳴った。オレは手を伸のばして『アブラハム探偵事務所』の金色の看板を裏返した。黒い模も造ぞう大理石に金色の字で『ＡＡＡ探偵事務所』と書かれた看板に変わる。

「どうぞ」

　オレはドアを開け、彼女を招じ入れた。帽ぼう子しを帽子掛けのてっぺんに投げ、衝つい立たての向こう、部屋のほぼ中央にある応接セットに彼女を座らせた。手足の関節の一つ一つを性能検査するような具合に彼女は腰こしを下ろした。広がったスカートのひだの上にバッグを置くと、真っすぐ前を見る。

「少々お待ちを」

　応接ブロックから舞ぶ台たい裏うらを仕切るもう一つの衝立の裏に回り、ブリーフケースをデスクの上に置くと、オレは、秘書机で何やら書類仕事をしているサラ・クリアリーに声を掛けた。

「覗のぞくなよ」

「記録は取らなくてもよろしいんですか」

「ブリーフケースのことだよ」

　サラは顔を上げもしなかった。

　手て袋ぶくろをブリーフケースの上に投げる。

「お待たせしました」

　再び応接ブロックに顔を出す。彼女はまだ正面を向いたままだ。

　オレは彼女の前に腰を下ろした。極めて事務的にＩＤを提示する。

「当ＡＡＡ探偵事務所所長のクドウ・リュウスケです。ご用件をうかがいましょうか」

　彼女の表情に変化はない。

　たまに、ごくたまに、ここは『アブラハム探偵事務所』ではないのかと言い出す依頼人がいる。実は二つの探偵事務所が時間交こう替たいで一つの貸し部屋に間借りしている訳わけで、などと説明するのも手間だし、さらには、先方がこちらに寄せようとした信頼が半減、いや、たいていは雲うん散さん霧む消しようする。

　そんな場合は、相手の服ふく装そう、人相を見て瞬しゆん時じに判断する。サラがタイミング良く、『所長、お電話です』とオレを呼び、引き受けるつもりのない場合は、『急用です。○○時にまたお越こしください』と一応アブラハムの営業時間内の適当な時刻を告げ、追い返す。受ける場合は、何くわぬ顔で応接ブロックに戻もどり、『実は三人の共同経営で』と相手をけむにまく。

　彼女にはそんな小細工を弄ろうする必要はなかった。

「私は、あなたに、ある人間を捜さがして欲しいのです」

　彼女はバッグから一枚の写真を取り出して机の上に置いた。

　隅すみに軍の許可済みのスタンプが押おされた、完全な平面画像。連れん邦ぽう軍の一小隊とおぼしき、軍服を着た一ダースほどの若者達が写っている。宇宙軍のオレンジ色の軍服。格納庫らしき鉄てつ扉ぴの前の全員集合。

「この男です」

　そう言って、彼女は、中央に写っている童顔の兵士を指さした。

　オレは写真を見み詰つめながら待ったが、彼女はそれっきり何も言おうとしない。こちらが聞きもしないご家庭の事情までしゃべり散らす女依頼人が多いので、オレは多少、拍ひよう子し抜ぬけした。

「差さし支つかえなければ、事情を説明していただけませんか」

「私は、あなたに、この男を捜し出して欲しいのです」

「名前は」

「彼はサイラス・ベンダーと呼ばれていました」

「帰き還かん軍人センターに問い合わせてみましたか」

「私は、係の人から部隊は全ぜん滅めつしたと言われました」

「で、なぜ、私に捜そう索さくを？」

「あなたは探たん偵ていではないのですか」

「いえ、つまり、彼が戦死していない、この街にいるとお考えになった理由をうかがいたいのです」

　言いながら、改めて彼女の顔を見る。栗くり色いろの髪かみに飾かざられた象牙色の顔には、通常人の知性が感じられる。黒い瞳ひとみにも、狂きよう気きの色は見られない。

「昨日きのう、私は、街道を走る大型トラックの運転席に一人の男を見ました。この男です」

　彼女は、サイラスの斜ななめ前に座っている男を指さした。

「名前は分かりますか」

「いいえ、私は知りません」

「街道というのは、八七号線ですね」

「はい」

「トラックの特とく徴ちようを覚えていますか。覚えていたら、話してください」

「それは一八輪のトラックでした。その車体は赤く、コンテナには黒い塗と料りようで狼おおかみの絵が描えがいてありました」

　オレはソファの背にもたれ掛かった。一いつ瞬しゆん間を置いて、身を起こす。

「つまり、全滅したという部隊に生存者がいるということは、彼も生きている可能性がある、と考えた訳わけですね」

「はい、私が考えたのはそういうことです」

「サイラス・ベンダーに家族は」

「いいえ、私は知りません」

「彼とあなたの関係は」

「私は彼の恋こい人びとです」

「彼とあなたの関係について、もう少し詳くわしく話してください」

「私は話したくありません」

　オレは手許の用紙にざっと記入を済ませると、日付と時刻の下の空くう欄らんをペン先でたたいた。

「あなたのお名前を」

「私はエリーナ・スギノと呼ばれています」

　彼女はＩＤカードを提示しながら言った。警告音はしない。鈍にぶい銅どう色いろをした名刺大のカードに詰つめ込こまれた彼女の顔写真と指し紋もん、サイン、生年月日、職業、就業年月日、生しよう涯がい生産指数のうち、顔と名前だけは信用していいらしい。

　オレは、カードを返し、彼女に、姓せいを先に名前を記入してもらった。

「ご連れん絡らく先も」

　オレが、名前の欄らんの下を指したのを、彼女は無視した。

「毎日、午後四時に、私はこの事務所に電話します。あなたの捜そう査さに進展があれば、その時話してください」

「分かりました」

　オレは用紙を手許に戻もどした。

「さて、費用のことですが」

　依い頼らい人にんが最も緊きん張ちようしてしかるべき話題だ。彼女の表情は動かなかった。

「一日当たり一〇〇デラ、経費は別にいただきます。とりあえず、前金で五日分いただきたいのですが」

　彼女はバッグから財布を出し、印字済みのチェックを五〇〇デラ分、オレに渡わたした。

　今度も関節の性能検査のような動きで立ち上がる。

　彼女のためにドアを開けてやる。意外にきつい体たい臭しゆう。肩かたが細い割に、骨こつ盤ばんは張っているようだ。

　机の上に、写真と五〇〇デラ分のチェックだけが残った。写真は、表ばかりでなく、裏にも軍のスタンプが三つ押おされていた。三Ｄフォトに比べて余分な情報を隠かくし込こみにくい平面画像でも、検査の厳しさは変わらないらしい。チェックは、昨日の日付で、一〇〇デラと五〇デラの組み合わせで七枚。

　舞台裏に戻ると、ちょうどサラがレコーダーを止めたところだった。

「コースドン事件関係の書類を出してください。経費を算出しますから」

「まだ終わっていない」

　眼鏡めがねレンズの下でスミレ色の目が細められたが、こちらを向きはしなかった。

「一件集中、一事完かん遂すいがモットーじゃなかったんですか」

「ミス・クリアリー、僕ぼくが君を雇やとっているのは、経理を中心とする事務を処理してもらうためで、私立探偵のモットーについて講こう釈しやくを聞くためじゃない」

「承知しています」

「結構だ」

　オレは窓のブラインドの隙すき間まに指を入れて引っ張った。大通りを、空港方面に歩いていくエリーナ・スギノの後ろ姿が見えた。腰こしから上が定じよう規ぎのように真っすぐだ。きっと昔の兵隊はあんな風に歩いたのだろう。
















「悪あく趣しゆ味み」

　サラのつぶやきに、オレは自分を指さして首を傾かしげた。反応はない。指先を窓の外に向けたが、サラの反応はなかった。

　エリーナが歩いていった通りと交差する通りの彼方かなた、ひしめき合う低いビルの上に、タワー・ベースが白く光っている。




　　　　＊




　バスは、公営オフィス街のほぼ中央で何人もの乗客を降ろした。公営とは、名前だけが残っている、センチメントの薄い懐古趣味と呼べるだろうか。

　懐古趣味といえば、中央広場のセンターポールには、まだ太陽系連合旗が翻ひるがえっている。真っ赤な太陽を中心に、四七の惑わく星せいが原子模も型けいのようにデザインされている。地球以外の各惑星は太陽を回っている訳わけではないし、現在、各惑星間の行き来もできないのだから、現状にそぐわないデザインだ。

　オレは、帰き還かん軍人センターの玄げん関かんの石段を上った。正面の回かい転てん扉とびらのガラスに全身を映し、最後の総点検をする。髪かみは乱れていないし、ズボンの折おり目はカミソリのように鋭するどい角度を保っている。襟えりが淋さびしいが、さすがにピンクのカーネーションを刺して来るほど陽気な場所ではないし、美人がいるとも思えない。最後に帽ぼう子しの角度だけ微び調ちよう整せいすると、オレは、ガラス扉を押おした。

　煉れん瓦が造づくりの荘そう厳ごんな外見に合わせてか、ホールの天てん井じようは高く、靴くつ音おとがこだまする。観葉植物の鉢はち植うえの陰かげに置かれたソファで、身なりの良い老紳しん士しが夫人らしい老女をなだめている。

　受付は空いている。ガラスで仕切られた窓口の向こうから、紺こんの上着を着た若い係員が、用紙を差し出した。

「お名前と住所を」

　リュウ・ハーバー。マーチェット大通り五丁目一一〇番地。

「実は、生命保険のことで受け取り人ともめていてね。公式記録では戦死となっているから、払はらえというんだ」

　オレはラザルス・ロング・ライフ社調査部の肩かた書がきの入った名刺を出した。遠えん慮りよがちな要求に応じて、ＩＤも見せる。写真と指し紋もんと生年月日以外は、極薄のフィルムを貼はってデタラメを記入してあるのだが、私立探偵のＩＤは、身分を偽いつわっても警告音が鳴らない。

「調査の対象となっている方のお名前は」

「サイラス・ベンダー。自称両親の年取った夫婦が受け取り人なんだが、所属部隊名なんか知らないと言い張るんで困っているんだ。こちらに提出した戦死報告書も、コピーのコピーのまたコピーみたいな代しろ物ものでね。話が肝かん腎じんの点に来ると、急に老人ボケが出る。さっぱり要領を得ないんだ。そのくせ、保険金額は一〇〇万デラとくる。臭におうと思っても当然だろ」

　若い係員は、戸と惑まどいを微び笑しように隠かくしながら、キーでサイラス・ベンダーの名前を打ち込こんだ。コンピュータが回答するまでの間をうまくやり過ごせるほどのキャリアはないらしい。オレと目が合うと、慌あわてて視線を外はずす。それでも目め尻じりにしわを寄せて見せる。

「保険のお仕事は大変なんでしょう」

「人に喜んでもらえる、やり甲が斐いのある仕事さ」

　短い電子音がした。回答が出たらしい。係員が必死に笑いを取り繕つくろう。

「該がい当とうするお名前は、ないようですね。サイラス・ベンダー、ないようですね。変ですね」

「ないっていう証明書は発行してくれないんだよな」

「済みません」

　オレは、生き真ま面じ目めな係員に白い歯を見せてやった。

「君は、保険に入っているかい」

「いえ」

「それはいけないな。ラザルス・ロング・ライフ社の保険はいいぞ。行き届いている。恋人のためにも、ぜひ入りたまえ」

　真っ赤な顔になった係員を後に、オレは名刺だけ回収すると外に出た。

　昼下がりの陽光に照らされた街路はほこりっぽく、白く粉を吹ふいたようだった。
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　生産性安定計画センター。ゴム製品の販はん売ばいでも手て掛がけていそうな名前の役所だが、通称は職安という。帰き還かん軍人センターから歩いて一〇分足らず。白い石のブロックを積み重ねた重厚な建築だ。職にあぶれた人間が行列するには、いかにも不似合いな建物だ。

　帰還軍人センターから出たオレは、近くのホットドッグ・スタンドで時間をつぶし、終業間ま際ぎわに職安に飛び込こんだ。

　転職届け用紙の独立用を一式、丸めて胸ポケットに突つっ込む。

　何な故ぜかグレイ系統の服を着た連中ばかりの行列を横目に、オレは受付に行った。受付嬢じようは、ベロニカだった。

　ソーセージのような指の赤ら顔の大男が、不備な点でもあったのだろう、小さな白い紙切れの上で、細いペンを一いつ生しよう懸けん命めい動かしている。

　オレは目め一いつ杯ぱい無視して、ベロニカに笑いかけた。

「ご用の方は、列の最後尾にお並びください」

　オレは、サングラスの下で、精一杯目を丸くした。

「この行列は、全員、君とのデートの申し込みに並んでいるのかい」

　ベロニカは、すぐにも業務終了のカーテンをひきそうな顔をした。

「兄さん、後ろに着きな」

　大男の後ろの、キツツキのような男が声をかけてくる。オレはそいつも無視した。

　オレは右手の人差し指をベロニカに向けた。

「オレは裏口で君を待つ。イタリア料理の店で晩飯を食おう。その後のコースは、君の思うがままだ」

　シャッと音を立ててカーテンが閉まった。オレは轟ごう然ぜんたるブーイングを背に外へ出た。

　公衆電話で『ペッピーノ』に予約を入れ、タクシーを呼ぶと、裏口でベロニカを待った。

　残業のない人間の群れが途と切ぎれ、一〇分ほどの間をおいて、灰色の制服を脱ぎ、黄ばんだ色調のベージュのスーツを着たベロニカが階段を降りてきた。

　彼女を車内に導き、後を追ってくる無ぶ粋すいな人間がいないのを確認すると、オレはドアを閉め、反対側に回って乗り込んだ。

　オレは、店の番地を運転手に告げると、シートに体を沈しずめた。

「強引なのね」

　膝ひざの上のバッグを握にぎり締しめたまま、ベロニカは赤い唇くちびるから非難めいた言葉を出した。それでいて、潤うるんだ瞳ひとみでオドオドとこちらの表情を伺うかがう彼女は、甲かん高だかい鳴き声をした、ある種の室内犬のようだった。

「だが、正解だった。こうして君はここにいる」

「だって……」

　彼女は窓の外に視線を逃にがした。

　言葉もないまま、やがて車は店の前で停まった。先に車を降り、彼女の側に回ってドアを開け、古い造りの店のドアを開けた。

　薄うす暗ぐらい店の中には、白いテーブルクロスのかかったテーブルが五つ、蠟ろう燭そくの黄ばんだ光を載のせて客を待っている。

　オレとベロニカは一番奥おくの席に案内された。

「タバコを喫すってもいいかしら」

「どうぞ」

　オレが出すより早く、彼女は自分のライターで火を点つけた。ひょっとしたら、時間潰つぶしをしたホットドッグ・スタンドでも用が足りたんではないか──。電話で注文しておいたコース料理が運ばれてきたのを見ながら、オレは頭の中で電でん卓たくをたたいていた。

　二人は黙だまって食べた。バテ気味の体調に、チーズの匂においはややきつく、口の周まわりに、ナプキンで拭ぬぐっても取れない油っ気が残った。

　エスプレッソのカップを口に運ぶ頃ころ、ベロニカはまた、タバコに火を点けた。

「用件は？」

　入り口の方へ煙けむりを吹ふきながら彼女が言った。彼女の態度は、臆おく病びような室内犬から、短毛種の猫ねこに近いものに変わっていた。

「時代遅おくれの恋こいの骨ほね接つぎ師」

　オレが答えると、小こ馬ば鹿かにしたような目でこちらを見る。

「敗戦間もなくのことだ。アーゴレン辺あたりの田舎いなかから出てきた農家の一人娘がいたと思ってくれ。混乱を極めるポート・タウン、タチの悪い男にからまれていた彼女を助けたのが、一人の帰き還かん兵へい」

　オレは、エリーナが置いていった写真のコピーをテーブルの上に置いた。

「その、前列中央よりやや右側の小太りの兄さんだ。情熱の一夜が明け、残ったのは彼が忘れていったその写真だけ」

　彼女は鼻で笑った。

「ついでにおなかの中にも何か残していったんじゃないの。父なし子の父親探し、養育費の代理請せい求きゆうなら、生産性安定計画センターはお門かど違ちがいよ」

「寝ね物もの語がたりで言うことにゃ、軍が廃はい止しされた後の就職先はトラック野郎と決めているとのことだったんだそうだ」

　ベロニカは写真を取り上げて、じっくり小太り兄さんを見た。

　数秒の間をおいて、彼女の尖とがった唇くちびるから細い煙が写真に吹き掛かけられた。

「来たわよ」

　彼女は放り出すように写真をテーブルの上に置いた。

「ひと月くらい前かな。大型の免めん許きよを持ってるから、キャノン・エクスプレスに紹しよう介かいしたわ。その後、何も言ってこないから、何とかやってるんじゃない？」

「名前は」

「そこまで覚えてないわ。ありふれた名前だったんじゃない？」

「軍ぐん籍せき証明書は出したんだろ」

「特にもめた覚えもないから、そうだったんでしょうね」

「ありがとう」

　オレは写真をボケットに戻もどした。妙みように思われたくないので、サイラスその他については尋きかずにおいた。

　勘かん定じようを済ませ、車を呼ばせる。

　ベロニカが初めて正面を見てほほ笑んだ。彼女の瞳ひとみは、今飲んだエスプレッソのような色をしている。

「リュウスケ、独立申しん請せい用の用紙を取ったでしょう」

「よくご存じで」

　オレも白い歯を見せた。

「でも、リュウスケは私立探たん偵ていなんでしょ？　独立は無理よ。営業場所の変更とかなら、そのグリーンの用紙じゃなくて、ヴァイオレットの用紙ね。──どうしたの？　とうとうポート・タウンを出ていくの？」

「いや。保険会社の調査部にいる友人を独立させようと思ってね」

「いい度胸の持ち主ね、その人。独立開業者の再就職は認められないから、尻しり込ごみする人が多いのにね。リュウスケは、最初から一いつ匹ぴき狼おおかみだっけ？」

「ああ」

　ベロニカは煙草たばこをもみ消して、行ぎよう儀ぎの悪い伸のびをした。

「疲つかれちゃったわ。職安ていう名前に勘かん違ちがいして、職業を変える相談に来る人ばっかり。勤め先を変えるのは自由だし、独立もできるけど、職種は変えられない。こんな単純なことが周知徹てつ底ていしてないんだなあ。書類一枚で何とかなることを、何とかしてくれって、ワイロを摑つかませようとする人とかいるのよね。そんなのの相手はうんざり」

　車が来た。オレは会話を打ち切って、彼女の腕うでを取り、店を出た。

　雨が降っていた。オレは上着を脱ぬいで、彼女と一いつ緒しよに頭から被かぶると、車までのわずかな距きよ離りを歩き始めた。

「走ると水がはねて靴くつが汚よごれるよ」

「だって、悪いわ」

「構うもんか」

「──そうだ」

　開いたドアの前でベロニカは立ち止まった。オレのシャツの襟えりのそばで鼻をうごめかす。

「その人ね、かなりきつい香こう水すいつけてた。安物の甘あまったるい花の匂におい」

「ありがとう」

　開いたドアから彼女を車内に滑すべり込ませる。オレは、一〇デラ札を三枚運転手に握にぎらせ、彼女の家まで送るように言い付けるとドアを閉めた。

　微かすかなモーター音がして、水すい滴てきの付いたガラスが下がる。

「食後のコースは、あたしの思うがままじゃなかったの？」

「済まない」

「最後の夜なのに」

　眉まゆをひそめたオレの手を取り、ベロニカは、自分の顔に押おし付けた。

「この低い鼻も、腫はれぼったい目も、見納めよ、リュウスケ」

　顔を変えるのか──。そう尋たずねる前にガラスが上がり、彼女の表情をオレの目から隠かくした。

　車は走り去った。

　降り始めたばかりの雨が、埃ほこりの匂いをきつくしていた。

　上着の襟を顔の前まで引いてくる。オレにはオレの香かおり。

　ゲップと一緒にエスプレッソとチーズが臭におった。
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　オレは傘かさをさして歩き出した。万年筆ほどの折おり畳たたみ傘である。だが、常時傘を携けい帯たいしている私立探たん偵ていというのは滑こつ稽けいな気がして、こいつを人前で出して使うことはあまりない。

　濡ぬれた街が、ネオン・サインや車のライトをにじませ、反射する。雨の低いノイズが、街のざわめきにフィルターをかける。

　敗戦直後は、雨に血が混じっているという噂うわさが流れたことがあった。雨に打たれると早死にすると言う奴やつもいた。先祖は、遠い発はつ祥しようの地、地球から宇宙空間を越こえてやって来たのだろうに、人の迷信深いメンタリティに変化はあまりなかった。

　公営オフィス街に近い、品の良い飲食店街だけに、歩いている人間は少ない。黒くろ塗ぬりの車が走る。上物のこうもり傘に肩かたを寄せ合う男女連れ。昼間の熱気が雨を湿しつ度どに変えていく。

　迷信深いためでもないだろうが、人類が初めて人間以外の敵と交戦状態に陥おちいった時、やはり様々な噂が飛び交った。敵は、黒くて角としっぽがあり、三みつ又またの槍やりを持っている。手が六本、目が三個ある。全身が鱗うろこで被おおわれている。目は昆こん虫ちゆうのような複眼である。体の色は赤か青で、角が生え、虎とらの皮のふんどしを締しめ、金かな棒ぼうを持っている……。

　戦場は宇宙空間、戦せん闘とうは軍用宇宙船によってなされ、敵の実体を見る機会は軍人にもあまりない。停戦の方法等を含ふくむ交こう渉しようの場すらなく戦いは始まったのだ。それは、戦いではあっても、戦争ではなかったのだろう。

　信号が赤になる。オレは立ち止まった。

　倒たおしても倒しても現れる敵戦せん艦かん。終わりのない戦いは、定時のニュース以外に戦争の実感などまるでない戦場の後方まで荒あらしていった。敵は実体のない幽ゆう霊れいみたいな奴で、自由に人間に取りつける。人類に勝利が来ないのは、そんな敵が潜もぐり込こんでいるためだ──。リンチが続発した。霊れい媒ばいと称する輩やからが横行した。そんな敵に対抗するにはこちらも超ちよう人じんを作れ──。不意の行方不明。深夜の奇き怪かいな集団儀ぎ式しき。猟りよう奇き的な殺人の痕こん跡せきが毎日のように、街のそこここで発見された。

　どんな凶きよう悪あく犯はんでも、手て錠じようをかけることはできる。どうしても必要となれば、射殺することもできるだろう。だが、どれほど優秀な警察官も、マス・ヒステリーを逮たい捕ほしたり、射殺したりすることはできないのだ。だから──。

　オレは、人波に取り残されていた。いつの間にか信号が青に変わっている。駆かけ抜ぬけるオレの背後で、クラクションとエンジン音が響ひびいた。
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　オレのスーツは、防ぼう弾だん・耐たい刃じん・耐薬物繊せん維いで作られている。ただ困ったことに、雨に濡ぬれると形かた崩くずれしてしまうのである。

　だが、構うところではなかった。今度の目的地に女はいない。

　有刺鉄線が取り巻き、土ど囊のうが積まれた正面に、ゼペッシュＭ五五自じ動どう小しよう銃じゆうを構えた軍服が二人立っている。

　入ろうとするオレの前に、中年女が立ち塞ふさがった。茶色のレインコートを着た、オレの背せ丈たけの半分ほどの太った女だ。

「あなた、この店に入るのですか」

　オレは黙だまってうなずいた。

「およしなさい。ここは悪あく魔まの巣そう窟くつですよ」

　オレは無視して、店に入ろうとした。女はヒョコヒョコとオレの前になり後ろになりしながらついて来た。ついては来るが、けっしてオレの体に触ふれようとしない。

「あの精せい霊れいのおかげで、人は初めて軍隊のない、戦争のない世界を手にできたのです。そうです。愚おろかな軍人が戦ったのは、まさに精霊だったのです。やっと、私達は主の御み心こころにかなう生き方をすることができる時代を迎むかえようとしているのに、あの愚かな人々は、哀あわれな人々は、戦争を懐なつかしみ、殺し合いを請こい願い、汚けがれし軍人の衣い装しようを身にまとい……」

　オレは、〝衛兵〟に敬礼すると、地下の酒場へ階段を降りた。中年女は、まだ入り口で何か言っている。

　カーキ色の鉄てつ扉ぴが開くと、連れん邦ぽう軍ぐんの軍歌『スターマーチ』が流れてきた。結構広い酒場の壁かべには、連邦軍旗や自動小銃のイミテーション、兵器や軍人の三Ｄフォト・パネルが統一感なくかけられ、軍ぐん艦かんのラウンジをまねた内ない装そうも台なしだ。三々五々、たむろして飲んでいる奴やつらも、たまに場ば違ちがいな紺こんのスーツなどが紛まぎれ込んでいるが、三分の二は軍服姿だ。

　オレはカウンターに歩み寄った。

「ここは軍の施し設せつなんだ。民間人は出ていきな」

　主計局の服に、脈みやく絡らくのない勲くん章しようを半ダースばかりぶら下げたチョビ髭ひげのバーテンが言った。

「密造酒の摘てき発はつだ。スコッチ・ソーダを隠かくしているという密告があった。出してもらおうか」

　スコッチ・ソーダの入った軍用の金属カップがカウンターに現れた。

「裏切り者には気をつけることだな」

　コインを一枚置き、オレはカウンターを離はなれた。

　敗戦と同時に、必要のなくなった軍は解散させられた。さらには警察、その他の公共機関も解散させられ、政府はほぼ解体。残っているのは、職安と帰き還かん軍人センター、収容局と収容所くらいになった。銃じゆう器き、武器の類たぐいは金さえ出せば買えたから、私設の軍隊を作ることも不可能ではない。人を殺しても、そのことで出る赤字やら損害やらを金で解決することになったから、理り屈くつのうえでは、殺人が公認されたも同然である。その割には流血沙ざ汰たも少なく、また、旧軍隊を懐かしむこうしたグループの存在を占領府が取り締しまる動きもなかった。

　もっとも、この酒場に本物の軍人が来たというのは、噂うわさにさえ聞いたことがない。

「よお、軍ぐん曹そう」

　オレは、隅すみのボックス席の、陸軍の軍服を着た太った男に声をかけた。

「やあ、情報部」

「何だ、ＭＰから情報部に格上げしてくれるのかい」

「いや、君は人生裏街道をまっしぐらさ」

　こぼれそうな腹をベルトで締め付けている〝軍曹〟は、オレを向かいの席に座らせた。刈かり上げた丸い頭に鉄てつ兜かぶとが乗っている。これも丸い眼鏡めがねには、ご丁てい寧ねいにひびが入れてある。この間会った時には黒地に銀の点をちりばめた〝宇宙迷彩〟がペイントしてあった童顔は、今日は何も塗ぬっていない。化学薬品で付けた〝戦場焼け〟は、顎あごの下や耳の後ろだけ、生っ白い地色を見せている。

「見てくれよ、情報部。ギャランバ九八式の使用済みの銃じゆう弾だんだぜ。五〇〇〇デラだぜ。ポート・タウンじゃ他に持ってる奴やつなんていないぜ。この大陸でも一〇人はいないぜ」

　軍曹は、上気した顔でまくし立てる。狭せまいテーブルの上に置かれた金属の塊かたまりが、一か月と三週間ぶっ続けで働いたオレの粗あら利益と同じというのは、よく分からない話だった。

　白けたオレの耳に、店の中の雑多なノイズが流れ込んでくる。ほとんどは、自分の戦功の──かなり怪あやしげな──自じ慢まん話だった。

「それで、マーズィーは、地球人の体に乗り移ってするアレがあんまりイイんで、病み付きになったんだな。しょっちゅう、取りつく相手を変えてはセックスする。だから俺おれ達たちの部隊は、敵性地区だと思われる場所では、まず最初に、やれる女と全部やっちまうのさ。イクと出ていくからな。毛も生えてない小こ娘むすめから、アガっちまった婆ばあさんまで、素すっ裸ぱだかにして外に並べて、やる。表からやろうが、裏からやろうが、それは担当者の気分次第さ。七人目ぐらいで、立つものも立たなくなるが、これもお国のためと思って必死でやる。女がいやがってヒイヒイ言うのが励はげみになってな。脇わきで青い顔して見ている亭主や父親にやらせるのも、目先が変わって面白かったな」

　隣となりの席から聞こえてきた話に、軍曹が顔をしかめた。

「ああいう奴らがいるから、栄光ある旧連邦軍を悪く言う民間人が跡を断たないんだ」

　オレは、紙ナプキンを一枚取ると、ペンでサイラス・ベンダーの胸に付いていたエンブレムを描いた。

「このエンブレム、どこの部隊だ？」

　軍ぐん曹そうは、紙ナプキンの匂においをかぐみたいに顔に近付けた。

「メイデン小隊。終戦間ま際ぎわのノーヴェ・ミリオ宙域の攻防戦で全ぜん滅めつした部隊の一つだ。指し揮き官かんはジェフリー・メイデン大たい尉い」

「どんな人物だったんだい」

「急に現れた──現場の人間はそう言っていたそうだ。三〇という若さで、軍功も記録にないのに、大尉さん」

「オレも、そういう風に出世ってやつをしてみたいもんだね──軍資金の足しだ」

　丸めた五デラ紙し幣へいを軍曹の方へ転がす。

　紙ナプキンにライターで火を点け、灰はい皿ざらに落とす。

　スコッチ・ソーダを飲み干し、言い足りない様子の軍曹を残したまま、オレは隣のボックスに顔を出した。宇宙軍のオレンジの軍服を着た若い四人組だ。目の下に墨すみを入れている奴。頭を剃そっている奴やつはまだ良い。顔をタイガー・ストライプに塗りたくっている奴もいる。テーブルの上にはピンクのハートを描いたヘルメット。

「何だ、民間人」

　タイガー・ストライプ。喚わめいていたのはこの声だ。

「三年間、捜さがしたぜ」

　虎とら縞じまが、頰ほおの半分だけで笑ってみせた。

「もう忘れたのか」

　虎縞の下の顔が、訳わけが分からないという表情を浮うかべた。

「敵性地区から来た男だよ」

「何を言ってるんだ、貴様は」

　オレは、素早く右手を男の喉のど元もとに突つき付けた。冷たい金属の感かん触しよくを避さけようとしてか、虎縞は仰のけ反ぞった。

「貴様に妻つまを犯され、恋こい人びとを慰なぐさみ物にされ、娘を弄もてあそばれ、母を辱はずかしめられ、そのうえ、酒の席での自じ慢まん話にされた男だよ」

　残った三人は動こうとさえしない。

「待ってくれ、誤ご解かいだ。俺おれはやっちゃいない」

「やったんだろ。一列に並ばせて、表から裏から、気分次第で、腰こしが抜ぬけるまでやったんだろうが」

　ソファの背に沿そって仰け反ったあげくに、虎縞は床ゆかに這はいずった。

　店内は静まり返っている。誰だれも動けずにいる。

「覚悟しな」

「俺はやっていないんです」

　安物のペイントが汗あせと涙なみだで溶とけ出している。

「聞こえんな」

「俺は、戦争なんか行ってないんです。家が、金があるから、徴ちよう兵へいされてないから」

「聞こえんな」

「俺は、軍人じゃない、戦争に行ったことないんですぅ！」

　店の空気が苦くなった。そう、この店に戦争に行った奴やつなんていない。

「パンツを降ろしな」

　虎縞は、一回では言われた意味が分からないようだった。

「パンツを降ろせ」

　首がカクカクと揺ゆれ、虎縞はベルトを緩ゆるめると、パンツごとズボンを降ろした。

「四つん這いで走れ。ケツおっ立てて走れ！」

　虎縞は、白い尻しりを振ふりながら店の中央を走り、階段を駆かけ上っていった。

　オレは、軍曹の方に目め配くばせすると、右手のペンを胸ポケットにしまった。

　階段脇わきの電話の下から、軍楽隊の派手な服を着てアコーディオンを持った小男が飛び出してきた。

「私の曲、ワンダフルよ。ワアアアンダフルよ」

　白い髪かみと頰ほお髭ひげに、酒焼けした顔が、猿さるを思わせた。差し出すマグカップにコインを一枚落とす。

「あああありがとう、ございまあああす」

　男は踊おどりながら、『陽気な少しよう尉いさん』を弾ひき始めた。

　オレは店を出ることにした。

　鉄てつ扉ぴを開ける直前、濡ぬれた床で滑すべって転びかけたのは気まずかった。

　再び衛兵に敬礼して出る。虎縞が効を奏したのだろう、中年女はいなかった。雨もやんでいた。

　オレはネクタイを緩めて歩き出した。帰還軍人センターの係員、ベロニカ、軍曹。噓うそつきは誰だろう。







　第二章　初動捜査は憂ゆう鬱うつに







　午前九時から午後一時まで、事務所は『アブラハム探たん偵てい事務所』になっている。サラも、オレの助手ではない。昨日きのうのチェックが現金化されたかどうかを確認し忘れたのはオレらしくないミスだった。今日び、イカサマチェックくらい珍めずらしくもない。

　灰色がかった紫むらさきの空。そろそろ一〇時。長ちよう距きよ離りトラックの運転手の朝飯が終わり、彼らの機き嫌げんが一番良い時間帯だ。

　ポート・タウンの中心街から車で西へ二〇分ほど、キャノン・エクスプレスのトラック・ターミナルがある。二〇台近い大型トラックが、結構なスピードで、コンクリート塀べいに囲まれた構内に入り、出ていく。正面に、大きな青いＣの字のキャノン・エクスプレスの商標を付けている以外は、車体に統一はない。トラック持ち込みの雇やとわれ運転手も多いかもしれない。

「メイベル百貨店の営業の者です」

　守衛所の小こ柄がらなじいさんを名刺と笑顔でやり過ごす。

　構内に入ったオレのすぐそばを、派手なトロピカル・フラワーを描えがいたトラックが八七号線を目指して走り抜ぬけた。車体はショッキング・ピンク。オカマか女性ドライバーか、確認する間もない。向こうだって、オレに気付いていたかどうか、怪あやしいものだ。

　構内の交通整理といえば、黄色いヘルメットの下から編あんだ金きん髪ぱつを垂れ下がらせた青いつなぎの姉チャンが一人、手に持った青と赤の指示灯を振ふり回しているだけだ。

　鯨くじらを放し飼がいにしているプールを泳ぐような心境で、オレは食堂を目指した。防ぼう音おん壁へきの発達で、エンジンの立てる音に上限はなくなった。惑わく星せい開発技術、いわゆるテラ・フォーミング技術の民生化のおかげで、大気の浄じよう化かはいくらでもできるようになり、排はい気きの規制もない。デリケートな鼓こ膜まくへの騒そう音おんの影えい響きようが気になった。髪かみとサングラスにコーディネイトしたベージュのジャケットとコーヒー色のスラックスへの排ガスの影響も気き掛がかりだった。

　食堂は、惑星開発時代の開かい拓たく事務所はかくあったろうといった感じのプラスチックの掘っ立て小屋だった。西部劇調のドアを押おして、オレは中に入った。一いつ瞬しゆん、室内のざわめきが途と絶だえる。全部で一五人ほどいる。ほとんどは朝食を終え、コーヒーやコーラを手に雑談していたのだろう。唯ゆい一いつの手て掛がかりである小太り兄さんの姿はない。

　嬉うれしくもない男達の視線を浴びながら、オレは隅すみの煙草たばこの自動販はん売ばい機きに向かって歩き出した。カードをスロットに差し込み、欲しくもない煙草を一箱。一番安いリベッティ。赤い帯の入った白い紙箱をポケットに突つっ込むと、室内の喧けん騒そうが戻もどってきた。東に面した窓まどから斜ななめに差し込む日光が、室内に渦うず巻まく煙草の煙けむりを浮うかび上がらせている。

　自動販売機では話し相手になってくれないので、オレはカウンターに向かった。

「チリ・ドッグとコーヒー」

　社の施し設せつだからと突っぱねられるかと思ったが、片かた腕うでのない、ごま塩頭のマスターは、左手だけで器用に二枚の皿さらを置いた。一枚には細長いパン。もう一枚には湯気の立つコーヒー・カップ。オレはコーヒーをすすり、パンをかじった。人は見掛けによらない。マスターの風ふう貌ぼうは「職人気質かたぎ」という単語を連想させたのだが、パンとコーヒーは、カラシの付いたボール紙をかじり、甘あまい泥どろ水みずをすすったのとあまり差はなかった。

「マスター、この人知らないかな」

　小太り兄さん以外をトリミングした写真を差し出す。マスターは一いち瞥べつをくれただけで、カウンターの上の空の食器を洗い機に投げ込んだ。マスターの左目がプラスチック・レンズらしいと気付いたのはその時だ。

「マスター」

「ここは飯を食うところなんだ。済んだら出ていってくれ」

「知らないなら知らないでいい。返事を聞かせてくれ」

「兄ィさん、たいがいにしとけよ」

　太い腕が両りよう肩かたに乗った。毛むくじゃらの腕は赤系統のワークシャツの中に消え、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを思わせる肩の上には髭ひげに覆おおわれた顔が歯をむいている。意外に白い歯とギョロ目の間の天てん井じようを向いた鼻がオレを笑った。左はと見ると、右の男より頭一つ低く、目が細いこと以外はワークシャツまで同じ男が立っていた。男同士でペア・ルックはやめて欲しかった。コーヒーのためばかりでなく、気分が悪くなってきた。

　右のギョロ目がオレの手から写真を取った。オレが手を伸のばすより早く、そいつは脇わきにいた瘦やせぎすの男に手渡した。オレがカウンターを離はなれると同時に、瘦せた男は小こ柄がらな男に写真を投げた。

「そういう幼よう稚ちな真似をされると、こっちも幼稚な態度に出るぜ」

　一歩踏ふみ出したオレに、最初に写真を奪うばった男が脚あしを引っ掛けた。よろめくオレの喉のどを殴なぐりつけるように、太い腕がオレを捕つかまえる。

「気を付けな、幼稚なマネするお兄ィさん」

　横っ面に入ったパンチには、情け容よう赦しやがなかった。サングラスが吹ふっ飛び、ブリーフケースはドアの外に滑すべって行き、オレは不ぶ様ざまに転がった。顔の前の床ゆかに、火の点ついた写真が落ちてきた。二、三発、ワークブーツのつま先が脇わき腹ばらに食い込んだ。

　抵てい抗こうをしないと見ると、左にいた細目男と瘦せぎすの男が両腕をつかんで、オレを床から引きずり上げた。

　最初に手を出したギョロ目が、オレの懐ふところを探る。床に散らばるラザルス・ロング・ライフ社、メイベル百貨店、アポロン・ヘヴィ・インダストリアル社の名刺、等々。

「誰だれか、カバン拾ひろってこい」

　最後に写真を持っていたチビが、ブリーフケースを拾ってきた。

「ＹＯＵ、しつこ過ぎたぜ。いい気になり過ぎたぜ」

　正面に立ったギョロ目は、よほど暴力沙ざ汰たが好きなのだろう。割に新しい傷が唇くちびるに残っている。

　チビがオレの右脇に立った。

「どうするんです、兄貴？」

　細目の男には明らかな媚こびが含ふくまれていた。案外、本当に毎晩ギョロ目からかわいがってもらっているのかもしれない。

　小さな音を立てて、大きなオイル・ライターに火が点いた。オレの細くて手入れの行き届いた長めの髪を摑つかんで顔を上げさせると、ギョロ目は火を近付けてくる。

「手前ェにもしゃべってもらうからな」

　がら明きになったギョロ目の股またぐらを、オレの長い脚あしが直ちよく撃げきした。落っこちかけたライターを受け止める。両脇の細目とヤセがギョロ目に気を奪うばわれた瞬しゆん間かんに、みぞおちに肘ひじを突つき込む。

「手前ェ」

　うずくまりかけたギョロ目の拳こぶしがオレの顔に届く前に、右ストレート革手袋付きがギョロ目の顔面を見み舞まった。踏ふみ込こんで、みぞおちに三発ばかり追加する。

　チビが投げ付けてきたブリーフケースを受け止め、そのケースでチビの顎あごにアッパーをたたき込む。

　小さな澄んだ音をさせてライターの蓋ふたを閉じ、乱れた前まえ髪がみを片手で整える。決まった。軟なん弱じやくそうな外見が相手の油断を呼び込んだ。オレのセンスの勝利である。

　出入り口に一人が立った。まずい。室内にいたドライバー全員が立っている。

　オレはケースを床に落とし、ライターをカウンターに投げて、とりあえず手を空にした。武器を持っていない。

　乾かわいた音を立てて一人が酒さか瓶びんを割り、構えた。

「そういう武器は、やられ役の得物だぜ」

　ジョークと笑顔でやり過ごすには遅おそすぎた。まともに戦って勝てるのは、三人までだ。どんなにつまらないものでも相手が武器を持っていれば、分は悪くなる。

　沈ちん黙もくの壁かべとなったドライバー達は、一歩、間合いを詰つめた。床に落ちていたサングラスが靴くつ底ぞこの下で割れる音がした。一七デラ五五セイン、物品税別の品だったのに。

「ここは飯を食うところだ。喧けん嘩かは他でやってもらおう」

　マスターが、途と中ちゆうでなくなっている右みぎ腕うでをこちらに突き出していた。腕の断面は、鈍にぶい光沢の金属部品で覆おおわれている。

　ドライバー達は互いに横目で見合い、マスターの方を見、最後に床を見ると、肩かたから力を抜ぬいた。

　オレは足元のブリーフケースを拾ひろい、ひびの入ったサングラスを内ポケットに挿さし、散らばった名刺をかき集めてポケットに突っ込むと、ドアの前にいる男を押おし退のけて外に出た。そして、振ふり向くと、中指を立てた右手を突き出した。

「カッコつけてんじゃないよ、マスター。威い張ばりたきゃ、もっと美う味まいコーヒー飲ませな」

　食堂に背を向けると、オレは、ブリーフケースから予備のサングラスを出して、かけた。物は悪くないのだが、このサングラスはレンズが紺こんだ。今日の服には合わない。

　つなぎの姉チャンが青い指示灯を振ふっている。ゲートから赤いボディのトラックがゆっくりと入ってきた。車種はタンガロフ。荷物搬はん入にゆう用ようのプラットフォームのある方へと走っていく。

　オレはプラットフォームへ走った。

　失敗だった。

　タンガロフは、黒い狼おおかみのシルエットの描えがかれた横腹を見せながら大きくターンした。

　運転席の人物までは確認できないが、トラックはエリーナの言っていたものに間ま違ちがいない。

　タラップ、マフラー、アクセサリー。しがみつく手て掛がかりはいくらもある。一いつ瞬しゆんトラックに飛び付こうかと考えて、やめた。

　ブリーフケースに手を突つっ込こみ、カメラを出し、連続シャッターを切る。

　そのまま一気に構内を駆かけ抜ぬける。

　予期せぬ急な方向転換に、つなぎの姉チャンが避さけそこねて転んだ。

　オレは駆け寄ると、彼女に手を貸した。

　タンガロフはゲートの外へと消えた。

「何だってんだ、グランディの奴やつ」

　彼女はアルトで悪態をついた。額に赤いバンダナ。汗あせの匂においに混じって柑かん橘きつ系のコロン。胸のＩＤカードの下にメロンをしまっているような感じのプロポーションである。

「グランディ、こいつか」

　オレは、これも予備の写真を彼女に見せた。

　半分うなずきかけた彼女だったが、不意に、大きな茶色の目に疑わしげな光を浮うかべてオレを見た。

「怪あやしい者じゃないんだよ」

　オレはＩＤを出そうと、内ポケットに手を突っ込んだ。

　次の瞬間に、彼女はオレの眉み間けんに三八口こう径けいをポイントしていた。

「ゆっくり右手を出して、両手を上げる！」

　オレは言われた通りにした。

「元婦人警官てところかな、ゼナ・アンダースン」

　彼女の顔に怪け訝げんそうな表情が浮かぶ。

「ＩＤカードだよ、ゼナ・アンダースン。それに銃じゆうがガンガルトＭ一八ナイトウォーカー、警察官にとっては、最も馴な染じみの銃だ。ついでに言っとくと、安全装そう置ちは外した方が、何かと便利だと思うけどね」

「そういう古い手にはひっかからないわ」

　こいつは強敵だ。

「クドウ・リュウスケ、私立探たん偵ていだ。確認を取りたければ、市内の電話帳の一番始め、ＡＡＡ探偵事務所に電話してくれ。僕ぼくはこのまま出ていく」

　そして、ゼナ・アンダースンに背中を向けると、オレは歩き出した。

「止まりなさい！」

　二枚目が台なしだと思いながら、オレは両手を真っすぐ上に上げたまま、走った。後頭部をブリーフケースで保護するのは忘れなかった。

　また、トラックの集団が入構してくるのだろう、かなり大きなエンジンのうなりが近付いている。脇わきに避けたら、彼女は撃うつだろうか。

　背後で、金管の音が響ひびいた。ホーン・パイプだ。

　鼓こ膜まくを破ろうとしているとしか思えない大だい音おん響きようが、まさに入構しようとしている。

　守衛が詰つめ所から出て、敬礼している。

　オレはゲート脇に身を寄せた。

　やがて、それこそ鯨くじらを思わせる巨きよ大だいな黒い大型トラックが入ってきた。車種不明。マフラー、フロントグリル、バンパー等が渋しぶい金色で塗ぬられている。ホイール・キャップも。いや、本当に金メッキくらいしているのかもしれない。

　その後に一〇台ほどのエイティーン・ホイーラーが続く。それらも決して小型の車ではないのだが、先頭の黒いトラックの大きさは圧あつ倒とう的てきだ。黒いモビイ・ディック。子こ熊ぐまを引き連れた大熊の貫かん禄ろくだ。

　圧あつ搾さく空気が噴ふき出る音とともに、先頭車が停まる。続く車両は左右に分かれ、一種の陣じん形けいを取りながら停車する。

　目を凝こらすと、食堂にいたドライバー達が全員外に整列している。

　後続車の中で、大熊の直衛の位置に停まった二台から大おお柄がらな女二人が降り、大熊の運転台のドアの左右に、主君が降り立つのを待つ臣下のようにひざまずいた。他のトラックからもドライバーが降りる。ゼナ・アンダースンが再びホーン・パイプを吹ふき鳴らす。

　瘦やせた鷹たか──。大熊からは、そんな印象の男が降り立った。黒い髪かみ、黒い上着にはベタ金のモール。自分の車との見事な──そして悪あく趣しゆ味みな──コーディネイトである。

「ああいった団体さんには係わり合いになりたくないもんだ」

　今度は守衛を無視して、オレはゲートを抜ぬけた。

「クソ野郎！」

　待たせておいたタクシーが消えている。待ち料を含ふくめてうかうかと払はらってしまったオレがうかつだった。

　雨の翌よく日じつ。今日は暑くなりそうだ。紫むらさきよりはだいぶ青くなってきた空にそびえるタワー・ベースを見ながら、オレは、八七号線から市の中心街へと伸のびる道を歩き始めた。左の頰ほおが熱く痛み出した。
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　事務所に帰りついた時には、もう一時を回っていた。

　サラはちょうどコースの最後、杏あん仁にん豆どう腐ふを食べ終えるところだった。今日が中ちゆう華かなら、昨日きのうはフランス料理のコースを出前させたのだろう。

「留守中、電話も来客もありませんでした」

「ありがとう」

　机の上にブリーフケースを置くと、引き出しをチェックする。誰だれかが開けた痕こん跡せきはない。

　オレは紙かみ袋ぶくろを開け、チリ・ドッグとコーヒーの缶かんを取り出して、遅おそい昼飯に取りかかった。左頰がこわばり、さらに口の中が切れているので、まるでうまくない。

　机の上のファイルを広げる。今日の午前中の死亡記事のスクラップ。ポート・タウンとその近辺だけで四件。整形外科医。タクシー運転手は強ごう盗とうの被ひ害がいに遭あったらしい。写真製版屋の刺殺死体。妙みよう齢れいの双ふた子ごの美少女の全ぜん裸ら死体。

　オレも含ふくめてこの業界には、死亡記事をチェックしている人間が多い。殺人、自殺の真相究明は探偵にとって大きな市場だ。他にも、入院中や手術後に死亡した人間の家族に、病院から賠ばい償しよう金きんをふんだくる話をセールスして歩いている弁護士もいる。何にしても、家族ないしは深い利害関係のある人間の存在が不可欠なわけだが。

　外科医と製版屋は家族なし。タクシー運転手なんか、くたばっちまえ。残るは全裸美女のみ。

「このソーニャとターニャのことなんだが」

「心中です」

「姉妹だろ」

「そうですよ。おかしいですか」

「……おかしくない。そう書いてある」

　ファイルを見るのはそこで終わりにした。

　食事を済ませ歯を磨みがき終えたサラが、オレの脇わきに立った。

「昨日のスギノさんのチェックには問題ありませんでした。所長の口座に振ふり込こんであります。昨日の経費は？」

　基本的にガソリン代は日当に含ふくめている。車が使えないのはこちらの都合。つまり交通費は請せい求きゆう不可。ペッピーノでの食費は、半分自分の夕食だし、ベロニカのタクシー代も領収書なし。軍隊酒場ＰＸでの飲み代、軍ぐん曹そうへの情報提供代も請求できる範はん囲いではない。

「なし」

　サラは続けた。

「サイラス・ベンダーですが、住所は市内でした」

「ホントかよ」

　机の上にサイラスの身上調査書が置かれる。

　まさか、戻もどっちゃいまいが、午後のスケジュールは決定だ。

「以上です」

　サラのスミレ色の視線には何の表情もないのだが、黙だまって見ていられると、どうにも気き詰づまりだった。

「収しゆう穫かくはあったんだぜ。例のトラック運転手がキャノン・エクスプレスに就職しているグランディって男だってことも分かった」

「グランディ、何というんです？　それとも、何とかグランディ？」

「……それは、今後の調査で明らかになっていくんだよ」

「四時のスギノさんからの電話、必ず所長が出てくださいね」

　サラはそう言うと、食器の乗った盆ぼんをドアの外へ運んだ。

「ところでさ、どうして君が昼に中華やらフランス料理やらのフルコースが食えるわけ？　ここの収入は、僕ぼくが払はらっている金額の倍でしかないだろ？」

「相場やってますから」

　オレは、仕事机に広げられた自分の昼飯を見た。

「──事務所の電話は使うなよ」

「専用回線を引いてあります。自費で」

　オレは、マルデラン・クレイランドの調査ファイルを取り出した。所有している有価証券類の多いこと。相場の動きを先読みして売り買いするサラは、まだ勤勉な人間なのだろう。自分専用の車が四台。しかも、自宅の他に市内に別宅まで構えている。

　オレは、昨日職安から貰もらってきた独立用の転職届けを取り出して、記入を始めた。

「もし、よろしかったら、ひとこと申し上げてもいいですか」

「どうぞ」

「所長がどちらかへ職場を変へん更こうなさることは不可能だと思うのですが」

「昨日、職安でも同じことを言われた」

　……独立後の事務所の住所、間取り、共同経営者の有無、……。オレは、記入を終えた用紙をブリーフケースにしまい込んだ。

「君がよく気がつくのは結構なんだがね、手も動かしてくれないか。せめて、傷の手当くらいしてもバチは当たらないと思うぜ」

「私が所長に雇やとわれているのは、経理を中心とする事務を処理するためで、私立探たん偵ていの負傷を手当するためじゃない、と思いますが」

「はい、承知しています」

　オレは、ロッカーの上から救急箱を下ろして、顔の左側に湿しつ布ぷをした。冷たい感かん触しよくは心地よかったが、湿布薬の臭においが、わずかに残っていた食欲にとどめを刺した。

　それでも五分足らずでたいらげた。

　マルデラン・クレイランドの調査ファイルをサラの机の上に置く。

「コースドン事件の明細と報告書を作ってくれ」

「請せい求きゆう書しよの追加は」

「なし。実働日数も昨日まででいい」

　またも、サラの目が無表情にオレを見る。

「一日おいた方がいいみたいだな。冷静に調査の終了を判断できる」

　自分でも、言いい訳わけじみて聞こえた。仕事にかかったサラの表情は、黒いストレート・ヘアのカーテンに遮さえぎられて分からない。

　オレはブラインド越ごしに外を見た。一日のうちで一番暑い時間。大通りは、渋じゆう滞たいの兆きざしを見せ始め、歩道も人でごった返している。

　ふと気付いて、オレは、ポケットからリベッティの箱を取り出すと、サラのキーボードの脇わきに置いた。

「あげる」

「要いりません」

　キーの立てるリズミカルな音に変化はない。

「サイラス・ベンダーの家に行ってみる。必ず、四時には帰るよ」

　足早に出ようとするオレの背中に、サラが声をかけてきた。

「所長、サングラスが合ってません」

　着替えに七分かかった。
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　中心街から離はなれること四五分。常緑樹に囲まれた住宅地の一画にサイラス・ベンダーの家がある。

　タクシーに懲こりたオレは、修理屋で愛車の代わりを借りた。ダークグリーンの九九年型エレクサス。地味だが、使い勝手の良い車だ。

　サラの調べた住所をインプットし、オート・クルーズの生き真ま面じ目めな運転に身を任せる。車が幹線に出ると、なかなか座り心地の良いシートをやや後ろに倒たおし、サイラスの〝オフィシャルデータ〟を開いた。

　サイラス・ベンダー。男。二〇八二年一〇月二〇日生まれ──。童顔なはずだ。戦争の最末期に召しよう集しゆうされたとしても一八歳さいだ。

　両親は、サイラスが一六歳の時に、乗っていた宇宙船が敵艦かん隊たいの攻こう撃げきを受けて死亡。残った肉親は二歳違ちがいの弟ルクサスだけ。その弟も所在は不明。

　前科なし。資格、第一種オート・モビル免めん許きよ。最終学歴、キャンタデラ・ハイスクール史学科二年。カッコ、応おう召しようにつき休学、カッコ閉じ。

　召集年月日、二〇九九年九月四日──。

「サイラスは戦場に行った。いや、戦場に行くと言って学校を休んでいる。だが、軍では、そんなヤツ知らねェよと言っている。登校拒きよ否ひ児童サイラスよ、今はいずこに」

　オレのウソツキ容疑者リストに、また新しい名前が加わった。キャノン・エクスプレスのトラッカーども、オフィシャルデータの発行元、サイラス・ベンダー、帰き還かん軍人センターの係員、ベロニカ、軍ぐん曹そう、そして、……。

　澄んだ電子音が響ひびいた。目的地が近付いたので、オート・クルーザーが停車位置その他の指示を求めているのだ。

　オレはサイラスの身上調査書を胸ポケットにしまい、シートを起こした。操そう車しやをマニュアルに切り替え、車を、林の中に伸のびてゆく坂道の手前で停めた。近くに他の車の影はない。

　オレは車を降りると、ブリーフケース片手に緩ゆるいスロープを登り始めた。地面に落ちている空き缶かんとポリエチレン・パックがすぐになくなる。わざわざ奥おくまで来る人間はいないらしい。登りきったところがサイラス・ベンダーの家だ。スロープの左右には、交互に同じ形の住宅が建てられている。公共住宅の例に漏もれず、実用第一主義の白い壁かべと灰色の屋根。中の間取りもだいたい見当がついた。全部で一〇軒けん、全て人の気配はない。

　鳥の声の間に間に、遠くの幹線道路を走る車のエンジンの響き。

　汚よごれたネーム・プレートにベンダーの文字。古風な藍あい色いろのポストの中には枯かれ葉はとゴミ以外に何もない。まずは正直に呼び鈴を鳴らす。家の奥でチャイムが鳴る。反応はない。錠じようは住宅同様、大量生産品のプッシュ・キーだった。０と１と２だけが脂あぶらで汚れている。１０２０とプッシュする。鈍にぶいモーター音がして、ドアが開く。カビ臭くさい空気が鼻を突ついた。

「すいません、どなたかいらっしゃいませんか」

　誰だれか出てきたら、いったいどの名刺を使おうか──そんなことを考えながら数秒待つ。紺こんのサングラスに合わせて、ウォーターカラーのシャツとネイヴィーブルーのパンツで、ハイウェイ・パトロール風に決めてきたのに、無む駄だになるかもしれない。

「入りますよ」

　カーテンがかかったままの室内は薄うす暗ぐらかった。トイレ、バス、キッチンを除けば、二部屋しかない。住んでいた人間の性格を反映してか、主のいない家の中はきちんと片付けられていた。固いマットレス。わずかな本しか並んでいない本ほん棚だな。質素な書き物机。学校のものと同系列とおぼしきコンピュータ。壁に貼はられたキャンタデラ・ハイのペナント以外、装そう飾しよく品ひんはない。

　鍵かぎが掛かかっているのは、一番上の引き出しだけだった。懐ふところから針金を二本取り出して、鍵かぎ穴あなに差し込み、開ける。手紙の束たば。消印は四年前、敗戦直前の日にちだ。前線宛あてに出した手紙らしい。軍関係のスタンプが押おされている。差出人はルクサス・ベンダー。住所は隣となり街まちになっている。オレは、一応その住所を手帳に書き付けた。

　残りの引き出しには、めぼしいものはなかった。

　机の上の本立てに、バイブル・サイズのヴィジュアル・メモが一冊。開いてスイッチを入れる。キャンタデラ・ハイのボールゲームのチームらしい。中央にサイラス。下に『９・１５・２０９８、地区大会優勝記念』の文字が出ている。改頁キーを押おす。古い型のヴィジュアル・メモは、一いつ瞬しゆん画面を緑がかった灰色にすると、次の画面を映し出した。この家をバックにサイラスと、少し年下に見える少年が立っている。下のキャプションは『我が弟・ルクサスと』と読めた。

　ヴィジュアル・メモは旧型ながらコピー機能が付いていたので、一枚コピーを取り、残りのページをスピード・サーチで見た。エリーナ・スギノの画像は一枚も現れなかった。

　バス、トイレ、キッチンともに、この数か月使った様子はない。

　部屋の様子が、来る前と寸分変わらないのを確認してから、オレは外へ出、ドアにロックを掛かけた。

　緑の木立が、午後の強い日差しを幾いく分ぶん和やわらげている。

　微かすかに聞こえてくるカナベラルアカツグミのさえずりは本物だろうか。それとも、〝自然豊かな環かん境きよう〟の一部として不動産屋があつらえたものなんだろうか──。

　不意に、オレは鳥の声が本物であることを知った。

「そこの木の陰かげ、出ろ！」

　構えた銃じゆう口こうと木立の間に張られた緊きん張ちようの糸を嘲あざ笑うかのように、車の流れの音が絶え間なく続いている。

　指は引き金。本気で撃うつ体勢だ。

　ただ、足元に落としたブリーフケースの位置は良くなかったかもしれない。

　糸が切れた。

　男は、空っぽの手を、上げもせずに現れた。

　いつ見ても、美しい顔をしている。オレにそのケはないが、認めざるを得ない。思わず寸法を測って、その曲面を方程式にしてしまいたいような整った顔。表情はない。年ねん齢れいも判断できない。オレと大差なく見えたりもする。

　オレだって色の黒い方ではないが、こいつの肌の色は、病的というより無機質な感じだ。

　銅の色をした髪かみは、本当に電気配線に使えるのではないかと思えた。

　オレよりも頭半分高い。

　黒いレザーのスーツに同色のブーツ、手て袋ぶくろ。

　ミラーのサングラスが顔の一部として全く違い和わ感かんがない。

　レイ・アレクサンドルという名前にもかかわらず、電話帳の最初の方に載のろうと『アブラハム探偵事務所』と名付けるような〝生活の知恵〟があるようにはとても見えない。

「なるほどね。サラも手回しが良すぎると思ったんだ。──ひょっとして、キャノン・エクスプレスで何かやったろ。初対面で『しつこ過ぎる』はおかしいと思ったんだ。おかげさんで、危うくリンチだぜ」

　銃口すら意に介かいする風もなく、レイは背を向けると、スロープを下り始めた。

「待てよ。オレの仕事を横取りする気じゃないだろうな」

「泥どろ棒ぼうの目には、周まわりの人間がみんな盗ぬすっ人とに見えるそうだ」

　絶対の真理を述べるかのように何等の強調も感情も含ふくまない声だけを残し、レイの背中は、振ふり向くどころか、立ち止まる様子もない。

「サーベン・ヒルへ行くつもりなら、ムダなことだぞ。自分の弟の写真のキャプションに『我が弟』と書くバカはいない。あれはワナだぜ」

「飛び込めば、罠わなを仕し掛かけた人間の手て掛がかりは摑つかめる」

「何狙ねらってるんだ、貴様」

「敵に答える必要はない」

「敵？」

「味方以外は敵だ」
















「軍隊じゃ、そう教わったのか」

　レイは答えなかった。その背中もだいぶ小さくなり、やがて、熱気に揺ゆらめく白い道路を折おれて消える。

「軍人上がりが！」

　オレは銃じゆうをしまい、ブリーフケースを拾ひろった。

　木立の隙すき間まから、走り去るエアリア・ダブル・オーの黒い車体が見えた。

「エアリアに乗ってるのは、みんなクソ野郎だ！」

　オレの立てた中指、奴に見えたかどうか。

　カナベラルアカツグミのさえずりが戻もどってきた。

　オレはエレクサスの方へ足を速めた。三時をだいぶ過ぎている。オレは、タワー・ベースのある街へ戻らなければならない。
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　四時を五分過ぎていた。

　サラはオレの方に一いつ瞬しゆんだけ視線をくれると、また机に目を戻した。

「電話は」

「四時ちょうどでした。一〇分後にまたかけるそうです」

　自分の机の前に腰こしを下ろす。

「あいつ、今どんな調査してるのかな」

　サラの方を向かず、世間話風に言ってみる。

「調査先で、ばったり出くわしちゃってさ。何だったら、共同作業にしてもいいかなと思ってね」

「それでしたら、直接アレクサンドル氏に交こう渉しようなさった方が」

「分かったよ、レディ・フォックス。──その後、コースドンから連れん絡らくは？」

「何も」

　電話が鳴った。サラが目で尋きくのと同時に、オレは受話器を取っていた。

「ＡＡＡ探たん偵てい事務所」

「リュウスケ？　あたし。ベロニカ」

「どうした、勤務時間中じゃないのか」

「休んじゃった。あなたは忙いそがしいの？」

「探偵が勤務時間中に美女とデートできるのはドラマの中だけでね。飢うえ死にしない程度の仕事はしなくちゃならない」

「昨夕ゆうべは変なこと言っちゃって、ご免めんね」

「いや。それより何の用だい」

　あと三〇秒ほどで四時一〇分だ。

「あなた、一応大学出てたわよね。実は、尋きたいことがあるのよね──」

「この電話で話しているのはクドウ・リュウスケさんですか」

「──そうです、ミス・スギノ」

　電話機の通話先表ひよう示じ盤ばんを見る。ＰＴ─四九ＭＧ─六七〇〇四五Ｆ。ベロニカの番号のままだ。

「私は、昨日私があなたに依い頼らいしたサイラス・ベンダーという人間の行方についての調査のその後の進展が聞きたいのです」

「サイラス・ベンダーは、かつてこの街に住んでいました。あなたが見み掛かけたサイラスの仲間も、この街で職を得ていました」

「私が聞きたいのはサイラス・ベンダーの行方です」

「それは、分かりません」

「それは、サイラス・ベンダーという人間の行方を知ることは不可能だということですか」

「今現在は、ということです。彼は必す──」

　通話先番号の表示が消える。内線の赤ランプが灯ともる。

「あなたには、未来のことが分かるということですか」

「私の決意を表明したんです」

　オレは保留のキーを押おし、サラの机の上の電話機の回線キーを押した。

「あなたの決意を表明することにどういう意味があるのですか」

　受話器を耳に当てたサラが首を横に振ふる。

「そうですね。確かに意味はないな」

　電話機をひっくり返して裏を見る。一見、異常はないようだ。受話器を肩かたと耳で挾はさみ、引き出しからドライバーを出して、裏うら蓋ぶたを外す。盗とう聴ちよう機きその他の小細工は見当たらない。

「ところでね、ミス・スギノ、私も貴女あなたにお尋たずねしたいことがあるんですよ。答えていただけますか」

「あなたが私に尋ねたいこととは何でしょうか」

　スギノの言葉の途と中ちゆうでフックを押す。

「貴女、私以外の探偵にも調査を依頼しましたか」

　フックを押しっぱなしにする。

「いいえ。私がサイラス・ベンダーと呼ばれる人間の現在の居場所の調査を依頼したのはクドウ・リュウスケさんだけです」

「もう一つ。貴女はどちらにいらっしゃるんですか」

「私はその質問に答えません」

「そうですか」

　ドライバーを逆手に持つ。その手をサラが摑つかんだ。

「明日、同じ時間に私は電話するでしょう。さようなら」

「さようなら、ミス・スギノ」

　受話器からは何も聞こえなくなった。フックを押さえていた指を離はなす。単調な発信音が流れ出した。サラは自分の電話をすでに切っていた。

　オレは受話器を置いた。

「この電話、壊こわれてるみたいだな」

「早急に修理させます」

　サラが業者の番号を押す。

「二者立ち会いの下でな」

　オレは電話機の裏蓋を元に戻もどした。

「四時にかかってきた時には、普ふ通つうにベルが鳴りました」

「相手の番号は表示されなかったのか」

「されませんでした。自分の居場所を知られたくない様子でしたから、そのための装そう置ちを使っているのだと思いました」

　サラは業者と話し始めた。

　ドライバーを引き出しに戻すと、レコーダーを引っ張り出し、プレイバックする。ベロニカの声。エリーナが割り込こんだ後の部分もしっかり記録されている。エリーナと話しているオレの声も。エリーナの声だけ残っていなかった。

　オレの声を除去する。

「──出てたわよね。実は、尋ききたいことがあるのよね。公文書偽ぎ造ぞう罪ざいって、まだあるのかしら。もちろん、ＩＤは別にして。もし残ってるとしたら、それって文書の種類によって罪が違ちがうのかしら。──損害の金額によるんじゃないかと思ってるんだけど。ねえ、聞いてるの、リュウスケ？　リュウスケ！　混線か」

　短い舌した打うちの音がして電話は切れた。

　公文書偽造。職安のデータに手を出したのか。昨夜、ベロニカが私立探偵のオレを警戒したのも、それなら納得がいく。

「所長、新しい電話機は来週になれば入るそうです」

「遅おそいぜ」

「私もそう思います。で、いつにしますか、電話機の交こう換かんは」

「アレクサンドルに都合を聞いておいてくれ」

「はい」

　サラが机に戻ると、オレは電話機のキーを押おした。

　ＰＴ─四九ＭＧ─六七〇〇四五Ｆ。

　コール二〇回待った。出ない。

　蓋ふたを開けて閉めただけだ。あれで壊こわれるはずはない。いや、最初から壊れていたのか。諦あきらめて受話器を置く。

　顔を変える。公文書を偽造する。ベロニカは別の人間になろうとしているのか。それなら、結局はこの街を出ていくのかもしれない。

「定時になったら帰っていい。今日は戻らない」

　オレはガレージに降りた。







　第三章　冷たい拳けん銃じゆうの男







　今日二つ目、引き出しも勘かん定じように入れれば三つ目の鍵かぎを持ち主の了りよう解かいなしに開け、オレは無人の部屋に入った。中から鍵をかけ直し、手近な椅い子すを引き寄せ、腰こしを下ろす。闇やみの中には、時とき折おり聞こえる遠くのエンジン音を除けば、秒針が刻む音しかない。一〇〇〇まで数えて、やめた。

　やがて、暗い部屋のドアが開き、明かりが点ついた。

「ここは寝ねるための場所かもしれないが、三時間も待ったんだ。話を聞かせてもらおうか、アンディエ・アンダースン」

　ごま塩頭のマスターは一瞬呆あつ気けに取られてダイニングの椅子のオレを見た。だが、その表情はすぐに含ふくみ笑いに取って代わられた。

「コーヒー注いれてやろう」

　それだけ言ってキッチンに向かった。コーヒー豆の乾かわいた音、湯を沸わかす音、豆を挽ひく音。その間、マスターは背中を向けたままだった。

「錠じようをこじ開けた跡あとはなかったな」

「この商売には欠かせないテクニックなんでね」

「おまえさん、警官上がりか」

「警官崩くずれと呼ばれることの方が多いけどね」

　湯を注ぐ音。しばらくしてからマスターは、白いコーヒーカップの乗った皿さらをオレに突つき出した。

「飲んでみろ」

　オレは、言われるままに褐かつ色しよくの液体をすすった。

「美う味まいよ」

　これはお世辞抜ぬきだった。

　マスターも苦笑しながら、自分の分のカップを手にした。

「若いの、何でそんな商売してるんだい」

「他に失業警官にできる商売を知らなかったんでね」

　マスターは鼻で笑うと、せっかくの薫かおりを楽しむこともせず、カップを一息で空にした。

「マスターこそ、何であんなところで商売してるんだい」

「おまえさんと似たようなもんさ」

「軍人上がりか」

「軍人崩れと呼ばれることの方が多いがな」

　マスターは、途と中ちゆうからなくなっている右みぎ腕うでを空のカップで軽く叩たたいた。

「言っちゃ何だが、どうしてバイオの義手にしないんだ」

「この金物細工の方が、みんなびびるんでな」

「ただのカバーなのか」

「ただのカバーだ」

　マスターが、今度は声を出して笑った。ただ、プラスチック・レンズ・アイのある顔の、左側だけは動かなかった。

　オレは内ポケットから写真を取り出した。

「その男、グランディ某なにがしについて教えてくれ。言うことは何にもないっていうなら、オレはコーヒー代置いて出ていく」

　マスターは写真に一いち瞥べつをくれると、今度はじっくりとオレの顔を見み据すえた。

「恐こわいのかい、トラック軍団のリーダーが。確か、提てい督とくとか言ったっけ」

「何が提督だ、あの若造」

　あの黒いトラック軍団のリーダーについて、タクシーの運転手その他から仕入れてきた知識だったが、有効だったようだ。

「一か月前に職安の紹しよう介かいでここへ来たのがグランドルフ・ゴドノフだ。それだけだ」

「ねぐらは？」

「知らんな」

「グランドルフ・ゴドノフは今日はどこへ行った」

「一五三〇時に戻もどってきた。ジョムジョムの缶かんコーヒーを積んで、ベスタン・ワルドへ行った」

「ベスタン・ワルド？　帰りは明日の朝になるな」

　頭の中で、ベスタン・ワルドまでの道路図にコースを描えがく。追わずに張り込むのが上策のようだ。

「張り込みか……」

　自分のカップに二杯はい目めのコーヒーを注ぐマスターの背を見ながら、オレはつぶやいた。

「ついでに、この男、知らないか」

　オレはサイラスを指した。

「知らん」

　オレは残りのコーヒーを飲み干した。

　ドアが開き、ゼナ・アンダースンが帰ってきた。

　オレに気付くと、いきなりバッグを投げ付けてきた。オレが身をかわす間にナイトウォーカーを抜ぬいている。

「動かないで！」

　住居不法侵しん入にゆうである。射殺されても文句は言えない──オレも、警察時代の思考法が抜けていないようだ。

「コーヒー、美う味まかったよ」

　オレはコーヒーカップをマスターに渡わたし、立ち上がった。

「おじいちゃん、何を話したの？」

「グランディについてな、教えてやった」

　ゼナが茶色の目をむいた。

「提てい督とくのご命令に逆らうの？」

「俺おれは、あの若造の手下になった覚えはないぞ」

「まったくだ。周まわりの人間に自分を提督と呼ばせて悦えつに入っているカッコつけたがり屋の命令なんて、死んでも聞けないね」

　銃じゆう口こうがマスターの方を向かないうちにオレは言った。

「提督は、本当に心の広いお方よ！　その人ひと柄がらを慕したって、周りが自然に提督と呼び始めたんだわ」

「そう言えば他人は信じるって、提督が言ったのかい」

「違ちがう！　グランディだって、ＩＤが偽ぎ造ぞうだったのに、提督が仲間として迎むかえたのよ。あんたも探たん偵ていならＩＤ偽造がどんなに危ないことか知ってるでしょう」

「仲間？　提督教の信者として、の間ま違ちがいじゃないのか」

　もう一息で、ゼナは引き金を引きそうだった。

　不意に、ゼナの唇くちびるが歪ゆがんだ。

「思い出した。あんた、〝コールド・ガン・リュウスケ〟だろ」

　嬉うれしくないニックネームがまだ生きていたらしい。ゼナが、甲かん高だかい笑い声を上げる。

「そうか、だから提督に嫉しつ妬として、あんなことを」

「ベッドの上なら、オレのガンがいかにホットか、見せてやってもいいんだぜ」

　我ながら迫力のない冗じよう談だんだった。

　だが、いい。

「おじいちゃん、こいつはね、拳けん銃じゆうが撃うてないんだ。だから、本物の強い男を見ると、悪口を言わずにはいられないんだ。卑ひ怯きよう者ものなんだ」

　熱にうかされたような口調だった。

「相変わらず、安全装そう置ち入れたままか」

「その手は食わないと言ったわ！」

　オレはゆっくり銃を抜ぬいた。ゼナと同じナイトウォーカーＮＷ。

　一瞬遅おくれてゼナが引き金を引く。引けなかった。

「オレだって本当のことも言うんだよ。そうした方が得な場合は」

　左手でゼナの銃身を押おさえ、右手のＮＷをゼナの鳩みぞ尾おちに突つき付ける。

「白バイ上がりじゃ無理もない。人に拳銃を向けるっていうのがどういうことか、よく分かっていないんだろ」

「引き金の引けない男のくせに」

　ゼナのＮＷを取り上げて、後ろに投げる。

「な、なにを──」

　額の赤いバンダナを鼻の頭まで引っ張り下ろす。出入りするトラックを右に左にさばき、すぐに拳銃を振ふり回す姉チャンのむくれ顔も、年相応のかわいらしい表情に見えた。

「強くても女を不幸にする男に入れあげている孫まご娘むすめに気をもんでる爺じいさんの気持ちに気付かない程度の観察力・注意力じゃ、警察でスピード競争しかやっていなかったと言われてもしかたないな」

　ゼナがマスターの方を見る。

「邪じや魔ましたな」

　銃をホルスターに戻もどし、ブリーフケースをぶら下げて、オレは外へ出た。

　閉じたドアの向こうでは、家庭内争議が始まったらしいが、オレの知るところではない。

　目を上げると、夜空にタワー・ベースが白くそびえ立っていた。頂上に赤い標ひよう識しき灯とう。基部からサーチライト。

　車へ向かうオレの歩みに合わせて、脇わきの下で、冷たい銃が重たくその存在を主張している。




　　　　＊




　ベスタン・ワルドからキャノンのトラック・ターミナルへ戻るなら、この分ぶん岐き点てんを通るはずだ。オレは八七号線の五番分岐点近くの退たい避ひエリアにエレクサスを停めて待った。

　ダッシュ・ボードの時計が午前四時を告げる。

　アンダースン家から離はなれてすぐに、ブリーフケースの中の電話でジルマックに連れん絡らくを取った。

『もう関係なしにしてくれよ』

　ジルマックは泣きそうな声で、ささやいた。いつもなら背後で騒さわがしい印刷機が今日は音一つ立てない。

『ヤバイんだよ。シマキが消された』

　シマキ。知らない名前だ。いや、頭の片かた隅すみに引っ掛かかっている名前。──消された。……写真製版屋。

　それでも用件だけは済ませる。あんたより腕うでの落ちるＩＤ偽ぎ造ぞう屋やを知らないか。

『ミロール・フラメスって映画屋がアルバイトしていた。早くて、安くて、質が悪い。キバンティー地区の雑ざつ居きよビルだ』

　ありがとう。

『出ていくよ、この街』

　待ってくれ。これが最後なら聞かせてくれないか。何でＩＤの偽造なんかに手を出したんだ。おまえさん、堅かた気ぎの印刷屋じゃないか。

『印刷屋が厭いやになったんだ』

　そんなに嫌きらいじゃなかったんだろ、印刷屋。

『一生この職を変えられないなんて、俺おれは厭だ！』

　ジルマックは受話器を叩たたき付けた。オレも電話を切った。

　サーベン・ヒルへ行き、自称〝サイラス・ベンダーの弟〟にインタビューするべきだったかもしれない。

「レイ君は、自分が利口なつもりだろうが、そのお利口さんをオトリにして、罠わなを張った奴を見極めるって手もあるんだよ」

　だが、もう遅おそい。

　脇わきの下から銃じゆうを抜ぬく。ガンガルトＭ一八、三八口こう径けい、リボルバー。通称ナイトウォーカー。警察官が通常携けい帯たいしていた最もありふれた拳けん銃じゆう。

　ラッチを押おし、弾だん倉そうを押し出し、弾数を確認する。冷たい拳銃。ここしばらく冷たいままだ。ＩＤほど人前に出すこともない。

「……イズミ、イズミ……」

　銃じゆう把はが生暖かくなる。他人には聞かせられない独り言をつぶやきながら、どれほどの時間、ぼんやりしていたのだろう。

　弾倉を戻もどし、銃をホルスターに挿さす。たかだか道具に過ぎない。使わなくても事が捌さばけるならば、無理に仕事に割り込ませる必要はないはずだ。

　ぬるくなった缶かんコーヒーを飲み干す。警官時代に習ったこと──張り込み中は水分を控ひかえ、小便は空になったポリ・パックで済ませること──単独行動しかできない探たん偵ていこそが守るべきこの心得をオレは無視していた。缶の表面では、コーヒー色の男女が白い歯を見せて笑っている。白い文字でＪＯＭＪＯＭ。

　窓を開き、空き缶を投げる。缶は、タイヤにプレスもされずに反対側のガードの向こうへ落ちた。

　ただ、誰だれかに出し抜かれるのが厭いやだから。それだけの理由で、徹てつ夜やの張り込み。

　赤道直下のポート・タウンでも、夜明け前は冷え込む。オレは上着の前を搔かき合わせた。

　ホイールの響ひびき。十数本のタイヤを履はいた巨きよ体たい。双眼鏡を覗のぞき込こむ。赤外線の視野に揺ゆらめく車体。熱量一いつ致ち。昨日ターミナルで会ったタンガロフ。

　エンジンを醒さます。

　赤いボディ。ナンバー確認。随ずい行こう車しや、尾行車なし。

　ギアをドライブに叩たたき込む。アクセル。どうしてもコンマ何秒かのタイム・ラグ。この車の最大の欠点だ。

　退たい避ひエリアを飛び出す。最外車線に乗せる。ドライブ２、ドライブ３。充じゆう分ぶんな速度まで上がる前に、黒い狼おおかみのペイントが左ひだり脇わきを駆かけ抜ぬける。運転席のグランディ・ゴドノフは確認できない。

　タンガロフの車線に入る頃ころには、どうにか車間距きよ離りを一定に落ち着けた。

　このまま、キャノンのターミナルまで追っていけばいい。

　夏が近い。手入れもされていない草ぼうぼうの原っぱに白い路面が真っすぐに延びている。

　彼方かなたに、皿さらに盛もられた料理のようなポート・タウンのシルエット。てっぺんには、まだタワー・ベースの標ひよう識しき灯とうが瞬またたいている。

　地平が白みはじめた。

　サングラスをかける。

　不意にタンガロフが加速した。車体がうなり声を上げるほど震ふるえている。

　気付かれたのか。

　だが、タンガロフでエレクサスを振ふり切るのは無理がある。だとすれば、何か仕し掛かけてくるはずだ。

　オレは、助手席に置かれたブリーフケースを見た。

　タンガロフの車体が車線を外れ始めた。

　このままでは遠からず八七号線自体から飛び出してしまう。

　オレの尾行に気付いた訳わけじゃない。運転席のグランディに何か異変が起きたのだ。

　脇わきの下が冷たくなった。アスファルトを走る巨きよ獣じゆうの足を停めるには、こいつでは役者不足だ。

　オレはまた、助手席のブリーフケースを見た。

　センターラインとタンガロフの間にエレクサスを滑すべり込こませる。運転席の様子は分からない。

　不意にタンガロフが幅はば寄よせしてきた。

　今まで一台もお目にかからなかった対向車が数台、迫せまってくる。

　後続車が間遠なのが不幸中の幸いだ。

　ブレーキ。

　タンガロフの尻しりのバンパーがエレクサスのヘッドライトをこする。

　太いタイヤがセンターラインを跨またいだ。

　赤いエアリア〇四年型の馬ば鹿か野や郎ろうが、こちらの車線へ飛び込んでくる。

　夢の中のようにゆっくりとタンガロフは対向車線を横切り、ガードレールを千切って、荒あれ地ちの中へ飛び出していった。

　道路からの落差で傾かたむいた車体は、それでも勢いを失わず、一回転し、さらに横転すると、藪やぶにめり込むようにして止まった。

　オレは、一〇〇メートルほど離はなれた退たい避ひエリアにエレクサスを入れた。

　帽ぼう子しを頭に乗せ、ブリーフケースを摑つかんで降りる。左右を見回したが、見えるのはあの馬鹿野郎の赤い〇四年型エアリアの後部だけだ。

　八車線を駆かけ抜ぬけて、反対側の退避エリアから外へ出る。

　ホルスターからＮＷを抜いた。

　ここからタンガロフのところまで、遮しや蔽へい物ぶつはない。向こうがその気なら狙ねらい撃うちだ。

　濡ぬれた草が足の下で踏ふみ付けられて匂におった。

　人の気配はない。車の音も絶えている。

　黒い土の帯を引きずったような跡あとを残して、タンガロフは止まっていた。車体には目立った損傷、異常はない。バンパーが曲がり、アクセサリーもいくつか外れているが、コンテナは壊こわれていなかった。上になった後輪がまだ力なく回っている。

　銃じゆうを構えたまま、オレはゆっくり運転席の方へ回った。

　車内は空だった。

　ドライバーは、フロントグラスを突つき破り、草の上に転がっていた。麦むぎ藁わらのような髪かみの色は、血にまみれてはいたが、写真のグランディそのままだ。茶色のワークシャツとジーンズに包まれた体格は、仕事のためか写真より引き締しまって見えた。

　顔は分からなかった。顔を覆おおった両の手のひらと一いつ緒しよに溶とけてくっついていたからだ。

　一応、手首を摑む。脈はない。生者と変わらない温み。このまま手首を引っ張れば、顔の皮ひ膚ふが剝はがれてしまうだろう。酸っぱい臭においが鼻を突いた。薬物だ。容器は見当たらないが。

　ブリーフケースからカメラを出し、写真を撮とる。続いてシガレット・ケース大のケースを出し、中からこれも煙草たばこくらいの細いガラス管を一本抜く。蓋ふたを引き抜き、内側に付いたガラスの針で、溶よう解かいした体組織の一部を採取し、再び管に収める。

　他の証しよう拠こらしいものを探すうちに、顔に浴びせられた薬物と同じものが胸にもかかっているのを見付けた。黒く変色した連れん邦ぽう軍ぐんの認識票の鎖くさりが皮膚に食い込んでいる。胸ポケットは溶けて、中身は分からない。汚お物ぶつで濡ぬれたジーンズのポケットも探る。汚よごれたハンカチ以外に何もない。

　ＩＤカードがない。占領政策が実じつ施しされて以来、何万という人間が変造・破は壊かいをもくろんで果たせなかった身分証が消えている。

　身を起こして、再び車内に体を突っ込む。ない。

　ダッシュボード中央の表示では、オート・クルーズは入っていない。念のためにプログラムをチェックしてみる。昨日の午後四時にターミナルを発して、九時三〇分にベスタン・ワルド入り。零れい時じにベスタン・ワルドを発たち、五時三〇分にターミナル着。

　途と中ちゆうで、信号以外に停止した記録もない。

　車体がひっくり返ったくらいでシステムが解除されることはない。業務用車両となればなおさらだ。コンピュータの詳しよう細さいなチェックはできないが、もしも異状がなければ、誰だれかがシステムを解除したことになる。そう、タンガロフが車線を外れる少し前くらいに。

　そいつはどこへ行ったのだろう。シートには目立った傷など細工の跡はない。助手席の窓は開いている。飛び降りた？　首の骨を折おらない自信があれば、それも良いかもしれない。オレだったら、まずやらないだろう。

　軽い吐はき気けがしてきた。車室から体を抜き、大きく息を吸い込む。車内にも、草むらにもＩＤは見当たらない。車体の下ということも考えられないではないが、とりあえず確認の方法がない。

　死体を照らす光が、明け方の鋭するどさを増してきた。キャノンに連れん絡らくだけは入れてやった方がいいだろう。オレは退たい避ひエリアへ向かった。

　荒あれ野のを吹ふき渡わたる風が、ほとんど空気の波のようにオレを横よこ殴なぐりにする。オレは片手で帽ぼう子しを押おさえ、ブリーフケースを持った手で上着の前を搔かき合わせるようにして、荒れ地を踏ふみ続けた。

　風の波に、別の波が重なった。音の波。道の彼方かなたへ目を細める。黒い波のように押し寄せるトラック群。近付くにつれ、波は野牛の群れに変じた。中央よりはやや前に、例の黒いモビィ・ディックの姿があった。

　前にターミナルで見た時とは別の陣じん形けいだった。中央に黒い巨きよ体たいが停まり、それをあたかも議長か裁判長のようにして、半円形に近いスペースを明けて、残りのトラックが控ひかえている。前、後ろ、両りよう端たんでは早くも交通整理を始めていた。もう、だいぶ明るいというのに、周囲のトラックが一いつ斉せいにライトを点つけた。光の交差する中央、ちょうど被ひ告こく席せきにあたる部分で、オレは馬ば鹿かのように突つっ立っていた。足元から沸わき上がる熱い空気でむせた。

　古い写真機のシャッターのような音が連続して、トラッカー達が降りた。直衛の女二人が立ち、ホーン・パイプの音が響ひびく。正面の、金歯を入れた黒くろ塗ぬりの頭ず蓋がい骨こつのような車体から〝提てい督とく〟が降り立った。鷹たかの目が、オレの方を向いている。深い皺しわの寄った顔の中で、暖かいようにも冷たいようにも見える、黒い目だった。

　二人の直衛のうちの、髪かみに赤いパート・カラーを施ほどこした方が、横転したタンガロフの方へ走り出した。

「グランディが死んでいます！」

　どよめきが走った。すでに左右は固められている。提督の脇わきにゼナが立ち、オレをにらみつけた。それでも、今日は三八口こう径けいを抜ぬく気はないらしい。

　提督のそばを擦すり抜けて、ダーク・グレイの三つ揃ぞろいを着た男がオレの前に歩み出た。

「我々は、互いの給料の中から一定の金額を出し合って、一つの基金を作っている。目的は二つだ。一つには、我々の中の誰だれかが罪を犯し、その賠ばい償しようをしなければならない時に使う。もう一つは、我々の中の誰かが殺され、あるいは傷付けられた時、相手にそれなりの罰ばつを与えるために使う。君は私立探たん偵ていらしいが、その収入の何百倍もの金が我々にはある。君一人を収容所に放り込むための金くらい、幾いくらでも自由になるのだ、我々は」

　艶つやのいい広い額の下の細い目をきらきらさせながら男は言った。

「この男は、グランディのことを嗅かぎ回っていました。昨日は不法侵しん入にゆうまでしています」

　ゼナの黄色い声にも提督は目を動かさなかった。

　赤い髪の女の指示で運ばれてきた死体が、オレと提督の間を通りかかった。提督の裁可を仰あおぐかのように、死体は一いつ瞬しゆん止められた。

　ダーク・グレイの男が口元を白いハンカチで覆おおい、ゼナが目をそむけた。

　提督の合図で、死体はトラックの向こうへ運ばれた。

　死体が通過していくと同時に、そこから怒ど気き、さらには殺意が噴ふき上がり、風より強く吹き付けた。オレは、殺意の吹きっさらしの中に立っていた。
















　怒気、殺意、人の壁かべ……。

　──イズミ、あの時と同じだね──。

「ゼナ、その男の鞄かばんを持ってこい」

　提てい督とくの声がオレを現実に引き戻もどした。深みのある意外な美声だった。

　ゼナが小こ兎うさぎのように駆かけ出し、オレの手からブリーフケースを引ったくると、提督の許もとに戻った。提督はケースの中を探った。一度だけ手が止まり、肩かたに緊きん張ちようが走った。

　提督はダーク・グレイの男にケースを渡わたし、改めてオレの方を見た。

「何な故ぜ、拳けん銃じゆうを使わない？」

「その男は、通称〝コールド・ガン・リュウスケ〟。拳銃が使えないんです。それで警察をクビになった男なんです」

「昨日、使ったぜ。しっかりと」

「女に銃を使うことしかできない卑ひ怯きよう者ものでしょう！」

「卑怯な人間なら、もっとすることがある」

　オレは、提督のその言葉にヘドが出そうになった。

「提督、いかが処理いたしましょうか」

　ダーク・グレイの男が尋きいた。

「見みせ掛かけだけの男です、こいつは。吐はかせましょう。すぐに音ねを上げます」

「ミドリ、ロープだ」

　緑のパート・カラーの女がトラックへ戻った。

「確かに、物的証しよう拠こはありませんな」

　ダーク・グレイの男が、鼻白んだ顔でオレを見た。

「しかし、情況証拠は……」

「黙だまってろ、白バイ上がり」

　ゼナは、自分の視線の方がＮＷの銃口よりも怖こわいことに気付いているのだろうか。

　ミドリと呼ばれた女がロープを手に戻った。

「動機もない。凶きよう器きもない。貴様が犯人だという証拠は何もない」

「だったら、囲みを解いてもらおうか。オレはまだ仕事の途と中ちゆうだ」

「だが、貴様の素行は不ふ透とう明めいすぎる。このまま帰したのでは皆が納得しない」

「納得抜ぬきで、囲みを解いてもらってもいいんだぜ」

「俺おれ達たちの法は道の上にある。裁きは道が下す」

「とんだゲルマン法だ。──提督とまで呼ばれた男も、これだけの集団になると抑おさえ切れないか」

「逆だな」

　そうだろう。オレはあの日、これくらいの人数を抑え切れなかった。

　オレより頭一つ高いミドリがオレの両手を縛しばり上げた。

「ちょっとションベン行かせてくれよ」

　表情が変わらなかったのは提督だけだった。

「行かせてくれなきゃ、あんたらの法律の上にションベンぶちまけることになるぜ」

「いい加減にしろ！」

　ゼナがオレの襟えり首くびを摑つかんだ。

「小細工を疑うんなら、チャック下ろすところから、モノをしまうところまでやってくれても構わないんだぜ」

　重たい音を立てて、ゼナの手がオレの頰ほおを張った。

　ミドリがロープを鳴らしたので、オレは草むらの陰かげへ走った。チャックを下げて、用を足しながら、ハンカチを袖そで口ぐちに押おし込こむ。目薬を差し、上着の袷あわせにロックをかける。ズボンのベルトを締しめ直し、サスペンダーの留め金もロックする。ポケットもロック。最後に、よく振ふってから、しまい、チャックを上げた。

　爆ばく音おんがした。屠と殺さつ場ばへ引かれる小こ豚ぶたよろしく、オレは先ほどのスペースに戻もどった。

「トラック・ターミナルまで、走ってもらう」

　提督がトラックに乗り込んだ。ゼナがオレに歩み寄ると、サングラスを鼻の高さまで引っ張り降ろした。

「暴発だけは御ご免めんだ。銃じゆう、預かってくれ」

　それこそ暴発させかねない勢いで、ゼナはオレの銃を抜いた。

「車も」

　オレはエレクサスのキーを差し出した。ゼナはまじまじとオレを見た。濡ぬれた目を見られるのは厭いやだったのだが。

　キーを受け取り、サングラスをむしると、ゼナは退たい避ひエリアへ走った。

　陣じん形けいが崩くずれた。先頭は提督の車だ。オレはしゃがんで待った。手首と提督の車の後部の間でロープが一直線に張り、次の瞬間、オレは路面にダイブしていた。

　すぐに帽ぼう子しが背中を越こえていった。間もなく後続車に踏ふみにじられ、一片の布地も残らないだろう。

　腕うでに力を込め、肘ひじを曲げ、袖口のハンカチで頰かむりをし、そのままずらして銀行ギャング・スタイルにする。連れん邦ぽう軍ぐん調査部からの払はらい下げ品だが、これで鼻粘ねん膜まくと喉のどを多少は守れるだろう。一五メートルほどの距きよ離りがあるとはいえ、真後ろで受けるガスはきつかった。ゼナをひっぱたいてでもサングラスを取り戻もどしておくべきだったかもしれない。ついでに、ティッシュペーパーで耳みみ栓せんをしておけば完全だったろう。

　車は快調にとばしている。腹の下が熱くなってきた。そう思った瞬間、腕が伸のびた。高い鼻を路面でこすらずに済んだのは幸運だった。顎あごがそれほど尖とがっていないのにも感謝した。

　防ぼう弾だん・耐たい刃じん・耐薬物・耐熱・絶縁のスーツではあるが、こういうテストまでした奴やつがいるとは聞いていない。腹の下に熱さと一いつ緒しよに濡ぬれたような感覚がある。が、どんなあんばいか見ることもできない。

　公共機関が存在した頃ころもきれいとは言えなかった街道は、今では半分ゴミ捨て場だ。砂じや利り、ガラスの破片から、空き缶かん、猫ねこの死し骸がいに至いたるまでがオレの腹の下を擦すり抜ぬけて行く。細かい針が顔に当たり、沼ぬま地ちのようになった肌に棘とげが食い込む感覚。

　空き缶が鼻っ柱を直ちよく撃げきした。その瞬間だけゼナに感謝した。

　熱気で乾かん燥そうした髪かみが、汗あせまみれの顔に張り付く。エンジンの轟ごう音おんが耳の穴あなから正常な思考力を吹き飛ばす。振しん動どうが関節を緩ゆるくし、筋肉を繊せん維いの束たばにほぐしていく。喉が灼やける。涙なみだで目が開けていられない。肩かたから先は、骨の入ったぼろ布の束でしかなくなっている。

　トラックは快調にとばしている。だのに、まだ八七号線だ。トラック・ターミナルは遠い。時刻も分からない。何も聞こえない。何も見えない。肩から先は冷たいだけで何も感じない。何も。

　叫さけんでみる。喉に痛みが走るだけ。残っているのは、首の筋肉痛だけ。だが、こいつと妥だ協きようしたら、顔が路面でミンチになってしまう。

　顔を上げた途と端たんに、体がよじれた。体が路上でバウンドし、腹が上になる。後頭部が一瞬路面にこすれた。慌あわてて首を曲げる。縫ぬい目しかない分、背中の方が安全なはずなのだが、この姿勢で首を維い持じするのは無理だ。腰こしをひねる。動かない。脚あしで路面を蹴けり、同時に腰をひねる。勢い余って余分に一回転しながらも、何とか腹が下になった。

　腹の様子も見えなかった。痛みもない。何か考えていなければ気が狂くるう。

　グランディを特に庇かばっている訳わけではないのは分かった。こいつらの仲間意識は、外部の人間を排はい撃げきすることで成り立っている。それだけだ。

　それにしても、どうして、ああもタイミング良く──オレの立場からすれば非常にタイミング悪く──こいつらはあそこに現れたのだろう。誰だれかが密告した？　誰が？　死体とオレ以外には、あのエアリアのクソ野郎くらいしかいなかった。

　では、あの死体は？　殺人者は？　そいつは、走っているタンガロフのオート・クルーズを解除し、そこから姿を消したのだ。凶きよう器きも動機も不明だ。ＩＤカードはどこへ消えた？

　何な故ぜ、サイラス・ベンダーの記録が帰き還かん軍人センターの記録から消えているのだ？　そもそも宇宙で全ぜん滅めつした部隊が帰還するなんてことがあり得るのだろうか。サイラスの弟に成り済ましてワナを仕し掛かけたのは何者だ？　そして、レイの奴は、誰の依頼でサイラスを探しているのだろう。

　昨日のベロニカの電話の意味は？　そして──。

　形を取り始めた思考が、赤い光に遮さえぎられた。黄色いウインカーが瞬またたき、ほとんど何も感じなくなった耳に、きしむ音が響ひびく。

　金色のバンパーが視界に迫せまる。身構える間もなく、ウインカーと逆方向に体が放り出される。ロープの先のオレは路ろ肩かたに叩たたきつけられた。

　八七号線を降りたのだ。

　提てい督とく殿どのがオレにどれだけ好意的か知らないが、他の車両との関係を捌さばき切れなければ、乳母車に轢ひき殺されることだってある。

　問題は信号だ。今のオレは、車以上に「急には止まれない」のだ。なるほど、道が裁きを下す、か。

　イズミの顔が浮うかんだ。因果応報なんて、オレは信じない。

　タクシー、バイク、自家用車。日常の車の音が、オレを殺そうとして行き交う。間かん隔かくが空いているだけ、速度は上がっている。

　イズミの顔を記憶の淵ふちに沈しずめる。トラック・ターミナルまで、信号機五か所。そのうち、右う折せつ、あるいは左さ折せつを要する交差点が二か所。

　第一信号機通過。路面にゴミが増えている。

　顔に汚お水すいの霧きりがかかる。濡ぬれた路面を、トラック群は走り続ける。だが、八七号線ほどの速度ではない。

　間もなく第二信号機、右折する交差点だ。

　無感覚な手に意識を集中し、ロープを摑つかむ。ほとんど断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを登る気分でロープを手た繰ぐる。だが、どんな岩いわ壁かべも、手だけで登る馬ば鹿かはいない。

　速度が落ち始める。肘ひじを立て、感覚のない脚あしを踏ふん張ばる。せめて、ロープの長さを半分にしなければ。

　ウインカーが光り、すぐに体が左へ投げ出される。手の中をロープが走る。手が焼ける。ロープの先で体が回る。来るな、対向車。轢くな、後続車。

　提督の車が加速し、オレは後続の前輪をかすめるようにして、再び真っすぐに引っ張られた。

　次の交差点が近付く。今度は左に曲がるのだ。

　またも速度が落ちる。ロープを手繰ろうとする。腕うでに痛みが走るばかりで、体は動かない。

　ウインカー。速度が落ちた車体に、オレの体が慣性のままにぶつかろうとする。緩ゆるんだロープの先に手を伸のばす。摑むと同時に、ロープは右に振ふれた。体が宙に浮うく。手首とトラック部隊の間のロープの弛たるみに脚を伸ばす。足首をひと捻ひねりし、小さな輪の中に片足をかけた状態にする。これで、前よりも幾いく分ぶん楽になっているはずだ。

　途と端たんに手が滑すべった。

　顔を手で覆おおう。足に、食いちぎられるようなショック。思ったより提督のトラック寄りに足をかけていたため、手首を引っ張られて顔を路面にこすりつけるという事態は免まぬがれた。

　すぐ目の前に後続車の太いタイヤが回っている。信号でブレーキのタイミングが違ちがったら、こいつとキスすることになるのだ。よく見れば、タイヤとオレの間には、オレの体一つ入れる距きよ離りがあるかどうかも疑わしい。足首に力を込こめる。

　通過して初めて、第四信号機の存在を知る。

　最後の信号機は近い。トラック・ターミナルも。こうやって顎あごを上げているのも長い時間ではないだろう。
















　不意に、足を締しめ付けるロープが緩ゆるんだ。減速している。後続の車輪、前方のバンパー、同時に身をかわさねばならない。もう一方の足でもロープを引っ掛かけ、手元のロープを手た繰ぐる。利かない足で路面に足場を求める。

　また急に体を引かれる。どうにか、ぎりぎりのところで信号にひっかからずに通過できたのだ。

　眠ねむ気けが襲おそってきた。昨日は一いつ睡すいもしていないのだ。安心したと同時に体が弛し緩かんしたとしても無理はない。

　だが、すぐに自分の間ま抜ぬけさ加減に気付き、歯を食いしばった。トラック・ターミナルに入るには、右折しなければならないのだ。守衛詰つめ所しよに激げき突とつしなかったらお慰なぐさみだ。

　ロープを手繰る。だが、引っ掛けた足がネックになって、思うように進まない。ウインカーが見えない。勘かんで身構えるしかない。

　右手にはコンクリート塀べいが続いている。そろそろか。

　減速。足が軽くなる。ロープを手繰る、手繰る。体が別方向に引かれる。衝しよう撃げきとともに靴くつが飛び、足がロープから外れた。体を丸める。全身の筋肉が悲鳴を上げる。門柱を蹴ける。かかとから大だい腿たい骨こつの付け根まで痛みが走る。

　空気が噴ふき出る音。蹴った反動でオレは転がった。もう一度、今度は動かなくなった提てい督とくの車のタイヤを蹴る。車体との衝しよう突とつを避さけたオレの体は、ロープが伸び切るまで地面を転がり、手首と肩かたに激げき痛つうを与えながら、張り切ったロープの先で腹を上にしてひっくり返ると止まった。

　次から次へと続くタイヤの音は、オレのそばを避けている。いや、提督の車を避けているのか。オレは、〝法廷〟の真ん中に寝ね転ころがった格好になった。

　オレの視界に、磨みがきたてられた黒い靴が二つ、近付いてきて止まる。

「よほど原始的な生命力の持ち主なんでしょうな、この男」

　オレはその上に続くダーク・グレイの脚あしにしがみついた。汚きたない物を踏ふんだ時のように逃げようとするのを引き留める。ナイフのように鋭するどく折おり目の入ったズボンをつたい、天然素材のベルトに手をかけ、シルクのタイを手掛かりに、オレは立ち上がった。

「罰ばつを加えるために、金を使うって？　罰を加えて相手が死んでも、補償ができるから、好き勝手になぶり殺しが楽しめるって、はっきり本音を言いなよ、とっちゃん坊ぼうや」

　こめかみにオレの肘ひじ打うちを食らって、ダーク・グレイは倒たおれた。目がいかれているので、表情までは分からない。分かる必要もない。

　目の前に、黒い三本の棒ぼうが立っている。オレが歩み寄ると、真ん中の真っ黒な棒が、両りよう脇わきの頭が赤と緑の棒を制した。

「貴様みたいなカリスマが、ああいった手合いに足元すくわれるのはよくある話だ、何とも思わん。だがな」

　組み合わせた拳こぶしに、体に残っていた全てを込めて叩たたきつける。提督は片手で受け止めた。だが、体が後ろの車体にぶつかる微かすかな音を、オレは聞き逃さなかった。

「あの時、オレが本当の卑ひ怯きよう者ものだったら、女に拳けん銃じゆう突つき付けて脱出していたろう。貴様、それを承知で、テストのために女にブリーフケースを取りに来させた。何が提督だ、クソ野郎！」

　他の四本の指を左手で押おさえて、オレは中指を立てた右手を突き出した。

「ロープを解いてやれ」

　手首に冷たい物が触ふれ、指の先までしびれが走った。

「裁きは下った！　異議のある者は、今、この場で申し出ろ」

「異議あり！」

　オレは叫さけんだ。喉のどに声が絡からまった。

「オレは、貴様がオレを裁くのを認めない。貴様等らに許しを乞こう必要も認めない。そうだ、オレの言うことは異議ですらない。貴様等クソ野郎どもに、これは茶番だと教えてやっているんだ」

　片足に残った靴くつを提督の方へ蹴け飛とばす。何かにぶつかる音がしたが、何に当たったのかは分からなかった。

　重圧感のある沈ちん黙もくをそのままに、オレは提督達に背を向けた。

　──提督が笑った。

　──提督が……？

　沈黙の中をそんなささやきが走り抜けるのが耳に入る。クソ野郎が笑おうが泣こうが、オレの知ったことではなかった。

　首筋を、轟ごう々ごうと音を立てて血が流れていく。二ふつ日か酔よいを何十倍にもしたような、意識が体を捨ててどこかへ行ってしまいそうな状態のまま、オレはエレクサスの方へ歩いた。トラックの群れの中、一台だけ車体が小さいから、ろくに目が見えなくても、何とかなる。

　オレがドアに手をかける前にドアが開き、ゼナが外に出た。

「鞄かばん、助手席よ。銃じゆうは、グローブボックスの中」

「教えてくれ」

　オレの体を避けるように行こうとするゼナを、オレは呼び止めた。

「あそこにオレがいると見当をつけたのは、君の手て柄がらかい」

「みんな、ベスタン・ワルドへ急行していたわ。その後よ、ターミナルに電話があったの。あそこで探たん偵ていがグランディにちょっかいを出しているって」

「誰だれから」

「分からない。公衆電話で、それだけ言うと切れたって、守衛さんが」

「ありがとう」

　別の爆ばく音おんが飛び込んできた。聞き覚えのあるエアリア・ダブル・オーのエンジン音。抜ぬかれた舌したのような黒いボディが停まり、中から、これも黒い人影が降りた。ターミナルの空気が固くなる。人影はトラックの陰かげに消え、幾いくつかの罵ば声せいが飛んだ後、再び黒いエアリアを駆かってターミナルの外へ出た。

　前にはリンチのきっかけを作った男が、今度はリンチが終わってから現れたという訳わけか。

　もう中指を立てる元気もない。オレは、ゼナが開け放したままのドアからシートの上に倒たおれ込んだ。オート・クルーザーの緊きん急きゆう三番ボタンを押おす。

　不意にドアが開けられた。

「助手席へ移って」

　ゼナの声だ。トラック一台を背負っている気分で、オレは言う通りにした。ゼナがドライビング・シートに乗り込み、車を出した。二回左さ折せつしたところで車を停めた。

「あとはオートで行けるわね」

「いいのか、こんなことして。提督が怒おこってんじゃないのか」

「あの方は、心が広いもの」

　さして怒った様子もなく、ゼナはドアを閉めた。オレはオート・クルーズをオンにして、シートに体を埋うずめた。体の痛まない姿勢が取れるまで、二、三度体の向きを変えた。

　目を閉じる。目ま蓋ぶたの内側が熱い。

　視力がまともでなくてゼナの表情を見られなかったのを悔くやむと同時に、サングラスが預けっ放しなのに気付いた。

　クソ野郎とは思わなかった。







　第四章　脇わき道みちを全力疾走







　エドナ・ローベルグ医院の革張りのベッドの上で、オレは黙だまってされるままになっていた。冷たい薬の匂におい。中ちゆう華か料理に使う小麦粉の薄うす皮かわのような人造皮ひ膚ふが傷の上で広げられ、張り付けられる。腹、太ふと腿もも、肘ひじは一面中華料理と化し、手首は両方とも自殺未み遂すい者しやよろしく包帯で巻かれ、足首には湿しつ布ぷ、細かいバンソウコウは数知れず。さらにエドナは、医師の免めん許きよしか持っていないにもかかわらず、髪かみの裾すそを勝手に切り揃そろえ、顔を拭ふき、シャンプーまでしてくれた。

「並の人間なら死んでるぞ」

「人をバケモノみたいに……」

　全身に走った痛みのため、オレはもうしばらく横になっていることにした。数度の洗せん浄じようのおかげで視力を回復しかけている目に、白い天てん井じようが映った。

　金属とガラスの触ふれ合う音がしなくなり、床ゆかのきしみが移動し、最後にドカッという音と椅い子すのきしむ音がした。

「ところで、分ぶん析せきの方は？」

「大声を出さないで欲しいね」

「すいませんね。耳がいかれてるもんで、自分がどの程度の声を出してるのか分からないんですよ」

　もう一度、ガラスのこすれる音がした。

「被ひ害がい者しやに浴びせられた薬物は、塩酸と酵こう素その混合物。分かりやすく言えば、胃液だね」

「並の人間の、ですか」

「普ふ通つうの胃液の酸でも、鉄板を腐ふ食しよくするくらいは可能だ。だが、これは普通じゃないね。通常の粘ねん液えきでは、この酸から胃い壁へきを保護できない」

　排ガスの味が残る喉のどの奥おくから、苦いものが込こみ上げてきた。

「犯人は何な故ぜ、胃液なんかを凶きよう器きに使ったんでしょうね？」

「手近に胃液しかなかったからだろうさ。あたしの学生時代には、助教授が教授を、手近にあった大英百科事典の索さく引いんで殴なぐり殺した事件があった。ちなみに、胃液の持ち主はＢ型Ｒｈプラス、溶かされた体組織の方はＡ型Ｒｈプラスの男性だ」

　オレは手探りでブリーフケースを引き寄せ、中からカメラを取り出した。もちろん、エドナの診しん療りよう所じよに来る前に発信器や盗とう聴ちよう器きの類たぐいがないことは確認してある。

「あたしの勘かんだがね」

「何ですか、女史せんせい」

　まだ目の焦しよう点てんがきっちり合わない。オレはカメラを戻もどした。

「脇わき道みちに踏ふみ込んでるだろう」

　オレは答えなかった。

「やっぱり、ね」

「僕ぼくにとって女史がありがたいのは、いきさつ関係なしに治ち療りようしてくれるからなんですが」

「医い療りようが公共事業だった頃ころの記憶が抜ぬけなくて、治療代を請せい求きゆうすると人を金の亡もう者じや呼ばわりする奴やつらばかりの当世にあっては、君のような常連は、あたしとしてもありがたいよ、クドウ君」

「月末の払はらいが滞とどこおらなければ、でしょう」

「そう。だから、無む駄だな脇道に入らずに、ことの真相を速やかに解明し、報ほう酬しゆうを手に入れ、支払いをきっちりと済ませて欲しい訳わけだ、あたしとしては」

「請求書を送って下さい。うちの助手は優秀だから、何とかやり繰くりしてくれるでしょう」

　オレは息を止めて、身を起こした。

「ちょっと失礼しますよ」

　ベッドから降りる。スーツが人前に出られないものになってしまったので、トランクに入れておいたスーツケースの予備に着替えるのだ。

「そうだ、女史、昨日の死亡記事、検けん索さくできますか」

「うん？」

「医者が一人、死んでるんですが」

　コンピュータの立てる微かすかなノイズ。

「医者、医者、医者ね」

　歌うようなエドナの声がした。

「昨日、葬そう儀ぎ屋やの世話になった医者は一人だけ、か──ほう、カンザキスが死んだか」

「知り合い？」

「この業界の狭せまさは、おまえさんのとことご同様さ。それで？」

「やばい整形手術なんてやる男でしたか？」

「腕うでは持ってたね」

「根性は？」

「あたしは、死人の悪口は言わない主義だ」

　一五分後、衝つい立たての陰かげから現れたオレに、エドナは冷ややかな灰色の視線を送ってきた。

「他に着るものはないのかね」

「事務所を出る時には、トラックに引きずり回される予定じゃなかったもんですから」

「パーティの予定はあったってのかね」

　オレは、首が痛まないかどうか、恐おそる恐るカラーを付け、タイを締しめた。あまり高いイヴニングではないが、それなりに気に入っているのだ。

　ブリーフケースの中で電話が鳴った。

「クドウだ」

「クリアリーです。コースドンさんがお見えです」

「それで？」

「今日、お帰りになるそうです。精算を済ませられました」

「笑っているかい」

「はい」

「着ているものと所持品」

「ダーク・ブルーのスーツです。それとクラッチバッグが一つだけ」

「──上出来だ、ミス・クリアリー。オレが帰るまで引き留めておけ。車の修理代とか、口実は何でもいい。今からローベルグ女史の家を出る」

「承知しました」

　電話をケースの中に戻もどす。

「請せい求きゆう書しよだけ、よろしく」

　エドナは、机の上の一輪差しから花を抜ぬくと、オレの方に歩み寄った。手際良くカラーとタイを整えてくれる。

「気を付けるんだね。人間、はずみで死ぬこともあるんだから」

「はずみで殺しちまうより、なんぼかマシですよ」

　目の下一いつ杯ぱいにエドナの赤毛が広がっている。消毒薬とは別の匂におい。

　ピンクの花が、フラワーホールに挿さされた。

「きれいなバラを──」

「カーネーションだ。リュウスケ、目が……」

「……とにかく、ありがとう」

　オレはエドナの診しん察さつ室しつを出、石段を駆かけ下り、右のヘッドライトが壊こわれたエレクサスに乗った。

　キーを入れ、オート・クルーズにしようかと考えて、やめにした。

　オート・クルーザーは、交通信号と制限速度を忠実に守るからだ。




　　　　＊




　新記録を達成して事務所に辿たどり着いたのと、コースドンが外に出てきたのが同時だった。

「クドウさん」

　ガレージ脇わきで立ち止まったコースドンは、ヘッドライトがつぶれ、車体の左右に引っ搔かき傷ができたエレクサスとオレを見み較くらべた。

「ちょっとしたパーティでね。それより故く郷にに帰るんだって？」

「ええ、クドウさんに言われた通りに」

　コースドンは微かすかな笑みを浮うかべた。

「そうだ、車の修理代は、クリアリーさんにチェックを渡わたしておきました。必要なだけの数字を書き込んで下さい。エアリアの最新型を二台買うくらいの預金はありますから」

「そんなことはいい」

「いろいろとお世話になりました。さようなら」

　軽く会え釈しやくして行こうとするコースドンをオレは呼び止めた。

「そんなことで君の気が済むとは思わんが、マルデランの野郎を痛め付けて、賠ばい償しよう金きんを一〇〇万ばかり巻き上げてもいいんだぜ」

　不思議そうな顔に、一瞬涙なみだを堪こらえるような表情がよぎる。だが、それも静かな笑顔に取って代わられた。

「報復を心配する心要はない。浮うわ気き調査でも、企き業ぎようの信用調査でも、恨うらまれるのは不思議と探たん偵ていで、依い頼らい主ぬしじゃない」

「いいんです、もう。何をしてもルイーズは還かえってきませんしね」

　この台詞せりふは気に入らなかった。

「本当にありがとう」

　コースドンは、流しの黄色いタクシーに乗った。オレは、携けい帯たい電話でサラにカターナの鍵かぎとスーツの替え一式を持ってくるように言った。ガレージの中に修理済みのカターナが届けられているのは確認してある。

　タクシーが角を曲がらないうちにサラが現れた。ついでに車を出させる。

「四時には帰る」

「はい」

　まるで当てにしていないのは視線で分かった。

　久し振ぶりの愛車は、非常に機き嫌げんが良かった。メタリック・グレイのボディをコバルト・ブルーに塗ぬり替えたのだが、内ない装そうも、黒を基調としたものから、茶をメインにした渋しぶい仕上がりに変わり、違い和わ感かんは全くない。

　タクシーは交差点を左さ折せつし、中央街とは逆、タワー・ベースの方へ向かった。けっして空港の方ではない。

　それでも思い切れないまま、オレは五分ほどタクシーの後をつけた。

　もうタワー・ベース以外に行き先はないと見切ると、オレはアクセルを踏ふみ込こんだ。追い越こす瞬しゆん間かんに窓から見えたコースドンの横顔は下を向き、紙のように白かった。

　目が霞かすむ。反応が鈍にぶっている。動かして初めて分かる体の各部の痛みには閉口した。それでも、前の車にぶつけることも、人をはねることもなく、せいぜい停止線をオーバーする程度で市街を抜ぬけ、タワー・ベースへの道に車を乗せた。

　左右に空き家、荒あらされた店が続き、やがて路上駐ちゆう車しや、いや、捨てられた車が目立ち始める。かつては緑地帯と呼ばれていた区画は藪やぶと化し、塗と装そうの上に泥どろとほこりをコーティングした路線バスやコミューターがその上に乗り上げ、あるいは横転している。

　太陽の運行とともに移動する陰かげの地帯を恐おそれ、一般市民は近寄らないのがこの無人地帯なのだ。逢あい引きと、〝逃がし屋〟のクライアントを除いては。

「無む駄だな脇わき道みち、か」

　オレは、黄金色のエアリア、あるいは黒いシューゲルハーン、銀のオミクロン、赤いカザハヤを探した。

　居た。タワー・ベースの周まわりを巡めぐる高こう架かの下に、黒いシューゲルハーン・マークIIが停まっている。マルデラン・クレイランドは車外で女の子を口く説どいていた。

　オレは間近でカターナを停め、二人の前に降り立った。

「やあ」

　いきなり現れたイヴニング姿の包帯男を目の前にした割には、二人とも無反応だった。

「マルデラン・クレイランドさん？」

　ブルネットの丸顔の美人の方へ愛想を見せながら、オレは尋きいた。

「誰だれ、あんた」

「私立探たん偵てい」

　マルデランは、〝ロビンフッドの子孫〟を自称する人間を見たような顔をした。

「クレイランドさんに耳寄りな情報をお聞かせしようと思ってね」

　マルデランは、横の女にニヤニヤ笑いを向けた。

「クレイランドさんが三週間前に轢ひき殺した若い娘むすめの肉親が、クレイランドさんを殺そうとしているんですよ」

　女が大きな茶色の目をマルデランに向けた。マルデランは、ラベンダー色のシャツに包まれた肩かたを微かすかにすくめただけだった。

「本気だと思うなあ。何しろクレイランドさんは、娘に車が接せつ触しよくした後も、息が絶えるまで、倒たおれている彼女の上を車で往復しましたからね」

「何が言いたいのかね、探偵君」

　形の良い額にかかる金きん髪ぱつをかきあげながら、マルデランは鼻を鳴らした。

「僕ぼくは金持ちだけど、チンピラに恵んでやる金の持ち合わせはないんだよ、探偵君」

「命を狙ねらわれているんですよ、クレイランドさん」

「僕の生しよう涯がい生産指数を知っていれば、そんなことは考えられないよ」

「つくづく哀あわれな奴やつだな、貴様は」

　一瞬、マルデランの笑顔が固くなった。

「銭ぜにがなければ食えない。だから稼かせぐ。銭のある奴に、下げたくもない頭も下げる。だが、それだけじゃないんだよ。自分の一生を棒ぼうに振ふるとか、命を落とすとかいった損得勘かん定じようが吹ふっ飛ぶ瞬間が人間にはあるんだよ。貴様に言っても無む駄だだろうがな」

　一〇〇メートルほど向こうに黄色いタクシーが停まり、ダーク・ブルーのスーツを着たコースドンが降りた。

「金が欲しければ、ハッキリ言えばいいんだ。僕だってケチな男じゃない。君がぜひともそうしたいって言うなら、ボディ・ガードの真似事をさせてやってもいいんだよ、探偵君」

　オレは答えず、ブルネットを手招きした。

「そいつのそばにいると、服が血で汚よごれるからね」

　言いながらコースドンの方を見る。二〇メートルと離はなれていないところで立ち止まり、バッグからマルチノの二二口こう径けいオートマチックを取り出す。横目で見ると、マルデランの頰ほおから笑いが消えていた。

「まずいな」

　オレは大きな音を立てて舌した打うちした。

「せいぜいナイフを振ふり回すくらいだろうから、あんたの肝きもが充分冷えたところで助けてやろうと思ってたんだが、拳けん銃じゆうが相手じゃ無理だ」

　オレはブルネットの手を引いて、カターナの陰かげに隠かくれた。

　同時に銃声が響ひびいた。

　御婦人向け護身用の二二口径だが、人から銃口を向けられたことがないのだろう、マルデランは、這はうようにしてこちらに来た。

「来るな！　流れ弾だまが飛んでくるだろうが！」

　オレは、マルデランの襟えりを摑つかんで立たせると、シューゲルハーンの陰に放り投げた。

　銃声。跳ちよう弾だんの音が混じる。

　なおもオレの方へ来ようとするマルデランに、オレは足元の石を拾ひろって投げた。

「来るんじゃない！」

「それで気が済むんだったら、若干の金額を用立ててもいいんだよ」

「そういうことは、銃を撃うってる人間に言うんだな」

　言い終わらないうちに、またも銃声がした。

　靴くつ音おとがする。コースドンは、ゆっくりとこちらに近付いているのだ。

　銃声の間かん隙げきを縫ぬって、四つん這いのマルデランが二台の車の間を走った。オレはマルデランの手を摑むと、カターナの陰に引き込んだ。ほぼ同時に、二台の間の地面で弾だん丸がんが跳はねた。

「近付いて、確実に殺やるつもりらしいな」

　マルデランにも足音が聞こえているのを見て、オレは言った。

「金なら幾いくらでも──」

　胸倉を摑んで、頭を車の陰から突つき出し、引く。銃声。弾が後頭部をかすったか。

　マルデランが涙なみだでぐしょぐしょの顔をオレに向けた。

「助けてよ、ねえ、助けて……」

「オレは一いつ匹ぴき狼おおかみだ。だから、一匹狼しか助けない」

「なるよ、一匹狼でも何でも。だから……」

「サイン貰もらおうか」

　オレはブリーフケースから独立申しん請せい用ようの書類一式を出し、胸ポケットから出したペンと一いつ緒しよにマルデランの前に突き出した。三か所にサインさせると、ケースに戻もどし、鍵かぎをかける。

「これで貴様の生しよう涯がい生産指数は大おお幅はばに低下する。自分の能力で稼かせがなきゃ、誰だれがためらいもなく貴様を殺すぞ」

「ウソつき！」

「命だけは助けてやる」

　シューゲルハーンのボディにコースドンが映っている。

　手近な石ころを向こうに投げるのと同時に、車体の陰から飛び出す。

　反射的に音のした方へ銃口を向けたコースドンに後ろから組み付き、手首を摑む。

「放せ！　放して！」

「やめろ」

　小さな白い手から拳銃をもぎ取る。

「君が一生を棒ぼうに振ふるような相手じゃないだろう」

　オレはマルチノを構え直し、地面に這はいつくばっているマルデランに銃じゆう口こうを向けた。

　正確に二度、引き金を引く。

　頭の左右を至し近きん弾だんが通過したマルデランは気を失った。内ポケットからＩＤを抜ぬく。

　緊きん張ちようを失ったコースドンは、オレの胸に顔を埋うずめて泣き出した。

「今度こそダーヴェナに帰れよ」

　残った弾たまをシューゲルハーンのタイヤと車内電話にぶち込こみ、オレはカターナの助手席にコースドンを座らせた。

「乗っていくかい？」

　ドアを開けてやると、ブルネットは当然のように後部座席に滑すべり込んだ。

　オレはカターナを出した。

　中央街に戻る道へは行かず、タワー・ベース周回の高こう架かに乗せる。空港へはこの方が早い。

　窓の外、かなり離はなれてはいるが、タワー・ベースの外がい壁へきが流れていく。途と中ちゆうからきれいに折おられた軌き道どうエレベーターの基部には、ひびもなく、汚よごれもない。白い結けつ晶しようが、敗戦のあの日と同様、強い日差しを反射している。

　高架の上にもリムジン・バスなどが捨てられている。障害物を避さけながら、オレはカターナの速度を上げた。

　コースドンはオレの視線を避けるようにして外を見ている。

「この星、カナベラルっていう名前、どういう意味か知ってるかい？」

　コースドンは静かに首を振った。

「我らが発はつ祥しようの地、地球に初めて出来た宇宙への玄げん関かん口ぐちがあった半島の名前だそうだ。太陽系連合の最外構成惑わく星せいには、ふさわしい名前だろうってね。その通り。この星は出入りの激はげしい玄関口になった。誰だれも留どまらない星になった。他の星に居られなくなった奴やつが、みんな流れて来た」

　車はタワー・ベースの陰に入った。

「だから、このポート・タウンは、一番カナベラルらしい都市だろうな。誰もが通過するだけで、住み着かない。他の街に居られなくなった奴が、脱だつ出しゆつの手段を求めて、あるいは身を隠そうとして流れて来る。戦争に負けて、各惑星間の行き来がほとんど禁止された今になってもね」

　頭上をローター音が横切った。

「犯罪者を高飛びさせる逃がし屋のヘリまでがここを発着場にしている。そんな街だ、ポート・タウンは」

　ルーム・ミラーの中で、ブルネットがラメ入りストッキングの脚あしを組み直した。

「気が弱かったのよ、あの人」

　不意にブルネットがピンクの唇くちびるを開いた。

「あの小こ娘むすめを何度も轢ひいたのだって、生きてたら、自分が事故起こしたのがバレちゃうのが恐こわかったからだし」

「黙だまりな」

「それからさあ、あんた、マルの生しよう涯がい生産指数の埋め合わせなんかできないんでしょ？　でも、マルのお父さんに分からなけりゃ、それだけだもんね。マルを殺して、あたしも殺して、ついでに探たん偵ていさんの口も塞ふさぐつもりだったんだ？」

「ハンドル握にぎってる時にイライラさせるな！」

　ブルネットは鼻を鳴らしてシートに寄り掛かかると、熱心に爪つめを磨みがき始めた。

　後は沈ちん黙もくだけが支配した。

　カターナは高こう架かを降り、最初の交差点でオレはブルネットを降ろした。

　シティ・ホテルで荷物を受け取り、空港へ回り、ダーヴェナ経由・西回りグラン・マイエ行きのチケットを一枚買い、スーツケースを提げたコースドンがゲートの向こうへ消えるところまで見送った。

　カターナを職安に向ける。

　──本当に、この前ここに来たのは一昨日おとといのことなのだろうか。

　白い建物の前でカターナを停めたオレはふとそう思った。

　窓口はアンナ・ペトロワで、ベロニカの姿はなかった。

　マルデラン・クレイランドの独立申しん請せいが受理されると、ＩＤの生涯生産指数が勝手に変わった。いつもながら無気味な光景だ。顔写真も、本人に合わせて刻々と年を取っているという話だし、当人が死ねば、カードは透とう明めいに近い水色に変色する。これまで誰にも破は壊かいさえできなかったカードだ。当然、仕組みも分からない。

　書き換かえられたＩＤをマルデランに送付するよう手配すると、オレはアンナに声をかけた。

「ベロニカは？」

「お休みっ！」

「何で？」

「無断欠勤っ！」

　元気な丸顔のアンナは、ニコニコ笑顔のまま、いきなりオレの腕うでを摑つかんだ。激げき痛つうが走る。

「デートっ！」

「ダメ。今夜はギャング団のご招待なの」

　丸い鼻をつっつくと、それがスイッチででもあるかのように手が離はなれた。

　後ろに列を作っている連中のブーイングを背に、外へ出る。

　職安の石段を降りたところでオレは立ち止まった。タワー・ベースの上をジェットがかすめるように見える。西へ。いつぞやのリベッティを一本くわえて火を点つける。

　印刷屋は悪い職業ではない。カナベラルも悪い星ではない。ベロニカも悪い女ではない。だが、一生変えられないとすると……。

　死ぬまで探偵であると決め、ポート・タウンで死体になることを覚悟し、クドウ・リュウスケであることを宿命として諦あきらめているオレにコメントすべきことはなかった。

　深々と吸い込むと同時に発作的なセキに襲おそわれ、オレはリベッティを地面に落っことした。紫し煙えんと排ガスが近い親しん戚せきだとは初めて知った。

「無む駄だな脇わき道みち、か」

　オレは時計を見た。一時五分過ぎ。

　カターナをサーベン・ヒルに向かわせる。何の収しゆう穫かくもなしに四時の電話に出たくはなかった。




　　　　＊




　二時近くなって、林に囲まれた公団住宅の一群に辿たどり着いた。ポート・タウンもサーベン・ヒルもかつては同一の行政区域に入っていたのだ。サイラス・ベンダーの住まいと、弟ルクサスを自称する男の住居が同一規格の公団住宅であっても怪あやしむには足りない。

　細かい字が霞かすむのでサラに電話で読んでもらった資料には、ルクサスについての目新しい事実はなかった。エリン・マーソン・ハイスクールに通うため、サーベン・ヒルへ移ったことは記き載さいされている。しかし、戦争に突とつ入にゆうした後、現在に至いたるまでの記録はない。エリン・マーソンは公立高校ではないから、解散もさせられず、記録は残っているはずだが、調査に向かう時間はなかった。

　オート・クルーズにはしたものの、狭せまい車内で着替えようとすると体に無理な姿勢を強いることになるので、オレはイヴニングのままでいた。ナイトウォーカーのホルスターだけはしっかり着ける。

　ルクサスの家に続く坂には、適当な太さの木が階段代わりに埋うめてあった。一ダースほどの家には、やはり人の気配はない。鳥の声もない。

　坂の途と中ちゆうのルクサスの家は、窓にカーテンが下ろされていた。

　いつものようにドア・ベルを鳴らす。この格好ではセールスマンを名乗る訳わけにもいかなかろうが。

　室内でベルが鳴っているのだが、出てくる者はない。よく見れば、ドアが一センチほど開いている。オレは半歩下がった。人差し指と中指の間にラザルス・ロング・ライフ社の名刺を挾はさみ、縦に構えて、ドアの隙すき間まから投げ入れる。

　反応はない。

　イヴニングには不ふ釣つり合いな特とく殊しゆレザーの手て袋ぶくろをはめ、右手にＮＷを構えると、ドアを横に引く。ドアは難無く開いた。

　鉄臭くさい。

　突つき当たりの壁かべの下に、白い名刺が落ちている。オレはそれを目標に静かに歩を進めた。名刺を拾ってポケットに戻もどす。

　木目のプリントが施ほどこされた合成樹じゆ脂しのドアの前に立つ。このドアも閉まっていない。外見同様、間取りまでサイラスの住宅と同じなら、向こうは居間だ。

　思い切って、ドアを蹴ける。

　赤い絨じゆう毯たんの上にジョムジョムのコーヒーの缶かんが転がり、茶色の染しみの上に虫がたかっている。すぐそばにガンガルトＭ三〇。四五口こう径けいオートマチック、通称ガーディアン。最もポピュラーな軍用無反動拳けん銃じゆうだ。そして、カーテンのかかった窓の脇わきの壁に、鉄臭さの源が張り付いていた。

　焦こげ茶色のスーツを着た三〇代の男だった。カラーとタイは多少だらしなく歪ゆがんでいる。靴くつはほこりまみれの黒。髪かみはスーツより明るい茶。目も茶。背はオレより低く、筋肉質の印象を受ける。知らない顔だ。

　目を開き、口を半開きにして、男は両手両脚あしを広げて壁に張り付いていた。最初は壁にめり込んでいるのかと思った。後頭部、体の背中側半分、腕うでも脚も後ろ半分なくなっていたからだ。足は床に着いていなかった。三〇センチほど離はなれていた。そして、死体を中心に円形に壁に広がっている血の染み。だが、近付いても壁にはひび一つ入っていない。第一、死体が半分めり込むようなことをしたのなら、外からでも分かっただろう。

　死体の半分が液状になって飛び散った割には、残りの部分はきれいだった。目玉が飛び出している訳わけでもなく、肋ろつ骨こつが折おれた様子もない。それどころか、手の甲は液体と化して壁にぶちまけられているのに、軽く曲げられた指は五本とも健在だし、やや開き気味で前を向いたつま先は形がはっきり残り、ズボンの折り目も入っているのに、かかとも太ふと腿ももの後ろ半分もなくなっている。

　荒あれ地ちに転がった死体を思い出した。胃液をかけられ、顔と手が溶とけてくっついていた。

　喉のどの奥おくから苦いものが込み上げてきた。オレは目をそむけた。

「銃じゆうを捨てて両手を上げろ」

　従うより他になかった。ナイトウォーカーＮＷを床ゆかに落とし、ブリーフケースを置き、両手を上げる。

　背中に感じるのは、ポイントされた銃口の威い圧あつ感かんだろうか。それとも、ミラー越ごしの視線だろうか。目的不明が何よりも似合う男に銃を突き付けられること以上に恐きよう怖ふと嫌けん悪おを催もよおす経験を、オレは思い付けなかった。

「壁に手を突け」

「この血の上にか」

　堅かたいものが脇わき腹ばらを突いた。オレはそれと逆の方へ、少しずつ移動していき、何もない壁に手を突いた。堅い手がオレの身体検査をした。

「ここへ来た目的は」

「あんたと同じだ」
















「犯罪者は犯行現場に戻もどると言うが」

「兵隊崩くずれが元警官に言う台詞せりふじゃないな」

「こちらを向いていい」

　オレはゆっくりレイの方を向いた。相変わらずの黒いレザーの上下を着たレイは、銃を構えていなかった。

「まさか、あんたがやったんじゃないだろうな」

「来た時にはもう死んでいた。この男も、ルクサス・ベンダーを名乗る男も」

「ルクサスが死んでる？」

「裏庭だ。この男同様、表の壁に叩たたき付けられている」

　床のコーヒーにたかる虫の羽音が高くなった。

　まずは床の拳けん銃じゆうをホルスターに戻すと、オレは壁の男の懐ふところを探った。オレの目には明らかに偽ぎ造ぞう品ひんと分かるＩＤが出てきた。更こう生せい局きよく相談員ジャクソン・ブライニー。

　上着にはネームがない。本当の身元の手て掛がかりになるようなものは、何一つ身に着けていない。

「どうして、この死体には蠅はえがたからないんだろうな？」

　レイは答えず、オレに背を向けた。

　オレはブリーフケースからカメラを出し、現場をひと通り写すと、奥の部屋を覗のぞいた。サイラスのと似た部屋に、食料の買い置きとゴミ。ドアを閉め、レイの後を追った。

　外に出ると、オレは裏庭に回ろうとした。

　不意にレイの足が止まった。

「サイラス・ベンダー」

　レイの視線の彼方かなた、木に半分隠かくれるようにしてサイラスは立っていた。写真より髪かみは伸のび、髭ひげも伸のび、着ているものも汚よごれ切った白のつなぎだったが、幼いともいえる面影はそのままだ。初めて見るサイラス・ベンダー本人だった。

　向こうもこちらを見ているはずだが、反応はない。何か、思い出せないことを思い出そうとしているような表情。

　一瞬、レイの肩かたに震ふるえが走った。

　同時に、レイの体が宙に舞まった。人形師が一度に糸を引いたマリオネットのように、レイは妙みような格好のまま抵てい抗こうできない。

　ブリーフケースに手を突っ込む。手が震える。

　レイの体が家の壁かべに叩き付けられる前に引き金が引けた。

　腕うでの中を焼け火ひ箸ばしが走り抜ぬける。

　家の壁が飛び散る。

　間かん髪はつを置かず、その穴あなの中にレイの体が投げ込まれた。

　同時に足の下に何も感じなくなる。自分が空中に持ち上げられていると悟さとるのに数秒のタイムラグ。

　体のどこかに力が加わっている感じも、夢に見るような浮ふ揚よう感かんもない。ただ、地面が遠いということと、指一本も動かせないという事実があるだけだ。

　かろうじて視線を木の方に向ける。サイラスはさっきと同じ場所に同じ姿勢で立っていた。目がオレを見み詰つめていることを除けば、この異常事態と何一つ関係なさそうに。

　半分ミートソースになった死体が頭に浮うかんだ。吐はき気けがした。

　轟ごう音おん。

　確実な落下感覚とともに、オレは地面に投げ出されていた。

　銃じゆうを構えたまま、レイが壁の穴から出てきた。

　目を向けると、サイラスの姿はない。

　レイが小走りにサイラスのいた木の陰かげに行く。オレも続いた。

　サイラスは、後ろ姿さえ見せずに消えていた。

　レイがしゃがみ込む。木の前の土の上から何かを拾い上げ、無む造ぞう作さに投げてよこした。受け止める。四五口こう径けいＦＭＪフルメタルジヤケツト弾だん。

「冷たい」

「さっき撃うったばかりの銃弾だ」

　木の幹には傷一つない。いや、こんな木に当たって下に落ちる銃弾などある訳わけがない。

「この件には脱だつ走そう兵へい狩りが絡からんでいると考えていた。だが、事はそう単純ではないようだ」

　レイは銃をホルスターに収めた。クレイマン一〇〇式。四五口径オートマチック。通称バーキング・ホーク。宇宙軍用の無反動銃の技術を最大限に投入し、そのうえに威い力りよくを増すためにできることのありったけを注ぎ込んだ、人が手に持って使える銃器としては最大の威力を持つものの一つだ。対人殺傷用というより、破は壊かい兵器と呼ぶにふさわしい。こんな銃を使う人間が他にもいるとは思わなかった。

　まだ近くにサイラス・ベンダーが潜ひそんでいる可能性があるにもかかわらず、レイは銃をしまった。あんな弾丸を見てしまっては、片手がふさがっている分、逃げ足に影えい響きようが出るという心配の方が妥だ当とうなものに思えても無理はない。もっとも、レイにそうした感情の持ち合わせがあれば、だが。

　レイが、持ち主同様どこに隠れているのか分からないエアリア・ダブル・オーの方へ歩き出すのを見送った。

　まだ手が震ふるえている。

　安全装そう置ちをかけ、何年ぶりかで吠ほえさせたバーキング・ホークをブリーフケースにしまう。

　見ると、胸のカーネーションの花弁がほとんど散りかけていた。

「ありがとうよ、エドナ」

　吐はき気けが止まらなかった。

　それでも裏庭に回り、自称ルクサス・ベンダーと対面する。

　写真のままの顔に驚おどろきの表情を浮うかべて、ルクサスは壁に張り付いていた。カジュアルなジャケットが若々しい。さっきの死体と同様、破壊された肉体も含ふくめた血が円形に広がっているが、体には汚よごれがない。

「鳥も鳴かないのはこいつのせいかね」

　オレはまた死人の懐ふところを探った。室内の男と同一人の手によるとおぼしき偽ぎ造ぞうＩＤ。

　手て袋ぶくろを外し、死人の顔を撫なでる。整形顔だ。顔を変え、ＩＤを偽造し、合成写真を焼き込んで、こいつは待っていた。だが、こいつも餌えさ、おとりに過ぎないのだ。仕し掛かけた奴やつは別にいる。

　最後に写真だけ撮とると、オレはルクサスという名の鼠ねずみ取とりを後にした。

　まだ三時前。

　手掛かりはある。脱走兵狩りと偽造ＩＤだ。だがこれも、エドナに言わせれば「脇わき道みちへの標識」に過ぎないものだろう。追う訳わけにはいかない。サイラスを目の前にしながら何もできなかったという事実もある。

　公団住宅の敷しき地ちを一回りする。サイラスは影も形も見えない。オレはカターナをポート・タウンへ向けるしかなかった。

　ついに腕うでが利かなくなった。鷹たかを吠えさせた後こう遺い症しよう。おとなしくオート・クルーザーを入れる。

　エリーナには何と言おう。いや、そもそもサイラス・ベンダーとは何者なのだ？

　唯ただ一ひとつ確かなことは、エリーナは何も教えてくれないということだけだ。







　第五章　闇やみに沈しずんでいたものは







　四時一〇分前に事務所に着いた。

　ノックの音に出てきたサラが、レンズの向こうからオレを見た。ブリーフケースを口にくわえた状態がみっともないのは百も承知だが、手が死んだも同然なのだ、仕方あるまい。でなければ、自分の事務所に入るのに他た人にん行ぎよう儀ぎのノックなど、誰だれが──足で──するものか。

「着替えなかったんですか」

「悪かったね！」

　言った途と端たんにケースがオレのつま先を直ちよく撃げきした。ほとんどイソップのワンころだ。

　ケースを蹴けりながら、オレは机のところまで行き、足で椅い子すを引くと、どっかりと座り込こんだ。サラが脇わきに立つ。

「バートン兄弟ガレージから請せい求きゆう書しよです。エレクサスのヘッドライト及およびその周辺の修理代、並びにボディの塗と装そう代だい、さらに車内の清せい掃そう代、ガス代」

「手が動くようになってからサインする」

「エドナ・ローベルグ医院からも治ち療りよう費ひと科学鑑かん定てい手数料の請求書が来ています」

「それも手が動くようになってからだ」

「経費は」

「ローベルグ女史のところの鑑定手数料だけ」

　自分の机に戻もどろうとするサラを呼び止め、オレの机の上のファイルをめくらせる。

『ジルベスター・マクドナルド、三六歳さい。印刷工場経営。本日未明、同工場の火災により焼死。火災の原因は不明。マクドナルドの死体は、印刷機の一部と鋼こう線せんで繫つながれていた。現場の壁かべには耐たい火か性せいの特とく殊しゆ塗と料りようでＳＳＵＳＦと書かれていた』

　間ま違ちがいなく殺人事件だ。意味ありげなメッセージまで現場に残されている。ジルマックには妻つまも子もあったから、真相究明と称してうまく立ち回ってひと稼かせぎしようとする奴やつも出るだろう。

「ＳＳＵＳＦって、何の略かな」

「性的社会主義大学秘密農場セクシヤルソシアリズムユニヴアーシテイーシークレツトフアーム」

「そんなものがあるのか」

「知りません」

「……昨日きのうのページを出してくれ」

　サラはおとなしくページをめくった。

『ラシェール・カンザキス、五二歳。整形外科医。……壁に被ひ害がい者しやの血液でＳＳＵＳＦ……。タケヒト・シマキ、三六歳。写真製版技術者。……額に強酸性の薬品でＳＳＵＳＦ……』

　ついでに読んだ双ふた子ごの美少女とタクシー運転手の事件には、ＳＳＵＳＦの文字はない。

　考えつく範はん囲いで、一つだけ解答があった。

「脱だつ走そう兵へい狩がりか」

　電話が鳴った。四時ちょうど。

「あれから目立った機能障害は観察されていません」

　発信者の番号は表示されていない。

「取ってくれ」

　サラが受話器を取る。

「ＡＡＡ探たん偵てい事務所です。……いいえ、……いえ、居りますので代わります」

　サラが送話口を手で覆おおい、こちらを見た。

「スギノさんです」

「腕うでが利かないんだ」

　サラはそのまま受話器をオレの顔の方へ差し出した。

「クドウです」

「私はエリーナ・スギノです。サイラス・ベンダーという人間についての調査のその後の進展が聞きたいのです」

「一つ、条件を出してもいいですか」

「私が知りたいのは、サイラス・ベンダーという人間についての調査のその後の進展だけです」

「貴女あなたは、毎日四時に電話をかけてくる。つまり、その時間は空いているということだ。明日午後四時、この事務所に御足労願えませんか」

「それにどんな意味があるのですか」

「そうしていただければ、サイラス・ベンダーの居場所を見付けるのを早めることができると思うんですがね」

　しばらくエリーナは何も言わなかった。

「今のクドウさんの言葉から、私には、サイラス・ベンダーはまだ見付かっていないということが分かりました」

　オレは舌した打うちした。

「では、明日午後四時に電話をかけます」

　切れた。耳の中に発信音が響ひびいている。電話を切られた時の断続音ではなく。

　サラが受話器を戻もどした。オレは馬ば鹿かみたいに電話機を見み詰つめていた。

「どうかなさいました？」

「いや、念力で受話器を持ち上げようと思ってね」

　サラは自分の机に戻り、経費の計算を始めた。

　オレは、肩かたから両腕をぶら下げたまま、ぼうっとしていた。

「着替えられます？」

　オレはサラを見た。

「一日中その格好でいる訳わけにはいかないでしょう？」

「女性にズボンのバンドをいじくらせるほど下げ司すじゃないつもりだ。第一、そういう仕事は、経理を中心とする事務処理のために雇われた君の職分の外なんじゃないか」

「では、ご随ずい意いに」

　この事務所にそんなに仕事があったのかと思うほど、サラはよどみなく事務処理を続けた。

　五分後、オレはサラに詫わびを入れ、着替えを手伝ってもらった。ラフな仕立てのパウダーブルーのスーツ。微び妙みような色合いのイエローのシャツ。靴くつは白。サングラスはグラデーションのロゼ。タイはなし。襟えり元もとに派手な色のスカーフでも押おし込こめば、なかなか上品な極道者の出来上がりだ。

　男のパンツや毛ずねを見ても顔色を変えないのは結構だが、同時に傷だらけの体を見ても、サラは眉まゆ一つ動かさなかった。どうしたのかとも尋きかなかった。散りかけたカーネーションを無む造ぞう作さにゴミ箱に投げ捨てたのも腹が立ったが黙だまっていた。

「ありがとう」

「お出で掛かけですか」

「多分、今日は戻らない」

　サラはブリーフケースを──取っ手をよく拭ふいてから──持って、オレの後からガレージまでついてきた。

　助手席にブリーフケースを置くところまではやってもらったが、オート・クルーザーのプログラミングは自分でやった。行き先を知られるのだけは、職業の本能がどうしても拒きよ否ひするのだ。




　　　　＊




　蹴けられて開いたドアの隙すき間まから差し込む光がセピアがかった画面を白けさせる。太いペニスを飲み込んだ、少年のような尻しりがぼやけた。

　鼻を突つく酸味のある悪あく臭しゆうの中、プロジェクターを操そう作さしていた男が振ふり向く。体重はオレの三倍、腕はオレの太ふと腿ももほどもありそうだ。黒い縮ちぢれ毛が真ん丸い顔全体を覆おおっている。ほとんど腹まで開いた不潔なシャツから、同じ色の体毛が覗のぞいている。

「ＩＤカードを用立てて欲しいんだよ、フラメスさん」

　慌あわててプロジェクターの乗っている机の引き出しに手を掛ける。だが、オレが手近なスツールを蹴る方が早かった。プラスチックのスツールは軽々と宙を飛び、フラメスの額に当たり、スクリーンの端はしに当たった。スクリーンが巻き上がり、ベージュ色の壁かべにピントの外れた少女の尻がうごめいている。

　カーキ色の機材の間を縫ぬってオレが近付くと、頭を抱かかえたフラメスは机の陰かげで、大きな体を目立たなくしようとするかのように手足を縮めた。半開きの引き出しの底に三二口こう径けいオートマチック。

「ボクが、ボクが悪いんじゃないもん。先生が、先生が言ったんだもん」

「先生っていうのはカンザキスか」

　縮れっ毛の頭が何度も振られた。

「あの先生にフィルムを見せてあげたら、お礼に良い仕事を紹しよう介かいするって。ボクはイヤだって言ったのに」

　オレは胸ポケットからサイラスとグランディの写真を取り出した。

「見ろ。こいつらにＩＤを作ってやったことは？」

　涙なみだと鼻血でグシャグシャの髭ひげ面づらの中で、脅おびえた黒い目が写真を見た。

「この、太った人に」

「カンザキスの紹介か」

「知らない。そんなこと言ってなかったよ」

「名前は」

「知らない。その場で決めたんだ、グランドルフ・ゴドノフって。あの、あの男と同じ名前だよ」

　まるで、その男に全ての責任があるとでもいうように、フラメスはフィルムの男優を指さした。

「あの時もこのフィルムがかかってて、その人が尋きいたんだ。その俳優は何て名前だって」

　壁の上ではようやく、少年のような尻をした年若い少女を責めているペニスの持ち主の顔が現れた。大昔から変わらぬ人気のコミックス『バットマン』のマスクをした男。胸にはバットマン・マークの入いれ墨ずみ。

「おまえ、ジルベスター・マクドナルドを知ってるな」

「ああ、ジルマックね。知ってる。あいつ、インチキだからな。仕事は遅おそくて、金ばっかり高くてな」

「殺されたよ。ジルマックと組んでＩＤカードの偽ぎ造ぞうをしていたシマキって製版屋も消された。ついでにカンザキス先生もあの世だぜ」

「うそ！」

「せいぜい気を付けな。ヤバイ仕事だ。そろそろやめ時だろうぜ」

「うそォ。先生が、必ず儲もうかるからって、イヤがるボクを巻き込こんだんだもん。ボクは悪くないのにィ。ボクだけじゃない、職安の女だって……」

　すすり泣きを背に、オレはドアを蹴けって閉めた。

　生ゴミの臭においが漂い、甲こう羅らネズミやコガネクサリミミズが巣すを作る廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、得体の知れない木箱が所ところ狭せましと置かれた階段を三段抜かしで駆け降り、雑居ビルの外へ出る。

　苦労してカターナのドアを開け、シートに滑すべり込む。

　ヤバイ身元の人間はカンザキスのところで整形手術を受ける。一昔前ならそれだけで良かった。だが現在は、新しい顔に合わせた新しい身元、ＩＤカードが必要だ。カンザキスは、自分の顧こ客きやくをフラメスに紹介する。逆の場合も少ないながらあったろう。マージンが何パーセントか行き来する。

　そして、新しい顔、指し紋もん、身元に加えてもう一つ。

　オート・クルーザーにベロニカの住所を入れる。優良ドライバー運転しかできない。

「レイのクソ野郎なんか助けるんじゃなかった」

　指を屈くつ伸しんさせる。ステアリングに乗せる。握にぎる。

　車が、雑居ビルの密集する一画から出た。オート・クルーザーを切り、アクセルを踏ふみ込む。

　キバンティー地区からベロニカのアパートまで一〇分かからない距きよ離りだ。だが、長すぎるといえば長すぎる距離だ。一〇分という時間が、短いといえば短すぎる時間であることに期待するしかない。

　サイレンを鳴らす。かつての習性が残っているドライバーは多い。赤信号の出ている交差点をオレのカターナは簡単に突とつ破ぱした。
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　見慣れたベロニカのアパートの非常階段の下にカターナをつける。

　ホルスターからナイトウォーカーＮＷを抜く。非常階段を駆け上がる。鉄てつ扉ぴを蹴けり開ける。廊下を走る。六〇六号室。ベロニカの部屋のドアを叩たたく。返事はない。

　小細工らしきものは見当たらない。取っ手を握り、ゆっくりと回す。鍵かぎはかかっておらず、ドアは静かに開いた。しびれた腕でどれほどのことができるのか知らないが、オレはＮＷを構えた。花の薫かおりの中に屍し臭しゆうが混じっている。

「ハーイ、ベロニカ。クドウ・リュウスケさんですよ」

　部屋の中で何かが動いたような気配はない。

　オレは部屋の中に入った。

　ピンクとクリーム色でまとめられた室内装そう飾しよく。白い家具。少女趣しゆ味みだと思いながら、一度も口に出してそう言ったことはない。マチス、レンブラント、ルノアールの複製画。ガラスの花か瓶びんに挿された、色とりどりのプラスチックの花。

　ベッドルームのドアを押おす。ローズピンクのネグリジェを着て、ドレッサーに寄り掛かかるようにしてベロニカは死んでいた。スタンドの笠かさの上に置かれているのが金きん髪ぱつのかつらでないことに、すぐには気付かなかった。ベロニカの頭全体が、湯にくぐらせた肉の色をしていた。サンシャインオレンジのスリッパの間に白いケトルが転がっていた。そして、金髪の端はしから白く縮ちぢんだ皮ひ膚ふが垂れ下がっているのを見て、頭皮を湯ゆ剝むきしたのだと、やっと気付いた。肩かたも、胸も、熱でネグリジェの布地が縮み、肉から浮うき上がった皮膚に張り付いている。

　オレはしゃがみ込んだ。シリコンを充じゆう塡てんしただろう鼻っ柱は折おられ、腫はれぼったさを修正した目ま蓋ぶたは切り取られ、真しん珠じゆ製せいの塗と料りようを塗と布ふした歯は残らず折られていた。足元に散らばっているのは、エナメルを塗ぬった爪つめだった。

　いたぶり殺すためにしたのか。それとも死体を辱はずかしめたのか。

「クソ野郎！」

　立ち上がって銃じゆうを構える。姿見に口くち紅べにでＳＳＵＳＦ。

　引き金を引くより早く、オレの手を押さえた者がいた。

「この女は、生産性安定計画センターの職員だな」

　ミラーに遮さえぎられた視線、軽けい蔑べつ以下の視線、照準器の視線だった。

「オレの後をつけたのか」

「君は、裏の世界に詳くわしい。脱だつ走そう兵へい狩がりという手掛かりをちらつかせれば、知る限りの関係者を当たると考えた」

「そうだよ！　ＩＤの偽ぎ造ぞうと整形手術による身元の偽造は、脱走兵が一般市民に成りすますには不可欠だ。新しい身元の次は？　当然新しい職業が必要になる。職安が絡からんで当然だ。急いだよ。だが、間に合わなかったんだ！」

「この女が死んだのは昨日きのうだ。君の間に合う、間に合わないは、無関係だ」

　横っ面目掛けて叩たたき付けた銃じゆう把はを、レイは手の甲で受けた。

「顧こ客きやくリストがあるかもしれない」

　レイがドレッサーの引き出しを開けた。

　呼吸三回で気持ちを落ち着け、オレはベロニカの遺体をベッドの上に横たえた。ドレッサーの上の髪かみを頭に乗せてやり、全身をシーツで覆おおう。

　レイは手を休めなかった。物が隠かくせそうなところは全部探った。

　オレは、ベッド脇わきのサイド・テーブルに乗ったアド・メモを開いた。肉親がいたら、知らせてやらねばなるまい。

　アド・メモの液えき晶しよう画面を、レイが脇から覗のぞき込こんだ。

「恐おそらく探たん偵ていと思われる男が事件に首を突つっ込んでいたのを、相手は知っていた」

　画面には、一番最初にＡＡＡ探偵事務所の電話番号が現れた。

　現在、四時五四分。

　電話機を取る。裏うら蓋ぶたが開き、中身がサイド・テーブルの上に散らばった。

　アド・メモをポケットに突っ込み、オレは走り出した。
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　高級を夢見る住人達の密集地を抜け、一流を仰あおぎ見るオフィス街へカターナを走らせる。

　ベロニカのアパートから帰るのに、こんなに急いだことはない。

　携けい帯たい電話での呼び掛けに、サラは出なかった。事務所を出る時には何もなかった。今度は、間に合う、間に合わないが関係あるのだ。

　後ろを走っていた黒いエアリア・ダブル・オーが消えていた。

　電話が鳴る。

「クドウだ」

「アレクサンドルだ。表から行く。非常階段へ回れ」

「半分は、オレの事務所でオレの助手だ！」

　電話が切れた。

　警官時代の腕うで比くらべにしか使ったことのないテクニックを駆く使しする。ダテにマニュアル車ではないのだ。

　貸しビル裏の細道に車体を滑すべり込ませる。階段を駆かけ上がる。角にある事務所は、非常口の鉄てつ扉ぴのすぐ脇わきだ。

　二階の踊おどり場に辿たどり着き、事務所の窓を見た。

　銃じゆう声せい。

　銃を構えるのと、窓を突き破って黒い影が飛び出すのが同時だった。

　水に濡ぬれた絨じゆう毯たんを一秒に五回も上下させたら、こんな音がするだろうか。影は翼つばさを広げ、鳥類とは異なった羽ばたきの音をさせ、隣となりのビルとの狭せまい空間を舞まい上がった。頰ほおに羽ばたきの風圧を感じる。紫むらさきがかった空を背に、意外にゆるりと、影は昇のぼっていく。人だ。大まかな形は確かに人だ。路地裏にたむろする人間から引き剝はがしてきたような物だが、ズボンと靴くつを履はき、コートを着ている。そのために切れ目を入れたのだろう、コートの背中から羽根は突つき出ていた。細長い骨の間に皮ひ膜まくを張ったような羽根だ。濃こい髭ひげに覆おおわれ、伸のび放題の髪かみの中から一いつ瞬しゆんだけこちらを見た目、それだけは明らかに人間とは異なっている。拡大された血管の外がい壁へきのようなそこには、黒目と白目の別はなかった。

　窓から空中へと銃の狙ねらいをずらす間に、それだけ見て取った。

　影は、ビルの屋上の向こうに消えた。

　非常階段を駆け上がる。

　屋上まで上がり、隣のビルを見た時には、すでに人間コウモリの姿はなかった。

　四階まで降りる。きしむ非常扉とびらを開け、事務所に入る。

　ドアを閉め、鍵かぎを確認する。

　応接室と楽屋裏の仕切りは倒たおれ、その上に、銃を手にした知らない男が横たわっていた。死んでいるのは明らかだった。首が真後ろを向いていた。

　サラは自分の椅い子すに腰こし掛かけていた。パールホワイトのブラウスが裂さけ、眼鏡めがねのレンズにはひびが入っている。髪は乱れたまま、頰が腫はれ、唇くちびるの端はしが切れていた。

　オレはロッカーの上から救急箱を下ろした。

　窓の外を確認していたレイが、カーテンだけ引くと、サラのそばに来た。

「何があったのか、最初から説明するんだ」

　レイがサラの肩かたに手をかけた。ブラウスの裂け目から、金のチェーンとベージュのブラジャー、そして白い素す肌はだの上の青い蝶ちようの入いれ墨ずみが見えた。

「後にしろよ」

　手当しようとするオレの手を、レイは黙だまって払はらいのけた。

「一六時五〇分頃ごろです。ノックをして入ってきた人がいました。私はレコーダーのスイッチを入れ、依い頼らい内容を話す意志があるかどうかだけ確認するつもりで応対に出ました。客は、ベージュのコートを着て、グレイのソフト帽ぼうを被かぶり、サングラスをかけた髭の男です。身長は一メートル六五前後、小こ柄がらです。香こう水すいを使っているらしいのですが、ひどい体たい臭しゆうが消えませんでした。椅子を勧すすめましたが、座ろうとしません。ポケットに手を入れたまま、机の前を歩き回っています。所長が不在であることを告げると、行き先を尋たずねます。答えられないと断ると、彼はいきなり摑つかみ掛かかってきました。左右に違ちがう手て袋ぶくろをはめていました。どこへ行ったのか。何が狙いか。どこまで摑んでいるのか。そう言いました。顔を殴なぐると、帽子とサングラスが飛んで、その男の目が見えました。白い膜まくのような……」

　サラは、関節が白くなるほど手を握にぎり締しめた。

「続けるんだ」

「その時、ドアが開いて、別の男が入ってきました。コートの男にガーディアンを向け、動くな、と言いました。コートの男は一瞬動きを止めました。男は、コートの男を恥はじ知しらずの裏切り者と罵ののしりました。裏切り者は処しよ刑けいする。その前に仲間の居場所を吐はいてもらう──。確か、そう言いました。コートの男は私を突き飛ばし、男に飛び掛かりました。銃の男は二回発はつ砲ぽうしたのですが、コートの男には効き目がなく、首を折おられました。そこへ、アレクサンドル所長が飛び込んできたんです」

「コートの男は？」

「空飛んで逃げた」

　レイもサラも何も言わなかった。

「この中に、コートの男がいるか」

　レイはメイデン小隊の写真を出してサラに見せた。

「髪かみの毛と髭ひげのことがある。印象だけでいい」

「この人……」

　レイはペンを取り出し、サラの指さした男の顔に何か書き込んだ。

「髪を伸のばし、髭を付けるとこんな感じになるが」

「似ています」

　オレもレイの手元を覗のぞき込んだ。緑の目をした小柄な男だった。

　傷の手当てをしようと伸ばしたオレの手を、サラは反射的に払はらいのけた。

「着替えろ」

　オレは手当てを諦あきらめて、ロッカーの方を顎あごで指した。意外にしっかりした足取りで、サラは衝つい立たての向こうに姿を消した。

　レイが膝ひざをかがめて、死体を調べている。

「頸けい骨こつが完全に折られている。素手でひねっただけで、か」

「所持品は？」

「身元の分かるようなものは、何もない」

　レイはＩＤを見せた。ラザルス・ロング・ライフ社調査部、チャーリー・マトン。オレは鼻で笑った。

「偽ぎ造ぞうか」

　銃じゆうを拾いあげる。ガンガルトＭ三〇、ガーディアン。製造ナンバーは消してある。

　そして、グレイの帽ぼう子しと割れたサングラス。人間コウモリの遺留品。

　ロッカーを閉める音がして、サラがオレとレイの前に立った。ココアブラウンのコットンのパンツに、同じくコットンの白いブラウス。髪を整え、手当てを済ませ、化け粧しようをし直した顔に眼鏡めがねはなかった。

「オレは彼女を送っていく。帰ってくるまでここにいろ」

　ミラー越ごしの視線がオレの方を見た。

「どちらの手て掛がけている依い頼らいが元でこうなったのか、まだ分からない。はっきりするまで、勝手なまねは控ひかえてもらうぜ」

「君は銃が撃うてるのか」

「何な故ぜ、そんなことを尋きく」

「窓の外へ男が飛び出した時、銃声を聞かなかった」

「必要がなかった。だから撃うたなかった。殺してしまっては手掛かりは得られない。警官と軍人の思考法の差だと思って納得するんだな」

　レイはそれきり口を開かなかった。

「行くぞ」

　バッグを手にしたサラが後に続くのを確かめ、オレはドアを細目に開けた。隙すき間まから外を窺うかがう。日ごろの主義信条を無視し、先に立って歩き出す。

　爆発物、発信機の類たぐいが付いていないのを確認したうえでサラを助手席に座らせ、カターナを出した。

　六時を何分か回り、日は沈しずんでいたが、まだ明るかった。行き交う人の流れも安心感に満ち、ゆったりしている。金曜日。週末を誰だれと過ごすか、どこで過ごすか、そんな期待が頭の中を占しめているのだろう。灯ともり始めた街がい灯とうやネオンがウインドーに反射し、街は光と闇やみのジャングルに変わろうとしていた。

　オート・クルーザーのスペシャル・プログラム、ランダム・ドライバーをオンにする。特製の対尾行者運転プログラム。

　ステアリングから手を放す。袖そでを捲まくり、エドナからせしめた〝ブースター〟の注射器をグラブ・コンパートメントから取り出すと、右みぎ腕うでに当てた。筋肉が全体に収縮するような感覚と温熱感。続いて左腕にも一本。

　サラがこちらを見ていた。

「ローベルグ女史から貰もらったんだ。くたばり損ないの体に活を入れる活性化剤。これでバーキング・ホークでも取り回せる」

「そう」

　レンズ越ごしでないサラの目は、見知らぬ他人のようだった。見覚えのない人間に肉親だと言われたような違い和わ感かんが付きまとった。そう、サラはもっとキツネ顔だと思っていた。

「どこへ行くの」

「ベッドがあって、裸はだかになるところ」

「それも良いかもね」

「冗じよう談だん。ローベルグ女史のところだ。四〇は越こえているが、彼女の銃の腕はなかなかだし、度胸も座っている」

　不意にサラは膝ひざを折おり、シートの上で靴くつを脱ぬいだ。

「あきあきしたわ、思わせ振ぶりな言い回しにも、気取ったつもりの言葉のやり取りにも」
















　車は中心街を外れ、静かになったオフィス街を抜ぬけた。

　オレはシートにもたれ掛かかった。

「ベロニカ、知ってるな」

「お友だち、でしょ」

「殺された」

　サラは特に反応を示さなかった。

「彼女は、生産性安定計画センターに勤めていた。犯罪者でも誰でも、新しい身元の必要な人間がいたとする。整形で肉体的な特とく徴ちようは変えられる。ＩＤカードも偽ぎ造ぞう品ひんが手に入る。それから必要になるのは新しい職だ。ベロニカは、整形外科医、映画屋と組んで、身元仕立ての裏うら稼か業ぎようをしていた。そして、自分を最後の客にして、この仕事を終えるつもりだった。顔は変えた。自分の職場で新しい職の手配も済ませただろう。確認はしていないが、ＩＤも仕立てさせたに違ちがいない。そうやって、彼女は別の人生を始めようとしていた」

「仲間割れ？」

　サラは、手に持った靴のヒールを打ち合わせながら尋きいた。

「だって、生産性安定計画センターの職員でそういう仕事に協力してくれそうな人間となると、そうそういないでしょう？　コンピュータ技術者でも侵しん入にゆうした者はないって聞いてる」

「そうじゃないらしい。だが、この話はここで打ち切り。五時以降は翌よく日じつ一時まで仕事の話はしない。これはただの世間話ってヤツさ。──こういう言い方が嫌きらわれるって訳わけだ」

　ポケットから封ふうを切ったリベッティの箱を出し、一本くわえる。脇わきから白い指が伸のびて、一本抜いた。ダッシュボードのライターで火を点つけてやる。自分のにも点け、恐おそる恐る吸い込む。喉のどはまだ静かにしている。

「今のは話の枕まくらでね。そのベロニカの死体を見た時に思い出したんだ。ジルマックの言葉を」

「ＩＤ偽造とかで、お世話になってた人ね」

「奴やつが殺される前の晩ばん、オレは電話で話した。妻さい子し持ち、小さいながらも社長の奴が、どうしてＩＤ偽造なんて危険な副業に手を染めたのか。散々利用させてもらったオレが尋きけることじゃなかったがね。ジルマックは言ったよ。一生この職を変えられないなんて厭いやだってな。ベロニカも、この仕事はうんざりだって言っていた」

「敗戦国の国民は、戦勝国の言うことに従うしかないでしょう。理由は知らないけれど、一度職に就ついたら、死ぬまでその職種を変えることを禁じるという占領政策なんだから」

「オレが気になったのは、そのことじゃない。危険な仕事に手を出して、それまでの自分の顔や指し紋もんを変えて、人間関係を断ち切ってまで、変えたいものなのかな、職業や何かを。それだけじゃない。このカナベラルだって、一生かかっても全部の都市に住むことはできないくらい広い。それでも出ていきたくなるのか、この星から」

「不満がない人間なんていないわ。──ないの？」

「オレは、諦あきらめた人間だからな」

　身を起こし、ステアリングを握にぎる。オート・クルーザーを切る。

「靴くつ履はけ」

　サラは素直に従った。

「銃じゆうを持ってるか」

　サラは、バッグからガンガルトＭ二七Ｃを取り出した。三二口こう径けいのオートマチック無反動銃。装そう弾だん数すう八プラス一。特にこのＣモデルは故障率が限りなくゼロに近い。ただ、あまり数は出ていない。

「結構だ」

　煙草たばこを消す。

「バーキング・ホークじゃないんですか」

　オレはブリーフケースを見た。

「殺してしまっては手て掛がかりにならない。──振ふり向くな！」

　ルーム・ミラーの中央に二つの光源。ランダム・ドライブによる意味のない回り道を正確になぞってきたヘッドライト。

　信号が変わる直前に交差点に侵しん入にゆう、アクセルを踏ふみ込こむ。追跡車も続いた。鈍にぶい打だ撃げき音おんと同時に、何かが光の中で舞まった。クラクションとスリップ音のシンフォニーの中、軽快なエンジン音が付いてくる。サンシャインレッドのエアリア。

「クソ野郎ばっかり」

　銃声がした。草そう食しよく獣じゆうのうなりのような。舗ほ道どうの人影が乱れ、ショーウインドーが水しぶきのように飛び散る。

「正気じゃない」

　他に適当な場所を思い付かない。カターナをタワー・ベースの方へ向ける。

「敵に心当たりは？」

「ベロニカ達を殺やった奴やつにしろ、事務所を襲おそった奴にしろ、こうまでおおっぴらにはやらなかった」

　今のところ第二撃はない。街中で機関銃の類たぐいを振り回すような奴には、警官時代にもお目にかからなかった。

　市街が途と切ぎれ、タワー・ベースまでの一直線の道に出た。多少の距きよ離りが開いたのを見て、ブリーフケースからバーキング・ホークを取り出す。

　窓を開け、後方を低く狙ねらって撃うつ。ヘッドライトがよろけた。

　緑地帯へ向かう。コミューターが一ダースほど捨てられている場所がある。そこで一いつ旦たん車を停めた。ライトを消す。

「このままタワー・ベースを回って車で逃げな」

「私をおとりにするんですか」

「……車は目立つけれど、逃げ足は速いから言ってるんだぜ」

　バーキング・ホークのカートリッジをポケットに入れる。

　エアリアはまだ来ない。

　オレは外に出て、サラを運転席に着かせた。

「レイの奴の危き惧ぐは、半分当たっていた。マーズィー・パニックって知ってるか」

「敵が地球人に化けている、乗り移っているという噂うわさでしょう」

「噂だけじゃない。戦争末期には、ほとんど中世期の魔ま女じよ狩がり並みの集団ヒステリーが続発した。地球人は精神的に劣おとった生物だという意識を植え付けるために、戦後になって占せん領りよう府ふが流した事実無根のデマだって言う愛国的な先生もいるがな。本当にあったんだよ、この街で」

　微かすかなエンジン音が近付いてくる。

「オレはまだバッジを持っていた。ある出版社がマーズィーのスパイのアジトだっていうんで、群衆に取り巻かれた。オレと仲間達は鎮ちん圧あつに出た。ただ、発はつ砲ぽうは厳げん禁きんだった。何か不ふ審しんな点があれば調べる。軍が来るまで待て。パト・モビの上で、オレ達は拡声器で喚わめくだけだった。その時、戸口でカメラを構えていた若い編集者がいた。奴やつがスパイだ。誰だれかが叫さけんだ。オレ達が止める間もなく彼女は引きずり出され、服を引き裂さかれ、殴なぐられ、蹴けられ、このままでは殺されると思った。オレは空に向けて発砲した。警察もグルだぞ。群衆の矛ほこ先さきはこちらに向いた。仲間は五人。周まわりは一〇〇人近い。催さい涙るいガスやら神経ガスやらで対抗したんだが、すぐにパト・モビはひっくり返され、出版社の建物は放火された。一〇〇人の暴徒の鎮圧に、バスケットボール・チーム一組しかよこさなかった上司を呪のろった。市民を傷つけないために黙だまって殺されることまで職務の範はん囲いかどうか悩なやんだ。ここまでが長い枕まくらだ。最初の編集者が頭を割られたのを見て、オレは理性を失った。だが、脳みそは働いていた。路上駐ちゆう車しやしている車を撃うち、炎ほのおのバリケードで逃げ道を塞ふさぎ、八七人まで射殺した。ちゃんと数えながらな」

「その女性は……」

「妹。死にはしなかったが、後こう遺い症しようで一か月後に入水自殺した。それ以後は、ベッドの上で災難に見み舞まわれた男とおんなじさ。オレの銃ガンは冷たいまんま。戦争に負けて警察が解散させられる前に、警察を追ん出された。だからかな……」

「どうして、バーキング・ホークを？」

「これなら、見せただけで逃げる奴もいる」

　ポケットから、ベロニカのところから持ってきたアド・メモを出して、サラに渡わたす。

「ベロニカの肉親の住所が入っていたら、知らせてやってくれ。姓せいはカーライル。いなかったら、葬そう儀ぎ屋やに電話だ。葬式代はオレの口座から引き落とせ。ついでに君の時間外手当もだ」

「私は遺言を聞いたつもりはありませんから」

「オレもそのつもりはない。威い嚇かく射撃と舌先三寸で切り抜けるさ」

「明日、連れん絡らくを入れます」

「分かった。もう行け」

「食事した方がいいですよ」

「分かった。……この事件が片付いたら、中ちゆう華か料理を食いに行こう」

「ああ、みっともない」

　サラはひびの入った眼鏡めがねをかけると、窓を閉め、車を出した。足元にブリーフケースだけが残された。確かに空腹だった。

　近付いていたエアリアのエンジン音が止まる。しゃがんだオレの視界には、夜空をバックに四人の男がエアリアから降りるのが見えた。天体望遠鏡のような太い筒つつを降ろす。どうやら対空ミサイルで車を狙ねらうつもりらしい。

　経緯いきさつを一から話したというのに、イズミの顔は浮うかばない。

　コミューターの間からバーキング・ホークを構える。引き金を引く。エアリアのルーフが消しよう滅めつする。ミサイル・ランチャーを持った男が慌あわてて筒を振ふり回す。へっぴり腰ごしのまま、ともかくも第一弾だんが発射された。空気を切り裂さく甲かん高だかい悲鳴。赤い二階建てバスが爆発した。黄色い火球の照り返しで、四人の姿が浮うかび上がった。オレンジ色の軍服。顔に塗ぬりたくったタイガー・ストライプのペイント。肩かたにはゼペッシュＭ五五自動小しよう銃じゆう。

「クソ野郎どもが」

　だが、奴らを煽あおったのは誰だれだ。

　スコープが闇やみを探っている。カターナの行方を追っている様子はない。

「どうした。武器さえあれば、元気がいいみたいだな」

　牛の吠ほえ声がして、コミューターの窓がガラスの砂利になって飛び散る。

　さっきよりも太い音。上着の襟えりを頭から被かぶり、体を丸めながら走る。

　熱波が背中を押おす。湿しめった地面の上を転がっている。コミューターが灼やけた鉄てつ屑くずになって降り注ぐ。

　ナイトウォーカーを抜ぬく。撃つ。ミサイル・ランチャーを持った奴が倒たおれる。

　残りの三人が気を取られた隙すきに、立ち木の陰かげに走り込む。直径五〇センチ。ゼペッシュの九ミリ弾が相手では、命を託すには心こころ許もと無い。

「そいつの右みぎ脚あし！」

　エアリアの陰に走り込もうとする奴の右の太ふと腿ももを撃ち抜く。泣き声を上げて男は倒れた。

「投降しろ。次は脳天ぶち抜くぞ」

　──オレは、奴らを皆殺しにしたがっている。あの時のように……。

　車の陰から飛び出た一人が、ほとんど空に向けてゼペッシュを乱射した。

　その間に、残る一人が、脚を撃たれた男と肩かたを撃たれた男を車内に引っ張り込む。

　逃げられては、死人同様手掛かりにならない。こちらには追い掛ける車もないのだ。

　急ターンした屋根なしエアリアは、市街目指して猛もうスピードで走り出した。

　オレが舌した打うちすると同時に、エアリアは爆発した。車体が宙に浮き、屋根がないため爆ばく炎えんに空中高く噴ふき上げられた黒い塊かたまりが、炎ほのおの尾を引きながら地面に落ちて転がる。弾だん薬やくの破は裂れつする音がする。近寄りようがない。中の四人も助かりようがないだろう。

　車体は、中からではなく、下から爆発した。誰かが四人の口を塞ふさぐために仕掛けていたのだ。

　オレンジ色の炎の中で、何かがはじける音がした。やがて対空ミサイルが全てを燃えるしぶきに変えて、そこらじゅうに撒まき散らした。

　オレは炎が治まるのを待って、半はん透とう明めいになった四枚のＩＤカードを拾い集め、その場を離はなれた。







　第六章　牙きばをむく影







　事務所に帰り着いた時には九時近かった。

　明かりの消えた事務所で、レイは死体の方を向いて応接セットのソファに座っていた。手にはグレイのソフト帽ぼうを持っている。

「明かりつけるぞ」

「どうぞ」

　オレは、レイの前のソファに腰こし掛かけた。

「途と中ちゆうから、彼女には一人で行ってもらった」

「電話があった。ローベルグ医院に無事着いたそうだ」

「ひどい臭においだな。警察犬でも借りたら、逃げた奴やつの行方が分かるかもしれないな」

　レイは、テーブルに帽子を置いた。

「録音中だったレコーダーには、彼女が証言した以上のことは記録されていなかった。疑うなら、もう一度プレイバックしてもいい」

「別に疑っちゃいないさ。それよりも、だ」

　オレはソファに座り直した。

「そろそろ、手持ちのカードをさらそうや。どうしても言えないことは黙だまっていてもいい。その代わり、知らないではなく、言えないとはっきり言う。それでどうだ」

　レイは答えなかった。

「捜さがしているのは、メイデン小隊の一員で、サイラス・ベンダーと呼ばれていた男。そうだな？」

　レイは答えない。

「依い頼らい人にんが何者で、どういう理由でサイラスを捜しているのかについては、尋たずねないでおく。メイデン小隊については、公式には全ぜん滅めつしている。ただし、帰き還かん軍人センターの職員が調べたところでは、サイラスが軍に存在したという記録自体がないそうだ。オレの依頼人によると、メイデン小隊の別の一人、グランドルフ・ゴドノフ、通称グランディがポート・タウンでトラッカーをやっているということだった。職安で確認。確かにグランディはキャノン・エクスプレスに就職している。身分証明にも問題はなかったと職員は言っていたが、どっこい、彼女も身元偽ぎ造ぞう組織の一員で、グランドルフ・ゴドノフという名前自体が偽造屋のところで決めた偽名だ。この職安の職員が、殺されたベロニカ・カーライルだ」

　レイは答えない。聞いているようにも見えない。

「キャノン・エクスプレスのトラッカーの元もと締じめは、グランディのＩＤが偽にせ者ものだと知ったうえで雇やとっていた。だが、このグランディも、ベスタン・ワルドへの仕事の帰りに、何者かに殺された。だが、これは偽ぎ装そうだった」

　オレはビューアーを引っ張り出し、ブリーフケースからカメラを出すと、中のディスクをビューアーに嚙かませた。殺人現場の映像の後、焼けただれた死体のアップが画面に映し出される。

「認識票にご注目。血液型はＢ型。ところが死体はＡ型だ」

「その認識票がグランディを名乗る男のものだという証しよう拠こはない」

　オレは舌した打うちした。

「顔面の薬物は、脳に到達するほどの腐ふ食しよくを見せている。致ち命めい傷しようはこれだ。さらに、顔、指し紋もん、身元を証明する部分に損傷を加えることも犯人の狙ねらいの一つだった。何な故ぜか。死体はグランディではないからだ」

「思考の道筋が違ちがうだけで、結論はオレと同じか」

「致命傷にならない胸部の腐食について。単に薬物が飛び散っただけなら、他の部分にも見られていいはずだ。だが、それがない。薬物は意図的に使われた。つまり、グランドルフの胸部に何等かの身元の手て掛がかりになるものがあったのではないかと推測される」

「バットマン・マークの入いれ墨ずみとかな」

「キャノンのトラッカーによれば、グランドルフは体たい臭しゆうが強いにもかかわらず、絶対にシャワーを使わなかった。だから胸部にある手掛かりについては知る者は限られていたと思われる。身代わりの死体を偽装したこと、他人の知り難い身体の特とく徴ちようを知っていたと思われること等からして、殺人者はグランドルフを名乗る男自身だろう」

「そいつは、八七号線を走行中のタンガロフから消えた。ついでに言うと、凶きよう器きは胃液だ」

　ビューアーの低いうなりが耳につく。

　壁かべに張り付いた死体。宙に舞まう人間コウモリ。

　吐はき気けが込み上げてきた。

「死んだ男はＩＤカードを持っていなかった」

「偽造品だ。胃液で溶けたんだろう」

「グランディとオレの居場所について、キャノンにタレ込んだ奴がいる。誰だれかは分からない。殺人の動機も、犯人の行方も、死人が本当は誰なのかも」

「事件現場の近くに電話は？」

「退たい避ひエリアにはあった。だが、かけている人間を見なかった」

「整形とＩＤ偽造の手数料を調べるべきだった。グランドルフを名乗る男が、何故顔を変えなかったのかという疑問が残る。金が足りなかったという答が一番合理的ではあるが」

「さて、今までそちらさんがしゃべったことは、ほとんどがオレの材料に基づいた推論ばかりだ。そろそろ手持ちの材料を見せてもらおうか」

　さっきまでの舌したの滑なめらかさが噓うそのように、レイは口をむすんでいる。

「例えば、ＳＳＵＳＦとか」

「太陽系連合宇宙軍ソーラーシステムユニオンスペースフオースだ」

「分からないのはそのことだ。脱だつ走そう兵へい狩がりってあんたは言った。誰が狩ってるんだ」

「太陽系連合宇宙軍の残党だ」

「今さら脱走兵を狩り出して、どうしようっていうんだ」

「負けた人間がプライドを守るためには、責任を転てん嫁かする対象が必要だ。脱走兵を狩ることで、自分より道義的に劣おとり、能力的にも劣る人間の存在を確認できる」

「下らねえ。たったそれだけの理由で人が殺せるのか」

「人類にとっては初めての経験だ。万物の霊れい長ちようではなく、ありふれた知的生命体の、それも最高とは言えない一種族に過ぎないと証明されたのは」

「オレには人類も知的生命体も関係ない。サイラス・ベンダーを見付け出す。邪じや魔まする奴は排はい除じよする」

　夜風がカーテンをひるがえした。窓の外、タワー・ベースの標ひよう識しき灯とうが瞬またたいている。叩たたき折おられた断面で、赤く、にじむように。

「ポート・タウンは、犯罪者が流れてきやすい都市だ。一方で、旧体制、旧軍を支持する上流階級者の数も多い。ＳＳＵＳＦが活動するには打ってつけの都市だ。今回、ＳＳＵＳＦは単なる脱走兵狩りに留どまらず、脱走兵の助けになる組織の潰かい滅めつに乗り出している。ＩＤ偽造を手掛けている人間があとどれだけいるのか」

「オレも知らんよ。ベロニカと組んでいたＩＤ偽造屋だって、知っている唯ゆい一いつの偽造屋から聞き出したんだ」

「ＳＳＵＳＦはわざわざルクサス・ベンダーの偽にせ者ものを仕立ててまでサイラス・ベンダーを狩ろうとした。全ぜん滅めつした部隊にいたサイラス・ベンダーがポート・タウンにいることをＳＳＵＳＦはどうして知ったのか。グランディを名乗る男についても同様だ」

「あんたの依い頼らい人にんこそ、ＳＳＵＳＦじゃないのか。依頼の理由を確かめなかったのか」

「尋たずねなかった」

「言われたことに無条件で従う。軍人崩くずれのやりそうなことだ」

「殺す相手を捜さがしている人間が、他人にそれを話す筈がない。尋ねるだけ無む駄だだ。……そういう君の依頼人は？」

「……言えない」

「君の言い方を借りるなら、自分の行為を顧かえりみず他人に説教をするというのは、元警察官のやり方としてふさわしいと言うべきだろう」

「あんたでも冗じよう談だんを言うんだ？」

　生まれた時からミラーのサングラスがあったような顔には何の表情も現れない。

「もう一つ。サイラス・ベンダー捜さがしに、脱走兵狩りが絡からまっているだけではないって、前にあんたはそう言った。一番の問題はそこだ。胃液をかけて人を殺す奴、念力で人を壁かべにぶつける奴、空を飛んで逃げる奴。奴ら、何者だ？　サイラスとどういう関係があるんだ？」

　レイが鼻を鳴らした。

「よろしい。全てを話そう」

　レイの顔を見る。

「窓だ」
















　レイがバーキング・ホークを抜ぬくのと、オレがナイトウォーカーを抜くのがほぼ同時だった。

「動くな！」

　衝つい立たての上の死体をまたぎ越こし、カーテンの向こうに飛び付く。手ごたえ。布の向こうに臭しゆう気きと体温。羽ばたきの音がして、脚あしの下に何もなくなる。体が浮うく。クリーム色のカーテンがレールから外れた。顔に布がかかり、相手は見えない。

　頸くびに手が懸かかる。力が加わる。鼻の中が、頭の中が血で膨ふくれあがる。

　片手を放しても、落ちることはあるまい。腕うでは未だに〝ブースト〟されたままだ。だが、相手の体に手て懸がかりがない。

　事務所を襲しゆう撃げきした人間コウモリなら、あの翼つばさ面積では、人間二人持ち上げるのは無理だ。いや、一人でも怪あやしい。ただの空気抵てい抗こうやら力学やらで飛んでいるのではないらしい。

　脈みやく絡らくのない思考が頭の片かた隅すみに浮かぶ。

　耳の奥おくで早い脈が轟とどろく。鉄板の上をかかとで叩たたく固い音のような。

　轟ごう音おん。相手の体に回した手にしびれが走る。

　落ちる。人間コウモリを抱かかえたまま、落ちていく。

　急に衝しよう撃げきが腕に伝わり、落下が止まる。だが、腕が滑すべって自分だけ落ちる。

　すぐに襟えりが摑つかまれ、引き上げられる。体が鉄の柵さくを越こえ、鉄板の上に乗った。

　顔からカーテンをむしり取る。窒ちつ息そく感かんがなくなる。顔が冷えていく。

　非常階段の踊おどり場だった。空気の中に強い異い臭しゆう。レイがバーキング・ホークを構えている。その銃じゆう口こうの先に、人間コウモリがしゃがみ込こんでいた。片方の翼に穴あなが開き、骨が途と中ちゆうから折おれている。

「立てるだろう。中に入ってもらおうか」

　髭ひげに埋うもれた人間コウモリの口がもぐもぐと動いた。

「やめろ！」

　止めに入る間もなく、人間コウモリが液体をレイに吹ふき掛かける。顔を庇かばったレイの腕で爆発が起こった。レザーに覆おおわれた体が、鉄てつ扉ぴに叩たたきつけられる。鈍にぶい音を立て、内側にたわんだ鉄扉の蝶ちよう番つがいの一つが外れる。

　柵を乗り越えようとする人間コウモリの首筋を銃じゆう把はで殴なぐりつける。振ふり向いた口に三八口こう径けいを突つっ込んだ。

「何だったら、今ここで、頭吹き飛ばしてやってもいいんだぜ」

「腸内のグリセリンをニトログリセリンに転てん換かんする能力があるのか」

　振り向いたオレの視界に、多少煤すすけたレイの白い顔があった。ミラーのサングラスが砕くだけ、緋ひ色いろの虹こう彩さいがオレと人間コウモリを見ていた。オレはそこに、サイラス・ベンダー達と同質の、オレ達とは掛かけ離はなれた何かを見た。

　その瞬しゆん間かん、毛だらけの脚あしがオレの腹を蹴けり上げていた。背中を鉄柵の横よこ棒ぼうが直ちよく撃げきする。

　引き金を引く間もなく、人間コウモリは、ＮＷをくわえた顎あごを振って、オレの手からもぎ取った。

　空気を裂さく音。黒光りするレイの脚が、銃を構えた人間コウモリの腕を蹴った。乾かわいた軽い音がした。手首と肘ひじの中間が直角に折れ、銃じゆうが落ちる。派手な音が闇やみに響ひびいた。

「入れ」

　バーキング・ホークの銃口よりも、緋色の視線を避さけるようにして、人間コウモリは鉄扉の中に入った。オレもＮＷを拾って後に続く。

　事務所に入り、ドアの鍵かぎをかける。念のため、ロッカーの脇わきの衝つい立たてを窓の前に立てる。

　レイは、人間コウモリをソファに座らせた。

　ＮＷをホルスターに戻もどし、ポケットを探る。リベッティの箱を取り出し、一本くわえた。人間コウモリの方へ差し出す。

「吸うか」

「要らない。高空用の肺には、タールは猛もう毒どくだ」

　きしるような、息切れしているような声だった。

　オレは、くわえていたリベッティを箱に戻した。

　何か月も風ふ呂ろに入っていないような悪あく臭しゆう。伸のび放題の髪かみと髭。目はピンク色だが、皮ひ膚ふの切れ目に張った白い膜まくの向こうに血の色が透すけて見えているような感じだった。だが、顔の骨格は確かに写真の緑の目の男だ。コートは着ていない。全身に濃こい体毛。翼つばさは、二本の折り畳たたんだ傘かさのように、背中の後ろで立っている。右の翼だけ、途中から妙みような角度に曲がっていた。全体が濡ぬれている。骨と骨の間はゴムのような膜で、微かすかに網あみの目のような血管が浮ういていた。

　オレは迷信深い人間ではない。だが、胃液で溶かされた死体以来、壁かべで半ばレリーフになった死体、念力男、人間コウモリと、立て続けに出くわしてから、悪寒に付きまとわれている。この世はそれほど堅けん固ごな造りではないようだ。

　警官時代に戻ろうと思った。人間コウモリも、オレには重要参考人兼容疑者に過ぎないはずだ。

　だが、質問事じ項こうを思い付かない。

　レイが、人間コウモリの折れた腕に手をかけた。

「何をする気だ」

　オレに構わず手を引く。悲鳴が上がった。

「やめんか、貴様！」

「救急箱を」

　レイは、自分のデスクからスパナを取り出して、添そえ木ぎ代わりに人間コウモリの腕に当てた。オレは救急箱から包帯を出して、レイの方へ放った。毛だらけの腕が白い包帯で覆おおわれた。

「名前を尋きこうか」

　レイの声に、人間コウモリは身を固くした。低いテーブルを脇にどけ、レイは人間コウモリの前に立った。

「メイデン小隊所属までは分かっている」

「その名を口にするな！」

　下を向いたまま、人間コウモリは叫さけんだ。

「この写真の人物が君だということは分かっている。ビューアーに読ませて、拡大してもいい」

　人間コウモリの目の前に、メイデン小隊の写真を突つき出す。

「やめてくれ！」

　胸が悪くなるような叫びだった。頭を抱かかえた人間コウモリの肩かたが激はげしく上下している。

　オレは近付くと、その肩に手をかけた。

「オレ達は、サイラス・ベンダーという人間を捜さがしている私立探たん偵ていに過ぎない。それぞれ依い頼らい人にんが違ちがうから、そいつの捜す理由までは知らないがね。こんな言い方は変だが、あんたをどうこうしようとは思っていない」

　ピンクの目がこちらを見た。

「知っているのか、サイラス・ベンダー？」

「知っている」

「オレ達が知っていることは、ＳＳＵＳＦ、もう太陽系連合宇宙軍の略称というより、そういう名前の秘密結社と考えた方が適当だろうが、そいつらがサイラスを含ふくめたメイデン小隊の生き残りを脱だつ走そう兵へいとして殺そうとしているということだけだ」

　また、手の中に顔を埋うずめた人間コウモリは、長々と息を吐はき出した。

「マーズィーは、お偉えらいさん達はＴＨＥＹって呼んでたが、とにかく物もの凄すごい力を持っていた。予想もできなかった力だ。あんた、マーズィーを見たことがあるか」

「ない」

「得体の知れない幽霊を相手にしているも同然だったそうだ。兵器をどんなに強化しても、人間抜ぬきの兵器が技術的にも開発できない太陽系連合宇宙軍には、人間そのものを強化するプロジェクトができた。薬物、心理学、色々使ったそうだ。学者先生っていうのは、チャンスがあると何でもやるらしくて、すぐに外科手術をし始めたらしいよ。筋肉を強化するとか、反射速度を速めるとかだけじゃなくて、やれることは何でもやった。牙きばを植えたり角を生やしたり、あちらこちらをいじくり回した。メイデン小隊は、その末期の実験グループだったんだ」

「末期があれば、最さい盛せい期きもある訳わけだ」

　不意にレイが口を挟はさんだ。自分でも信じられないという様子で、瞬しゆん時じに目をそらした。レイが表情と呼べそうなものを露あらわにするのを初めて見た。最盛期……。

　オレは質問に戻もどった。

「サイラス・ベンダーも、手術されたのか」

「あいつは、スペシャルだって言われてた」

「スペシャル？」

「何をされたのかは知らない。頭を包帯でグルグル巻きにされて、廃はい人じん同様になっていた」

　一度だけ見たサイラスの表情を思い出す。

「連合の敗北が決定的になった時、上層部はプロジェクトの抹まつ殺さつを決定した。どうやって知ったのかは分からないが、マーズィーが肉体の改造を戦争犯罪として追つい及きゆうする準備をしているという情報が入ったらしい。小しよう惑わく星せいプレ・ミリオ、プロジェクトの本ほん拠きよ地ちごと核で焼しよう却きやくしようとした。その時だ。サイが力を発はつ揮きしたのは」

「念力か？」

「あいつは殺意や敵意に反応するらしい。上層部の奴やつらは、次々に壁かべに叩たたき付けられた。手も触ふれずに、サイは上官を殺しまくった。最後には、壁にぶつけることもしないで、空中でいきなり人間をミートソースに変えちまった。だが、食事の中にすでに薬物が入れられていた。半分以上の仲間は悶もん死ししていた。俺おれとサイラスとロビンとラドクリフと、四人で脱だつ出しゆつ用よう艇ていを盗ぬすんで脱出した。最初はダハナンへ逃げ込んだ。だけど、まともなのはロビンだけで、俺とラドクリフは外見が丸っきり人間じゃなくなってたからな。そのうえサイは、普ふ段だんは廃人だ。一人で四人を食わせるのは並なみ大たい抵ていのことじゃない。四年も保もったのは奇蹟みたいなもんだ。ある日、ついにラドクリフが人目に触れた。散さん弾だんを脚あしに食らった。それから知ったんだ。俺達の自然治ち癒ゆ力りよくは異常をきたしていたんだ。手に入る限りの医薬品で手当てしたんだが、人工筋肉は腐ふ敗はいし、翼つばさは軟なん骨こつから腫しゆ瘍ようが出来て、撃うたれた脚を切断した時には全身に水すい疱ほうが出来て、毛が抜ぬけ落ちていた。生き腐ぐされのようになってラドは死んだ」

　オレは、彼の折おれた腕うでと、穴あなの開いた翼を見た。

「怪かい物ぶつ退たい治じの群衆が押おし寄せてきた。そのたびにサイの力は目覚め、そこらじゅうを血の海にした。ラドはもう自分が助からないと悟さとった時、自分の体から生体重力ユニットを取り出させていた。腐る前に培ばい養よう液えきで成長させ、もう一度、脱出用艇でこの星を出ろと言った。俺達は泣く泣く従った。ラドの死体を葬ほおむってから、何とか艇を浮うかせられるだけの大きさになった生体重力ユニットを使ってダハナンを脱出した。そして、このカナベラルへ逃げ込んだ。六週間ほど前だ」

「何な故ぜ、カナベラルへ」

「艇の燃料から、行ける星はそうなかった。そして、ロビンが覚えていたんだ、サイの故こ郷きようがカナベラルのポート・タウンだって。この星に戻れば、サイも回復するかもしれない。それに、カナベラルなら、何とかなるかもしれないと思ったんだ」

　オレは窓の外へ視線を転じた。折れたタワーが夜空に白くそびえている。

「ロビンは、トラック会社に就職して、俺達を養い始めた。だが、カナベラルに着いた頃ころから、奴やつの体にも異い状じようが出始めた。体毛が濃こくなって、胸の入いれ墨ずみに鱗うろこが生え、背中に羽根が生える兆ちよう候こうが出てきたんだ。夜中に、重力ユニットが異常を起こして、天てん井じようにぶつかったこともある、自や棄け酒ざけで吐はいた反へ吐どが床ゆかを溶とかしたりもした。焦あせった奴は、俺を罵ののしった。おまえの病気がうつったってな。俺は二人と別れた。だが、気には留めていた。そのうち、二人の周辺に妙みような人間がうろつき始めた。ついに怪物退治がここまで来たのかと思った俺は、二人を狙ねらう奴らを片付けようと思った。せめて、正体を見極めようと思った。そして、このザマだ」

　ラドクリフという男は、何日くらいで死んだのだろうか。人体の改造で、全員が自然治癒力に異常をきたすのだろうか。

「ロビンというのは、この男だな」

　グランドルフ・ゴドノフを名乗っていた男を指さす。片腕に支えられた頭がうなずいた。

「偽ぎ造ぞうＩＤを手に入れながら、顔を変えなかったのは、そのためか」

「俺なんか、怖こわくて髭ひげも剃それない有様さ」

「途と中ちゆうから、サイラスとロビンは別行動をしていた節がある」

　レイの声が割り込んだ。

「一度、二人はサイの家を見に行った。サイは、何かインパクトを受けた様子だった。ただ、妙な気配があったんで、引き返した。ロビンが仕事に出ている間に、サイが一人で行ったのかもしれない」

「サイラスはどこにいる」

「あんた達は誰だれに頼たのまれたんだ」

　レイの顔を見る。緋ひ色いろの視線は、照準器のように目の前の男に狙いをつけている。

「ＳＳＵＳＦは、サイラスを見付け次第、殺すぞ」

「出来ないよ」

　男は初めて笑った。

「奴らは、オレ一人消すのに対空ミサイル・ランチャーまで持ち出している。しくじった連中はその場で車ごと爆殺している。サイラスは不死身かもしれんが、その巻き添ぞえでポート・タウンを戦場にされてたまるか」

「サイを、あんた達の依い頼らい人にんに会わせれば、ＳＳＵＳＦから逃れられるって保証でもあるのか」

「それが望みなら、かなえてやってもいい」

　レイが立ち上がった。

「ＳＳＵＳＦの暗殺者を皆殺しにする」

「ちょっと待て。正当防衛さえないんだぞ、今の御時勢は。どうやって──」

「ＳＳＵＳＦの暗殺者は、偽造ＩＤを所持していた。身元を知られないためでもあるだろうが、旧軍のプライドを守るために脱だつ走そう兵へい狩がりをするような人間が、占せん領りよう政策に甘あまんじて、普ふ通つうの職業人としてＩＤ登録しているはずがない。恐おそらく、旧軍、旧体制を支持する財産家等がスポンサーになっているのだろう。つまり、暗殺者自身の生しよう涯がい生産指数はゼロ。ＩＤ登録されていない、言わば幽ゆう霊れいだ。殺しても、欠損補ほ塡てんの必要はない」

「そういう問題じゃない。第一、この街が戦場になることに変わりはない」

「すでに戦闘は始まっている」

　脇わきの下が重くなった。ここに立っている男なら、やるだろう。

「オレにサイラスの捜そう索さくを依頼したのは、若い女だった。サイラスの恋こい人びとだって言ってた」

　ピンクの目が、ゆっくりとオレを見た。

「本当なんだな」

「ああ、本当だ」

「その、赤い目をした男は、外へ出てくれ」

　レイとオレの視線が合った。レイは黙だまって表に出た。オレは錠じようをかけた。

「サイラスとロビンは、タワー・ベースの地下にいる」

「ありがとう」

　オレは鍵かぎを開けた。レイはドアの前で立ち止まり、衝つい立たての上の死体を見た。

「この男が殺人者であることは事実だ」

　ソファのスプリングをきしませ、男は立った。

「出ていくつもりか」

「収容所に行く」

「待てよ。こいつの言う通り、暗殺者の生涯生産指数がゼロでも、あんたもＩＤ登録されていない。生涯生産指数がゼロなら補塡できないんだぞ」

「だったら、永遠にあの中で暮くらすのかな。それとも、敗戦このかた誰だれも見られなかった死刑が執しつ行こうされるのかな。ゼロ割るゼロは幾いくつかね」

　ピンクの目と、髭ひげに埋うもれた口が歪ゆがんだ。笑いなのか、苦痛の表れなのか、オレには判断できなかった。

「とにかく、ラドみたいな生き腐ぐされは避さけられそうだな」

「待てよ」

　ロッカーから、古い上着と、安物のサングラスを出し、テーブルの上の帽ぼう子しを摑つかむ。

「夜はこれで結構寒いぞ」

「そうだな」

　サングラスをかけ、帽子を目深にかぶせ、折おれた骨に注意しながら上着を着せる。

「ガレージの脇のドアが、人目につかない」

「そうか。ありがとう」

　ドアを開け、暗い廊ろう下かに人が居ないのを確認し、手招きする。

　外に出た男は、階段の手前で立ち止まった。

「俺おれは、クリス・デッカーだ。覚えておいてくれ」

「ああ。さようなら、クリス」

　階段に足音が乱反射した。やがて、それも聞こえなくなる。ドアを閉め、事務所の中に戻もどった。

　レイは、デスクの中から予備のサングラスを出してかけた。

「本当に、ＳＳＵＳＦと一戦交えるつもりだったのか」

「依頼内容にはないことだ。する必要はない」

「何な故ぜあんなことを」

「必要な情報を得る技術に関しては、君の警察官としての経験に敬意を表するべきだろう」

「確かに、あんなことを言って、クリスがしゃべると思っていたんなら、あんた、探たん偵ていとしては三流以下だぜ」

　レイは構わず帰り支じ度たくを終えた。

「サイラスの居場所を立ち聞きしたな」

「言われた通り、外へは出た」

　明日の午後四時まで、エリーナとは連れん絡らくが取れない。

「これから行くのか」

「依い頼らい人にんをサイラス・ベンダーのところへ連れていく。サイラスを連れていく困難さは、この間の一件で予想できる」

「待てと言っても、待たんだろうな」

「依頼人は、一二三〇時に電話をかけてくる。午前中の捜そう査さ結果を知るためだ。依頼人がどこに居るのかは知らない。だから、その時間まで、サイラス・ベンダーに手出しをしようとは考えないことだ。私もしない」

「信じられるか。何者なんだ、そいつは」

「言えない」

「全てを話すって言っただろう」

「窓の外にいる者がこちらの話に集中すれば、隙すきも出来る。そのために言ったことだ」

「戦術家としてのあんたに敬意を表しとくぜ」

　ビューアーを切り、零れい時じに消えるようにタイマーをセットし、明かりをつけたままで事務所を出た。

「末期もあれば最さい盛せい期きもある──あんた、確かにそう言った。メイデン小隊について何か知っているのか」

　エアリアに乗り込こみかけていたレイの動きが止まった。動どう揺よう──普ふ通つうの人間のそれに翻ほん訳やくすればそんな言葉になるような、表情とも呼べないような微かすかな何かが、レイの周囲に漂って消えた。

「末期もあれば、最盛期もある。きっと初期もあっただろう。それがそんなに不思議なことか」

　レイは車のドアを閉めた。

　何を付け加える暇ひまも与えず、黒いエアリア・ダブル・オーは走り去った。

　とりあえず終夜営業のバーに入り、スコッチ・ソーダを注文する。

　ゴミ箱から拾ってネームを剝はがして取っておいた上着と、ドラッグ・ストアで八五セインで手に入れた大量生産品のオモチャのサングラスを渡わたしたのは、探偵としての本能だろうか。

　ＳＳＵＳＦでなければ何者が、サイラスの居所を知ろうとしているのか。

　明朝一番でカターナを回収しなければならない。

　明日一日で、全てにけりがつくだろうか。

『ＩＤカードを持っていますか？　ＩＤカードは、あなたの職業、生涯生産指数、そして、あなた自身を証明する唯ゆい一いつの証です……』

「うるせえぞ、クソ野郎！」

　スコッチ・ソーダをかけても黙だまらないラジオを、オレは棚たなから叩たたき落とした。
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　エドナのところに電話を入れ、サラにカターナを回させる。

『デートっ！』と喚わめくアンナ・ペトロワを説得し、〝公共事業従事者〟の名めい簿ぼを引っ張り出させる。必要な住所を確認したうえで、アンナとデートの約やく束そくをし、サラとの待ち合わせ場所に立った。

　カーネーションの花はな束たばを片手に待つオレの前で、青いカターナが停まった。運転席側に回ろうとするオレを制するように、助手席のドアが開いた。

　オレが乗り込むと、サラはよどみなくカターナを車の流れに乗せた。

　眼鏡めがねレンズは入れ換かえられ、顔の腫はれが目立たないようにメイクしてある。サーモンピンクのブラウスに、ベージュのスーツ。タイはネイビーブルー。地味なようで、かなり派手だ。

「帰って、着替えたのか」

「はい」

「危険だと思うがな」

「危険なら、一人でローベルグ医院に向かった時からでしょう」

　前方を見るサラの表情は、黒くろ髪かみのカーテンに遮さえぎられている。

「敵さんがどうなったか、尋きかないのか」

「まだ、午後一時までにはだいぶ間があります」

　現在、午前八時三〇分。

　話のきっかけが摑つかめなかった。行き先の指示だけする。

「後ろの紙バッグの中に朝食が用意してあります」

　言われるままに開いた。一〇分足らずでサンドイッチ半ダース、ゆで卵二個、生ジュース半リットル、ブラック・コーヒー三杯ばいを片付けた。

「カーライルさんは、ご両親がアーゴレンにご健在でした。今日にもこちらへ来て、遺体を引き取るそうです」

「分かった。ありがとう」

　目指す住宅地の手前でサラを降ろす。

「体の方は、もう？」

「大丈夫だ。この件が片付くまで、事務所に来るな。業務命令だ。それから、これをローベルグ女史に渡わたしておいてくれ」

　花束を押おし付ける。サラは、小さく溜ため息いきをついた。

　花束を抱かかえたサラを残して、カターナを車の流れに戻もどす。

　目的の家の一ブロック前で、車を停める。それとほぼ同時に、その家の車置きから赤いダンドリオが出た。丸い車体が少し先に行ってから、カターナを出す。方向は公営オフィス街。

　やがて、ダンドリオは、帰き還かん軍人センターの石段の少し手前のカフェの駐ちゆう車しや場じように入った。カターナを後に続かせる。

　ダンドリオから、マーチン・グレインが降りた。今日は、帰還軍人センターの制服ではなく、ノー・タイに薄うす茶ちやのジャケットという、年相応のカジュアルなスタイルだ。カフェのガラス窓に手を振ふる。中で白い手が動いた。彼に続いて店の中に入り、待ち合わせ相手のテーブルの手前で、オレはマーチンの正面に立った。

「ええと、リュウ・ハーバーさん、でしたよね。偶ぐう然ぜんですね、こんなところでお会いするなんて」

　迷めい惑わくそうな表情をぎこちない笑顔でくるんで、マーチンは挨あい拶さつした。テーブルでマーチンを待っていた、同じ年とし頃ごろの娘むすめが、これも迷惑そうな顔に微ほほ笑えみを乗せ、男の方を見た。

「彼女は、シャロン・ローズウッド。シャロン、こちらラザルス・ロング・ライフ社のハーバーさんだ。息子さんを戦争で亡くされたご夫ふ妻さいのために調査してらっしゃるんだ」

「腹が痛い」

　腹に手を当ててみせる。

「トイレはどこかな」

「その、突つき当たりのドアです」

「案内してくれ」

　妙みような顔をするマーチンの手首を握にぎる。そのまま奥おくへ引きずっていき、トイレのドアを押して、中に投げ込んだ。

「何をするんですか、ハーバーさん」

「サイラス・ベンダー、知ってるな」

　マーチンは唾つばを飲み込んだ。

「メイデン小隊のサイラス・ベンダーだ」

「そんな人も、部隊も、知りませんよ。何か勘かん違ちがいなさってるんじゃありませんか」

「隊長はジェフリー・メイデン大たい尉い。ノーヴェ・ミリオ宙ちゆう域いきの攻防戦で全ぜん滅めつしたことになっている」

「何か……コンピュータが……」

　脚あしを払はらう。よろけたマーチンの顔を、手近な便器の中へ突っ込む。顔を上げようとするのを右手で押さえ付け、レバーを倒たおす。顔のため流れが悪くなり、水位が首の上まで上じよう昇しようする。少し手の力を抜ぬく。水が音を立てて流れ、両手で便器を押さえたマーチンが、真っ赤な顔を上げた。

「誰だれか、警察を呼んでくれ！」

「オレの知り合いの医者の忠告だ。人間、はずみで死ぬこともあるから、注意しろってな」

　再びレバーを倒し、渦うずを巻き始めた水面に顔を突っ込む。必死の抵てい抗こうも、腰こしを降ろした体勢では力が入らない。ゴボッ、ゴボッと音がする。髪かみの毛を摑んで、上げてやる。真っ赤なびしょ濡ぬれの顔は、子供のように泣きじゃくっていた。

「いいじゃないか。あいつ等は連合を裏切った脱だつ走そう者しやじゃないか。そいつ等についての情報を提供したって、僕ぼくは何にも悪くないぞ。悪いことはしてないぞ。むしろ、善良な……」

　レバーを倒す。水流の音に、マーチンは青くなった。

「手を下してるのは僕じゃない！　僕はただの情報係だ！」

「黒幕は？」

「電話するだけだ。午後五時から明け方まで。……ＰＴ─八七ＨＨ─七五三四〇九Ｐ」

　みぞおちに一発、フックを入れる。マーチンは便器を抱かかえて吐はき出した。女が駆かけ寄った。

「何なの、あなたは。ひどい人。やくざ者！　人殺し！」

　澄んだソプラノで、思い付く限りの悪あく罵ばを投げ付けてきた。男の背中をさする左手の中指に、高価そうな指輪が光っていた。
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　アイスクリーム・ショップのガラス・ケースの向こうで、道化師を思わせるピンクと白の水玉模様のユニホームを着た男が愛想笑いを振ふり撒まいた。が、眼鏡めがねの向こうの細い目がオレを認めた途と端たんに、男はおどおどし始めた。

「ストロベリー・ヨーグルトを貰もらおうか」

　男は、ケースの中のバケツのような容器から、震ふるえるディッパーで赤白まだらのアイスクリームの玉をコーンの上に乗せた。

「トッピングは、ミックス・ナッツでね」

　刻んだナッツの入った深ふか皿ざらにアイスクリームを突つっ込こむ。コーンからアイスクリームが取れ、皿の中に転がった。

「いいよ、これで」

　慌あわてて、ディッパーでもう一個、アイスクリームの玉を作ろうとする男を制すると、オレは皿からアイスクリームの玉をつまみ上げ、頰ほお張ばった。

「軍ぐん曹そう」

　ディッパーが、ガラス・ケースに小刻みにぶつかって、時計のような音を立てている。

「勘かん弁べんしてくださいよお」

「落ち着け。ただし、今のオレは気が立ってる。慎しん重ちように返事しろ」

　軍曹は目ま蓋ぶたを絞しぼるようにして目を閉じている。

「何が勘弁なんだ」

「この店のオーナー、大の軍人嫌ぎらいなんです。ＰＸに出入りしてるのがバレたら、クビになっちゃいます」

「ＰＴ─八七ＨＨ─七五三四〇九Ｐ。これはＰＸの番号だな」

　軍曹はうなずいた。

「店の公衆電話です」

「この間、オレが訪たずねていった日、電話がなかったか」

「一七〇〇時、ちょっと過ぎに」

「電話はいつも誰だれが受ける？」

「アコーディオン・モンキー」

「あの軍楽隊か。何て言う？」

「ジーク・ハイル・ソーラー・システム・ユニオン・スペース・フォース」

「それだけか。どういう意味だ？」

「決まり文句なんです、ジーク・ハイル」

「何者だ、アコーディオン・モンキー？」

「知らない。みんな、アコーディオン・モンキーって呼んでるだけで」

　代金を置く。

「この間の四人組、その後どうなった」

「あれから、店には現れません」

「そうか。軍曹も、一週間くらいは行かない方がいいな」

　軍曹は神しん妙みように何度もうなずいた。

「あ、これ」

　軍曹の汗あせが染み込んで曲がったコーンを遠えん慮りよし、オレはアイスクリーム・ショップを出た。入れ違ちがいに、いつかの中年女が入っていった。




　　　　＊




　緑地帯の脇わきのコミューターの吹ふき溜だまりは、昨夜の小さな戦せん闘とうの跡を留どめていた。そこを走る道を直進するのが、タワー・ベースに入る一番の近道だ。オレは、カターナを停めて待った。

　レイのような男は、時々考えられないような正攻法でくる。

　今回もそうだった。午後一時三〇分。黒いエアリア・ダブル・オーが一直線に走ってくる。

　オレはカターナで道を塞ふさいだ。

　意外なほどおとなしく、エアリアは停まった。

　オレは車を降り、エアリアの前に立った。レイが降りてくる。

「あんたじゃない。助手席の、その人に尋ききたいことがある」

　助手席の人物は、素直に降りた。小こ柄がらな、関節ばかりが目立つ初老の男だった。きれいに白くなった髪かみはオール・バックに撫なでつけられ、目は皺しわの中に埋うもれている。黒いスーツはだいぶ着古したもののようだ。

「これは、オレの捜そう査さの必要上、この人個人に尋くことだ。だから、レイ・アレクサンドルの探たん偵ていとしての守秘義務とは無関係だ」

「無理のある理り屈くつだ。私には依い頼らい人にんを無事、サイラス・ベンダーのところに連れていく義務もある」

「まあいいじゃないか、アレクサンドル君。それで君は、私に何を尋きたいのです？」

　喉のどのどこかに穴あなが開いて空気が漏もれているような声だった。

「私はクドウ・リュウスケ。アレクサンドル氏同様、私立探偵です。ある人物の依頼を受け、サイラス・ベンダーという人物の行方を捜さがしています。貴方あなたにお尋ねしたいのは、サイラス・ベンダーを捜している理由です。もし、貴方がサイラス・ベンダーを傷付け、あるいは連れ去るような目的で彼を捜しているのであれば、私は自分の依頼人の利益を守るためにこれを阻そ止しします」

「君が私の依頼人を脅おどかすならば、私も対たい抗こうする」

　空気漏れ笑いをこぼしながら、レイの依頼人はレイをなだめた。

「君は、私が本当のことを言っているかどうか、どうやって判定するのですか」

「カンです」

　男の喉の奥おくから、また空気が漏れた。

「君も、自分の依頼人を連れてくれば良かったのに」

「午後四時まで、連れん絡らくが取れません」

「私と同じか」

　男はレイを振ふり返った。

「一六〇〇時まで、この人と行動を共にしようじゃないか。私以外にサイラス・ベンダーを捜している人間がいるなら、私も会ってみたい」

「了りよう解かいしました」

　初老の男は、左ひだり脚あしを微かすかに引きずりながらエアリアの助手席に戻もどった。

　今度はレイがオレの正面に立った。

「今のも警察官としての経歴の賜たま物ものか」

「あんな馬ば鹿かな口をきくオマワリなんざ、即そつ刻こくクビだね」

「一六〇〇時まで、どこで待つ？」

「彼女は事務所に電話してくる」

「事務所はＳＳＵＳＦに知られている」

「ここだって、昨日きのう小戦争をやらかした戦場跡だぜ」

　二台が停まっている道路の脇わきに、爆破されたサンシャインレッドのエアリアの残ざん骸がいが焼け焦こげて地面にへばり付いていた。

「君は銃じゆうを撃うてないそうだが」

「コールド・ガン・リュウスケか」

「自分の意志で撃たないのなら、愚おろかでも主義に殉じゆんじる満足はあるだろう。だが、意志にかかわりなく撃てないのなら、自分で自由にならないのなら、残るのは後こう悔かいだけだ」

「死んだら後悔できるかよ」

「君の銃は当てにしない。その代わり、私の銃も当てにして欲しくない」

「オレがいつ、あんたを当てにした？」

「命は二度ばかり助けた筈はずだ」

　レイはシャツからタイを抜ぬくと、上着の合わせ目を裾すそから襟えりへなぞった。まるで、死体から抜いたナイフの刃は先さきを拭ぬぐうような手つきだった。合わせ目はぴったりとくっつき、スーツはスタンドカラーのレザーの戦せん闘とう服ふくに変わった。バーキング・ホークが挿ささったホルスターをする。

「戦闘準備か」

「最初に、邪じや魔まをする相手を排はい除じよすると言ったのは君だ」

　舌した打うちして、カターナに戻る。ブリーフケースの中で電話が鳴った。

「クドウだ」

「クリアリーです。事務所が襲おそわれました」

「情じよう況きようは？」

「一時過ぎ、誰だれも居ない時に放火されました。隣となりの歯科医が消火しました。昨夜の死体は運び去られました」

「今、どこに居る」

「通りの反対側です」

「そのまま、そこに居ろ。レイも一いつ緒しよだ。すぐ戻る」

　車を回し、エアリアと擦すれ違ちがいざま、事務所が放火されたと叫さけぶ。

「罠わなだ」

「あそこに居なければ、どのみち依い頼らい人にんと連れん絡らくが取れん！」

　すぐにエアリアも後に続いた。
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　レイの念入りなチェックの後で事務所に入る。

　床ゆかも壁かべも天てん井じようも原型を留どめ、実際の被ひ害がいは応接セットや衝つい立たて、壁紙くらい、一番高価な物でも、せいぜいビューアー止まりだ。各人のデスクの中は無事。金庫の中も無事。加えて、三人とも、本当に重要な物は事務所に残さない主義だ。

　今回の襲しゆう撃げきは、死体の回収と示じ威い行こう為いが目的のようだ。

　引き出しを閉めて、オレは最大の被害に気付いた。

　受話器を取り上げる。完全に死んでいる。電話線が焼き切れていた。

「一六〇〇時までに交こう換かんさせられるか」

「来週まで、新しい電話機は在庫がないとさ」

　レイは、サラの引き出しから電話機を引っ張り出し、オレのデスクの上に置いた。

「場合が場合だ。これを使おう」

「今日は土曜日だ。出張修理をしてくれる業者は休みだ。光ファイバーじゃ、ご家庭でお手軽に繫つなぐ訳わけにはいかないしな」

　ブリーフケースをデスクの上に乗せ、策を考える。現在、三時一〇分前。

「廊ろう下かに二人」

　こちらが抜ぬくより早く、ドアが木片となって飛び散った。

　ゼペッシュＭ五五だ。

　デスクの陰かげに飛び込み、ナイトウォーカーＮＷを抜く。

　レイが片手で構えたバーキング・ホークが吠ほえた。

　巨きよ大だいなジャガ芋いも袋ぶくろが空中で破れて中身が飛び出したような音がして、銃じゆう撃げきの勢いが半減する。

　不意に銃撃がやんだ。

　床に、レイの依い頼らい人にんが倒たおれている。口から胸元までが朱しゆに染まっていた。だが、微かすかに息がある。

　ＮＷを握にぎり直す。デスクの陰から廊下を窺うかがい、気配がないのを確かめ、男の方へ手を伸のばし、手が腕うでに触ふれると、摑つかみ、引いた。

　手しゆ榴りゆう弾だんが床を転がった。

　レイが飛び付く。

　ゼペッシュを構えた男が突とつ入にゆうしてきた。レイの真っ正面。

　右手に重い手応え。

　ＮＷの三八口こう経けい弾だんを食らった襲撃者は、ゼペッシュを胸に抱だくような姿勢で床に倒れた。

　レイが外に手榴弾を投げ、身を隠かくした。

　血の泡あわをこぼしながら、襲撃者の唇くちびるから最後の息が漏もれた。

「ジーク・ハイル……」

　鼓こ膜まくへの直接の衝しよう撃げきと同時に、貸しビル全体が揺ゆれ、廊下を炎ほのおが走った。

　オレは、胃の中身を床にぶちまけていた。

　レイは、依頼人を抱き起こした。

「お気を確かに」

「これでも医学者だ。自分のことは自分で分かる」

　意外にしっかりした声だった。

「私の最後の依頼を聞いてもらえるかな」

「内容によります」

　空気漏れ笑いに、排はい水すい口こうのような音が混じった。

「私は、私の本名はジェフリー・メイデン。太陽系連合宇宙軍の大たい尉いだった」

「ジェフリー・メイデンはまだ三〇代のはずだ」

　オレの声が聞こえはしたろうが、メイデンは顔を動かそうとしなかった。

「我々は、昨日、クリス・デッカーから話を聞きました。メイデン小隊の概がい要ようについても知っているつもりです」

「敗北が決定的になった時、上層部は、自らの罪を追つい及きゆうされることを恐おそれて、部隊を抹まつ殺さつすることに決めた」

「あんたも、その一員だろうが」

「あの日、部隊の抹殺が決定された時、私は真っ先に脱だつ出しゆつした。外見も変え、別人になった。全てを忘れるつもりだった。軍も警察もない、一生職を変えられない、その星から出られない、そんな世の中になっても、意外なほど人類は混乱しなかった。だが、全部の人間がそうではなかった。占せん領りよう政策に徹てつ底てい的てきに反はん抗こうし、ＴＨＥＹからの国家奪だつ還かんを旗印に行動を開始する者が現れた。私は心配だった。何な故ぜなら、彼等の行動はあまりに幼よう稚ちでレベルが低く、とても軍事行動とは呼べないものだったからだ。軍人としての誇ほこりは地に墜おち、単に自分より劣おとったものを攻こう撃げきしようとする、内ゲバ的なテロ行こう為いのみに走るようになった。そんな頃ころ、私に接せつ触しよくしてきた旧連合軍の人間から、ダハナンでの事件を知らされ、サイラス・ベンダーの生存に確信を得た。核でも彼を抹殺できないことは予測していた。私は、彼の足跡を追った。サイラス・ベンダーを放っておけないと思った」

　メイデンは激はげしく咳せき込こみ、口から大量の血が吐はき出された。

「サイラス・ベンダーは、最高の技術が投入された対ＴＨＥＹ人間兵器だ。彼は、ＴＨＥＹと同等の能力を持っている。サイラス・ベンダーの脳には、ＴＨＥＹが封ふうじ込こめてあるのだ」

　メイデンの息がせわしなくなった。

「ＴＨＥＹが容よう赦しやなく追及する戦争犯罪は、遺伝子レベルでの人体改造だ。遺伝子改造による最高の人間兵器は既すでに完成していた。メイデン小隊は、学者の遊びだったのだ。彼等には悪いことをした」

「だから、私に捜そう査さを依頼なさったのですか」

　レイの問い掛けも、メイデンは無視した。

　言葉を捜さがす沈ちん黙もくが続いた。

「サイラス・ベンダーにＴＨＥＹが封じ込めてあることが知れたら、人間狩りの時代が始まる。占領府も何をするか分からない。だから……」

　メイデンは事切れた。

「依頼は不成立だ」

　レイはメイデンを床ゆかに横たえた。

　汚お物ぶつから顔をそむけたまま、オレは立ち上がった。イズミの声が聞こえる。まだ、ＮＷの反動が腕うでに残っている。悪寒が取れない。

「オレがしゃしゃり出なければ、あんたの依頼人が死ぬこともなかった」

「メイデンは、自分の意志でサイラス・ベンダーの隠かくれ家がに行こうとしなかった。事務所に来たのは私の判断だ。君には関係ない」

　レイは自分の電話で死体引き取り業者に電話をした。

　一応、廊ろう下かの死体を調べる。偽ぎ造ぞうＩＤが二枚。メイデンのポケットには、おそらくダハナン製の偽造ＩＤ。

「オレもＳＳＵＳＦと同じだな。最初の職で失敗したから、自分よりひどい人間がいるのを確認したくて私立探たん偵ていになったのかもしれない」

　デスクの上で電話が鳴った。電話線は切れたままだが。

「はい、クドウ」

「私はエリーナ・スギノです」

　明めい瞭りような声。レイがこちらを振ふり向く。

「サイラス・ベンダーの居所が分かりました」

「そうですか、私に教えてください、クドウさん」

「昨日きのうの条件を受け入れてもらいます。もう一度、貴方あなたと会いたい」

「分かりました。窓の外を見てください」

　向かいのビルの入り口脇わきに、初めて事務所を訪れた時と同じピンクのワンピースを着たエリーナ・スギノが立っていた。そばの電話ボックスでサラが見ている。

「私がご覧らんになれますね、クドウさん」

　レイが素早くエリーナを確認した。

「ええ、確かに」

「私はどうすればいいでしょう」

「私が車を運転し、貴女をサイラス・ベンダーの隠れ家までご案内します」

「分かりました。私はここで待ちます」

　電話が切れた。沈黙だけが残った。それでも、受話器を戻もどす。

「射殺するごとにショックを受けるなら、それは病気だ。次第に引き金が引けなくなる」

「それでも行く」

　レイはドア口に立った。

「この事務所も引き払はらわなければなるまい」

「ここの始末料、死体の始末代も、オレの口座から引き落としてくれ」

「半額だけだ」

　レイがいなくなった。

　ありったけの〝ブースター〟を射つ。

　最も戦せん闘とう向きの黒の上下、手て袋ぶくろ、ブーツ、サングラスに変える。レイに似ているのが滑こつ稽けいだった。

「イズミ、この仕事が終わるまで、オレを呼ばないでくれ。オレも呼ばないから……」

　女を待たせないという最低限のポリシーを守るべく、オレは崩くずれかけた廊下に出、ガレージに降りた。







　第七章　愚おろかなる者、汝なんじの名は探偵オプ







　エリーナは、依い頼らいに現れた時よりも体たい臭しゆうがきつくなっていた。ワンピースも薄うす汚よごれた感じだ。

　脚あしを折おり畳たたむようにして助手席に座る。オレはカターナを出した。過ぎてゆく人の流れの中で、サラがこちらを見送っていた。

　カターナは、ゆっくりと週末のオフィス街を抜ぬけ、空港を真横に見る道を飛ばし、やがて、タワー・ベースの周まわりを回る高こう架かに乗った。追跡車はない。

　地下への入り口に一番近い地点へ降りる出口の手前で、カターナを停める。ギアをニュートラルに入れ、サイド・ブレーキを引く。

「事務所が襲おそわれました」

　エリーナは何の反応も示さなかった。

「サイラス・ベンダーを捜さがし始めてから、何人も死んでいます。サイラスは脱だつ走そう兵へいだった。彼を処しよ刑けいしようとして、旧軍の残党が動き回り、彼の昔の上官も殺されました。今も彼は狙ねらわれている」

　エリーナは、タワー・ベースの方も見ないで、真っすぐ前を見ている。

「貴方あなたは、サイラス・ベンダーが現在どういう状態か知っていますか」

　エリーナの目がこちらを見た。

「彼は、軍の人体実験によって、廃はい人じん同様の状態にあります。私が知りたいのは──」

　ブリーフケースの中で電話が鳴った。受話器を取る。

「クドウだ」

「アレクサンドルだ。君の車にファックスはあるか」

　オレは番号を告げた。

　電子音がし、短い時間でファックスが小さなニュース記事を送ってきた。五日前、急性心不全で死んだ、ベスタン・ワルド在住のエリーナ・スギノという若いピアノ教師についての記事だった。写真の顔は、助手席の女と同じだった。

　女と視線が合う。手にしたファックス用紙を丸める。

「私は、早く、サイラス・ベンダーという人間に会いたいのです」

　送話口を手で覆おおう。

「何な故ぜ」

「私が彼の恋こい人びとだからです」

「本当ですね？」

「私は彼の恋人です」

「分かりました。貴女を必ず彼に会わせましょう」

　オレは、覆っていた送話口から手をどけた。

「彼女がおかしいと思ったのは、キャノンへ聞き込みに行った時からだ。どうやって彼女は走るトラックの運転席のグランディを確認したのか。電話だって、一回目からおかしかった。他人の通話に勝手に割り込んできた。だが、オレは、エリーナ・スギノをサイラス・ベンダーに会わせると約やく束そくした。これだけは、何があっても果たす」

　レイは何も言わずに電話を切った。オレも受話器を戻もどした。

　ブレーキを解除し、ギアを入れる。カターナは高架を降りた。

　タワー・ベース──軌き道どうエレベーターが通っている結けつ晶しよう体たいで造られた巨きよ大だいな白いチューブの周囲に補強のためのブロックがあり、さらに運営のための設備が取り巻いている。設備は、ロビー、カウンター等、全体に空港を模して造られている。入り口の模造大理石の柱だけが美術館風だ。

　そして地下には、地下鉄のターミナルと、地球側設備に動力を供給するための発電施し設せつ、そして、タワーを支えていた本当の基部が何百メートルも伸のびているはずだ。

　地上施設への入り口には、幾いく重えにもバリケードが張られている。建物の外を覆う硬こう質しつガラスは、さすがに軍用火器を撃うつ奴やつもいないらしく、汚よごれているだけで割れてはいない。オレはナイトウォーカーＮＷを点検し、エリーナを連れてカターナの外へ出た。

　二人、かつては三人の脱走者が隠かくれ住んでいた場所だ。どこかに入れるところがあるはずだ。黄色と黒の縞しま模も様ようの、ちょうどドア・ノブくらいの高さに、脂あぶらの汚れがあった。罠わなの類たぐいが仕し掛かけられていないのを確かめ、汚れた部分に手をかけて、引いてみる。古い錠じよう前まえが外れる時のような音がして、バリケードの一部が横にずれた。ぽっかりと暗い穴あなが開く。オレは、先に立って、中へ入っていった。サングラスの暗視用の視界に、闇やみの中がはっきりと浮うかび上がる。

　澱よどんだ空気の匂におい。タワーが、軌道エレベーターとしての役割を果たさなくなってから四年経った今でも、非常口を示す緑のランプだけは灯ともっていた。

　人の気配はまるでない。

　暗くら闇やみに足音だけが響ひびく。エレベーター・ホールの前を通る。無論、使える状態ではない。

　さらに歩くと、建物の規模に較くらべると非常に小さな階段があった。

「この下にサイラス・ベンダーは居るはずです」

　エリーナは反応を示さない。

　埃と、たまに転がっている空き缶かん以外は、特に足元を危うくするようなものはなかった。甲こう羅らネズミも、クサリミミズも、ハサミコガネムシも、赤目オナガバエもいない。

　二〇段で方向が変わる階段を一二〇段降りた。背筋を真っすぐ伸ばしたまま、エリーナはついてきた。

　本体であるチューブだけは何かの結晶体で出来ているが、内部は普ふ通つうの建築と変わらない。湿しめったコンクリートの匂いのする廊ろう下かを、表示板に従って五〇メートルほど歩き、地下鉄のターミナルに出る。電気配線の系統が別なのか、壊こわれていない照明は灯ったままで、空間を白々と浮かび上がらせている。黄色と黒に塗ぬられた鉄材がＸ字状に組み合わされ、入り口を塞ふさいでいる。その向こう、改札ゲートの向こう側に、ステンレスの地下鉄車両が一台、障害物として横たえられていた。

「この向こうでしょう」

　エリーナが鉄材に手をかけて押おした。鉄材は、難無く向こう側へ倒たおれた。床ゆかに倒れた鉄材は、音一つ立てなかった。

　先に進もうとするエリーナの前に回る。

　バーが降りたままになっているゲートを乗り越こえようとする。

　エリーナが手を触ふれると、八つのゲートのバーが一いつ斉せいに上がった。

　そのまま車両の方へ進む。ここにサイラス達が潜ひそんでいるなら、もう気付いているはずだ。

　床に液体がこぼれる音がした。異い臭しゆうが鼻を突つくまで、何が起こったのか分からなかった。薄うすい煙けむりを上げて、エリーナの左ひだり腕うでが溶とけていた。だが、エリーナはうめき声一つ漏もらさない。

　エリーナの前に出る。床にこぼれた液の光沢を目でたどり、ＮＷを抜ぬく。車両の陰かげで何かが動いた。

「ロビン！　ロビンだろ、あんた！」

　ゴム膜まくを振ふり回すような羽ばたきの音。同時に、ステンレスの車両がこちら目め掛がけて飛んできた。

　逃げ場がない。エリーナを抱だきかかえ、開いている車両のドアに飛び込む。車両はゲートにぶつかって下に落ちた。エリーナを抱いたまま、背中から車両の床に落ちる。

「大丈夫か」

　肘ひじから先がなくなっていた。だが、エリーナの顔には汗あせ一つ浮うかんでいない。筋肉を一本一本操あやつるような具合に、ギクシャクしながら窓から外を見た。

　窓ガラスに走った白い網あみ目めの向こう、レールを挟はさんで反対側のホームに、サイラス・ベンダーが立っていた。

「貴女あなたの会いたがっていたサイラス・ベンダーですよ」

　肩かたで煙が上がる。エリーナを背中にかばい、避さける。天てん井じように開いた穴あなに銃じゆう口こうを向ける。

「やめろ、ロビン！　この人はサイラスの恋こい人びとだぞ」

「何な故ぜ、俺おれの名前を知っている」

　サイラスの見える窓から、逆さになったロビン＝グランドルフ・ゴドノフの顔が覗のぞいた。あの写真より髪かみの毛も長く、髭ひげも濃こく、片方の目が白い膜に覆おおわれていた。銃を向けると、さっと消える。

　オレは銃をホルスターに戻もどした。

「クリス・デッカーに話を聞いた。オレはこの人からサイラスを捜さがしてくれと頼まれた私立探たん偵ていだ。この人をサイラスに会わせられれば、それでいい」

「クリスから聞かなかったのか。サイは、サイは、脳みそいじくられて、何も分からなくなってるんだぜ」

　エリーナが立ち上がった。サイラスの居るホームの側のドアが開く。エリーナとサイラスの視線が合った。

「あなたを迎むかえにきました」

　涼すずやかな声がサイラスに呼び掛かけた。

　ゆっくりと車両が持ち上がり、サイラスの前のレールに乗った。

「この生物の濃のう密みつな思考に毒されて、あなたは本来の姿を忘れています。思い出してください」

　エリーナはホームに踏ふみ出し、サイラスの前に立った。残った右みぎ腕うでをサイラスの顔の前に差し出す。

「様子が変じゃないか」

　背中で声がした。いつの間にか、ロビンが後ろに立っていた。

「僕ぼくは、サイラス・ベンダーだ」

　何か、思い出せないことがあるのが引っ掛かっているような表情が解け、サイラスの童顔に精気が蘇よみがえった。

「治ったのか、俺が分かるか、サイ！」

「この生物の脳と、あなたを分ぶん離りするために、力を加えています。軽くなっていくのが分かるでしょう」

　瞬しゆん間かん、サイラスの表情が固定され、すぐに白紙の状態になった。まるで、魂たましいを落っことしたみたいに。

「この個体のアイデンティティは消去しました。コンタクトの手段がこの生物の文化体系しかないため、この言語で語り掛けています。四年前の文明矯きよう正せいの初期プログラム終しゆう了りよう間ま際ぎわ、この生物の矯正手段の決定のための調査として、あなたは、サイラス・ベンダーと呼ばれるこの個体を移植されたのです」

　サイラスの右目が、続いて左目がエリーナの方を向いた。その動きは、エリーナが自分の肉体を操あやつる様子と酷こく似じしていた。

「しかし、この生物の文明は中心からあまりにも掛かけ離はなれ、濃密なものでした。決定は下りました。　　　　　　　　　　と」

　人間が発したとは思えない声、あるいは音がエリーナの口から発せられた。

「帰き還かん命令が出ました。その個体を切り離し、戻もどりましょう、　　　　　」

　エリーナの口から血しぶきが飛んだ。舌したに負担がかかり過ぎ、耐たえられなくなったのだろう。

「僕は、僕は、　　　　　！」

　サイラスの口が、エリーナの発したのと同様の音を発し、血しぶきと歯を飛び散らせた。服の胸を引き裂さき、両手を前に差し出すと、エリーナの手と合わせる。

　二人の喉のどが破は裂れつした。下した顎あごが落ちる。

「　　　　　！　　　　　　！　　　　　　！」

「　　　！　　　　　！　　　　！」

　叫さけびは止まらない。

「やめさせろ、サイが死ぬ」

　サイラスの胸の皮ひ膚ふが、カナベラル夜光虫の群れのように発光し、パターンを変えた。

　低いうなりが加わる。差し出された三本の腕が、輪りん郭かくがぼやけるほどの速度で振しん動どうしているのだ。やがて、その腕も弾はじけ飛んだ。

　鼓こ膜まくに刺さるような甲かん高だかい音が、さらに高くなり、ついに可か聴ちよう域いきの外へ出た。閃せん光こうが目を灼やき、視力が戻ってきた時には、サイラスとエリーナはホームの上に崩くずれ落ちていた。既すでに、死し臭しゆうが漂ただよっている。

　耳を押おさえてうずくまっていたロビンが、オレの喉に手をかけた。

「サイラスの脳には、マーズィーが移植されていたそうだ。エリーナ、あの女も五日前に死んでいた。仲間を迎むかえに来たんだろう。恋こい人びとだって言っていたけどな」

　ロビンは、オレの喉を離はなした手で、窓ガラスを叩たたき割った。割れた硬こう質しつガラスに手を突つっ込こんだまま、ロビンは肩かたを震ふるわせた。
















「一人になっちまった。一人に……」

　オレが口を開きかけた瞬しゆん間かんだった。銃じゆう声せいがして、オレはロビンもろとも吹ふき飛ばされ、車両の最後部から転げ落ちた。

「ワンダフルだ！　ワアアアンダフルだ！」

　芝しば居いがかった声。アコーディオン・モンキー。

　レールの上、ＮＷを抜ぬく。考えうる限り最高の防ぼう弾だん素材を使ったスーツの脇わき腹ばらに、四五口こう径けいの弾だん丸がんが食い込んでいた。舌した打うちして抜く。血がにじみ出した。肋ろつ骨こつにも損傷があるようだ。

「殺しゃしないよ。ノーン、ノン、ノン、殺しやしない。そちらの化け物は、人類に取り付いたマーズィーの恐おそるべき影えい響きようについての生きた証しよう拠こ。ミスター・クドウ、君は、我々の同志になる意志はないかね？」

「不ふ意い討うちで四五口径を喰くらわせといて言う台詞せりふか！」

　ブリーフケースは車内、最後部から五〇センチほどのところに落ちている。手持ちのＮＷの六発以外に武器は──。

「だが、ミスター・クドウは御健在だ。邪じや魔まな君を片付けようとした人間は、みんな返り討ちに遭あった。その腕、さらに推理力、捜そう査さ力りよく。これから我々には、脱だつ走そう兵へいに制裁を下す以外に、市民社会に潜せん在ざいするマーズィーを抹まつ殺さつする任務が加わる。来きたるべき、国家奪だつ還かん反攻作戦の日に備えて。君は引き金を引く必要はない。君が探し出した敵は、同志が抹殺する。いかがかな？　君の心に素晴らしい愛国心が燃えているのは、ＰＸで見せてもらった。加えて、優秀な人材なら、過去の経緯いきさつは問わない」

「ＰＸの四人組を焚たきつけたのもあんたか」

「ああいう阿あ呆ほうは使い捨て、さ」

　左右のブーツに軍用ナイフが一本ずつ。それで、奴やつはどこに居る？

「オレは俗ぞくな人間でね。ギャラはどうなる？　あんたが貰もらうおひねりだけじゃ、食っていけるとは思えんが」

「スポンサーがいる。国のためなら、財産なぞ惜おしまない奇特な方だ」

「話だけじゃな」

「来ておられるよ。ガンガルト社社長、スミノルフ・ガンガルト氏本人が」

　声は、横ではない。やや上方。車内か、屋根の上か。

「じゃあ、返事するぜ。ノーだ」

「ホワイ？　ホワアアアイ？」

「ここにいるロビンはな、マーズィーの犠ぎ牲せい者しやじゃない。メイデン小隊の一員だ。あそこでどんな人体実験がやらかされたか、あんたも元軍人なら噂うわさくらいは知ってるだろう。探たん偵ていはな、自分をごまかすための噓うそはつけないんだよ！」

「残念だ。ざあああんねんだ。マーズィーの宣伝工作に手も無く乗せられるとは。私はミスター・クドウを見み損そこなっていた」

　真上！

　ＮＷが火を吐はく。頭上の気配が消える。

「殺せたぞ。殺せたぞ。殺す気がありゃ、殺せたぞ。殺やらなきゃ自分が殺やられるぞ」

　節を付けた声。

「銃じゆうを貸せ。俺おれが飛んで、けりをつけてやる」

「駄だ目めだ」

　思い切って、最後部から車内に飛び込む。ブリーフケースに手が届く。間に合うか？

「オッホホゥ！」

　銃声。だが、オレにではなかった。ロビンの体が舞まい上がり、二度三度の銃声で下に落ちた。

「汚お染せんされてる。汚染されてる。マーズィー野郎に頭ン中まで。何をしゃべるか分からない。証しよう拠こは死体で十分さ」

「！」

　地下鉄ターミナルの全体が、外からひっぱたかれたようだった。残ざん響きようがトンネル内を遠くへ、遠くへと消えていく。

　車両の屋根は半分吹ふき飛び、片かた腕うでをなくしたモンキーは、サイラスとエリーナの脇わきに転げ落ちた。

　オレはバーキング・ホークを持ったまま、ロビンのところへ飛び降りた。

　三か所も撃うたれながら、ロビンはまだ生きていた。

　肩かたに灼しやく熱ねつ感かん。バーキング・ホークがレールの上に落ちる。金属同士が立てる澄んだ音が、さっきの銃声を追い掛けた。

　振ふり向く。片手にセラミック・ナイフを構えたモンキーが居た。

「おまえの鉄てつ砲ぽう、コールド・ガン。絶対人を殺せない」

　空気が斬きれた。ＮＷがホルスターごと落ちた。

「お次はどちらを切りましょか」

　サングラスが左右に分かれて落ちた。

　顔を生暖かいものが流れていく。

　時計の秒針より間遠な間かん隔かくで腕から床ゆかに血を滴したたらせながら、モンキーが迫せまる。

「殺しゃしないよ、ノーン、ノン、ノン、ひと思いに殺したりゃしない。反国家的言動を十分に反省してもらうよ」

「ジルマックも、ベロニカも、貴様か」

「非国民には、ふさわしい処しよ罰ばつを」

　じりじりと内ポケットに手を伸のばす。

　後方に跳とぶ。同時に四枚のＩＤがモンキーに飛ぶ。死人の半はん透とう明めいのＩＤをはねたモンキーのナイフがオレの残像を切り裂さいた時には、オレもナイフを構えている。

「震ふるえているよ、お手々がね。おまえは刃は物ものも駄だ目めなのかい？」

「この間合いのまま、片腕なくした貴様が死ぬのを待つさ」

　モンキーの赤い顔から笑いが消えた。跳ぶ。

　かわしつつ、腕を狙ねらう。刃は先さきがぶつかり合い、オレのナイフが斬られた。モンキーの回し蹴げりが脇わき腹ばらに食い込む。オレはレールの上を転がった。息ができない。

　モンキーの構え直したナイフの刃が、セラミックのくせに、白々と光を放っている。

「まだ、イズミのとこには行かねえぞ……」

　風を切って飛んできた何かがモンキーの手からナイフを叩たたき落とした。レイのスパナ。

　強風に翻ひるがえる旗のような音を立てて、黒い固まりが、いきなりモンキーの頭に組み付いた。
















「クリス！」

　髭ひげの下で唇くちびるが笑った。

「悪いな、探たん偵てい。あんたを疑うつもりはなかったんだが、サイの恋人とやらも一目見てみたくてね」

　宙を引っ搔かくモンキーの片腕が、クリスの体を摑つかんでどかそうとした。ハンカチほどの大きさの皮ひ膚ふがずるりと剝はげ、生々しい薄うす桃もも色いろの肉がむき出しになった。

　だが、クリスは笑っただけだった。

「俺おれの仲間の知り合いに、随ずい分ぶんと惨むごいまねをしたらしいな、え？」

　二人の体は持ち上がり、車両の向こうに消えた。すぐに爆発音がした。あっけない、小さな爆発音だった。首をなくした小こ柄がらな片腕の死体がホームの上を転がった。

「何があったんだ」

　ロビンが身を起こし、寄ってくる。

「クリスが、ＳＳＵＳＦを道連れに、体内のニトロで自じ爆ばくした」

　ロビンは、歯の間から泣き声を漏もらした。

　バーキング・ホークとＮＷをベルトに挿さす。ブリーフケースを片手に、ロビンを背負い、オレは地上を目指した。

「気だけ配っておいてくれ。サングラスが潰つぶれたから、暗い場所は見えん」

「スミノルフ・ガンガルトとかいうのが居るんだろ。俺を置いていけ」

「黙だまってろ」

　来た道を逆に辿たどる。

　拳こぶしで、目に流れ込みそうな血を拭ぬぐう。

「聞かなかったのか、ラドクリフのことを。俺はもう、助からん」

「黙ってろ」

　脇わき腹ばらと肩かたの痛みを堪こらえ、階段を一二〇段、数えながら上がる。

　ロビンが羽ばたいた。体が軽くなり、足が浮うく。

「やめろ」

「羽根を動かすと、頭の中に飛ぶイメージが出来るだろう？　それがスイッチになって、生体重力ユニットが機能するんだ。つまり、宇宙でも、羽ばたいて飛ぶわけ」

　最後の折おり返しで一いつ旦たん止まり、誰だれもいないのを確認してロビーに出る。ロビンは、やっとオレを降ろした。

「八七号線の死体も、ＳＳＵＳＦの一味か」

「ベスタン・ワルドで、自じ動どう販はん売ばい機き会社の担当とか言って、乗ってきた。こちらも一か月前に入ったばかりの新人だったから強いことが言えなくてな。八七号線に出た途と端たんに襲おそい掛かかってきた。殺して、思い付きで服を替え、顔と手をくっつけた。適当に車の通るところまで来てからオート・クルーザーを切って、飛び出した。……あのエレクサスは、あんたか」

「そうだ」

「つまり、正当防衛ってやつだ。不ふ可か抗こう力りよくだ」

「今は、正当も不当も、不可も可もない。殺した奴やつが、殺された奴の穴あなを埋うめる。命を金で勘かん定じようする時代なんだ」

　ロビンは背中で身を堅かたくした。

「真っすぐ車に向かうのは、不用心すぎるな」

　オレのつぶやきをロビンが制した。

「ローターの音だ」

「逃がし屋じゃないのか」

「奴とは、操そう縦じゆうの癖くせが違ちがう。──ミサイルだ」

　入ってきた入り口が吹ふき飛んだ。カウンター、表示版、太陽系連合を示す金属製レリーフが、炎ほのおの拳に殴なぐり壊こわされた。

　今度はオレにもローター音がはっきり聞こえる。

　階段を降りる。

「レップウIV、ヘリ殺しだ」

　機き関かん砲ほうの音。ガラスの壁かべが四次元パズラーのジグソーに変わる。

　バーキング・ホークの弾だん倉そうを確認する。

「何をする？」

「超ちよう低空飛行、しかも、狙ねらいも何もなしに撃うっている。こいつならチャンスもある」

「無茶だ」

「待っていても、事態は好転しない」

　ローター音はまだ近い。レップウは撃てないはずだ。

　ガラスの破片、バリケードの鉄材を踏ふみながら、辛かろうじて残っている入り口の模造大理石の柱の陰かげを目指す。上半分は折おれているが、何とか体が隠かくれる高さだ。

　機関砲が吠ほえた。折れた大理石の柱の上半分の陰に走り込こむ。

　気付かれている。熱線スコープ？

　外を窺うかがう。レップウの爆発音で多少遠くなっている耳を澄ます。入り口の上、遠ざかろうとしている。レップウを撃つ気だ。

　空気を裂さく音。また、オレンジ色の火の玉が、破れたガラスを食い破って入り込んでくる。黒い塊かたまりが、弾はずみながらオレの頭を飛び越こえ、補強用ブロックに食い込んだ。夜間用の投光器。

　オレは、煙けむりの中へ駆かけ出した。

　ローター音が真上に聞こえる。

　ヘリの真下に出た。急速に下がろうとするヘリ。

　撃つ。肩かたに激げき痛つう。狙いがよろけている。

　もう一発。ボディの後部で小さな火が出た。よろめきながら降下する。

　死にかけのヘリは、それでも機関砲でオレを捜さがした。鉛なまり玉だまの集中豪ごう雨うがオレの後を追ってくる。

　間かん一いつ髪ぱつ、オレは建物に逃げ込んだ。

「逃げろ！」

　建物にぶつかったヘリは、レップウごと火の玉に変わった。

　飛び散った燃料に火が付き、床ゆかに炎ほのおが広がった。消火装そう置ちが死んでいなかったのか、間の抜ぬけた調子で、消火剤の雨を降らせ始めた。

「コールド・ガンて聞いた時は、心配したんだぜ」

　ロビンがブリーフケースを差し出した。

　オレは、手短に、オレとイズミの経緯いきさつを話した。

「時代のせいにしちまいなよ。戦争って時代のせいにさ。戦後のあんたは、ホット・ガンさ」

　階段を上り、外を窺う。誰だれもいない。

「この星もクレーターだらけになって、街はガレキの山、中央に占せん領りよう府ふの建物がデンと建って、マーズィーが我が物顔で闊かつ歩ぽ、なんてなったら、ああいう時代錯さく誤ご人間もいなくなるかもな。俺みたいな兵隊でも、負けたって実感はないんだ。お偉えらいさんなら、なおさらだろうさ」

　オレの肩にもたれながら、苦しい息をしつつ、ロビンはつぶやいた。

「それならそれで、復ふく讐しゆう心しんは燃え上がるさ」

　ロビンが薄うすく笑った。

「車も丸焼けだ」

「なあに、心配な……」

　胸から血肉を噴ふき出して、ロビンは倒たおれた。金属的な残ざん響きようが、ライフルのそれだと気付いたのは、ロビンを庇かばう格好で伏ふせてからだ。

「探たん偵てい、あんた、ナイフ、持ってるか……」

「ああ」

　反対側の入り口から入っていたのだろう。ロビーを挟はさんで反対側から狙そ撃げきしてきた。

「顔を剃そって、……翼つばさを切ってから、引き渡わたしてくれ。提てい督とくに、迷めい惑わくをかけたが、グランディは、あんた達の一員でいられて、幸福だったって、伝えて……」

　ロビンは死んだ。

　足音が近付いてくる。

「我が社のニューモデルの試し撃ちの的としては、なかなか変わった獲え物もので満足だ」

「あのヘリはおとりか、スミノルフ・ガンガルト」

「社長はいつも、高いところに居るものだと思っていたのかね？　それにしても、モンキーはしゃべり過ぎた。もっとも、もうしゃべれないがね」

　身を隠す場所はない。銃じゆうを構える時間もない。

「君は甘あまい。甘すぎる。化け物を庇って、唯ゆい一いつのチャンスを失ってしまった。どうやら君も、弱さに理屈を付けて正当化する輩やからの一員らしいね」

　声は近付いている。銃でもナイフでも、抜ぬく時間さえあれば……。

「君は若い。一度だけチャンスをやろう」

　床にライフルが落ちる音がした。

　跳はね起きて銃を抜く。

　だが、スミノルフは片手で撃ち落した。

「我が社の逸いつ品ぴんが泣くぞ」

　鳥打ち帽ぼうを頭に乗せ、茶で統一された狩しゆ猟りようスタイルは、ちょっと猟りよう銃じゆうの試し撃ちに出で掛かけたという感じだ。五〇代。尖とがった鼻。彫ほりの深い顔に、濃こい茶色の頰ほお髭ひげが微かすかに温か味を添そえている。手には、オレの常用品と同じ、ガンガルトＭ一八、ナイトウォーカー。

「私を戦争再開で儲もうけようとしている死の商人などと思わないで欲しい。私が最大の銃火器メーカーの社長になったのも、国を愛していたからだ」

　話しながらも銃口はこちらの額を狙ねらっている。

「私は、君のような若い人にこそ尋ききたい。そこの化け物は好き勝手なことを喚わめいていたが、君は被ひ征せい服ふく民族としての生き方に満足しているのか」

　動けない。

「私には我が慢まんならんのだ！」

　銃声。

　床ゆかに倒たおれたオレの視界に鮮血がゆっくりと広がっていく。

　全身から力が抜けた。

　撃うたれた右みぎ腕うでを押おさえてうめいているスミノルフに狙いをつけたまま、レイが近付いてきた。

　オレはやっとの思いで立ち上がった。

「依い頼らいされないことは、やる必要がないんじゃなかったのか」

「ジェフリー・メイデンの依頼だ」

「死人の依頼か」

「彼はあの後回復した。老化こそ急速に進むが、彼は治ち癒ゆ力りよくを強化した実験体だ。君の依頼人の正体と目的を見極め、ＳＳＵＳＦの根幹を成す人物を探り、社会から排はい除じよすることが依頼の内容だ」

「何な故ぜ、クリスやロビンを見殺しにした！」

「ＳＳＵＳＦの黒幕が誰だれか確認できるまで、存在を知られたくなかった」

「いつか、貴様を殺す」

　レイは意に介かいした様子もない。

「メイデンは？」

「収容所へ行った」

　オレは自分のバーキング・ホークを手にした。

「スミノルフ、殺すのか」

「それが最善だろう」

　オレは銃じゆうをスミノルフに向けた。

「私だけではないぞ。いつか憂ゆう国こくの志士達によって、我らの国は取り戻もどされる。私の志の正しさが証明される」

「ジーク・ハイル、か」

　またも金属的な残ざん響きよう。

　すかさず、レイが反はん撃げきする。やや、間があって、物の落ちる音がした。

　オレはスミノルフの襟えり首くびを摑つかんで、カウンターの残ざん骸がいの陰かげに走った。

　後からレイも飛び込んでくる。

「高いところにいるとは限らなくても、お供を連れてくるのは社長の習性らしいな」

「軍人は人質にならない」

「一応、民間人だぜ」

　続く攻こう撃げきはない。

　スミノルフはむしゃぶりついてきた。尖とがった鼻を銃じゆう把はで殴なぐりつける。スミノルフは、顔を抱かかえてうずくまった。

「相手は一一人。半円形に展開している。うち一人は倒たおした」

「呼吸音でも聞き分けたのか」

「心しん拍ぱく音おんだ」

　透とう視ししたと言っても納得しただろう。もう、この男が何をしようと驚おどろかない。

「クレイマン四五口こう径けいの銃じゆう弾だんをよこせ」

「どういうつもりだ」

「君より私の方が有効に活用できる」

　肩かたが真っ赤に濡ぬれていた。オレは渋しぶ々しぶバーキング・ホークのクリップをレイに渡わたした。

　何か、適度な重みのあるものが落ちて転がる音。

「手しゆ榴りゆう弾だん！」

　飛び出したレイが、拾って投げ返す。銃声の歓かん迎げいを受けながら、カウンターの陰に戻もどってくる。

　爆発。

　その炎ほのおの中へレイが撃うつ。一人が吹ふき飛んだ。その後へ、おさらいのようにＮＷを連射する。反撃が二人分。腕うでを狙ねらうが、肩が震ふるえる。一人分、抵てい抗こうがなくなる。

「無む駄だ弾だまが多い」

「あんたこそ、惜おしみすぎだ」

　抵抗が途と切ぎれたところへレイが撃つ。一つのポイントが完全に沈ちん黙もくした。

「問題は、ライフルの数だ」

　言った途と端たんに頭上を弾たまがかすめる。

「ライフルは三丁だ」

　レイが飛び出す。弾筋をたどり、一いち撃げき。壁かべに穴あなが穿うがたれ、さっきのライフルが沈黙する。

「心音を一つ、見失った。──上！」

　別方向から銃声。レイの胸に着弾。

「レイ！」

　飛び出しかけたオレの体を何かがかすめた。

　背中を切られていた。

　天てん井じようから降ってきた奴やつ。黒の上下に、暗視用のゴーグルとフェイス・ガードが、黒光りする昆こん虫ちゆうの顔を思わせる。両手に長いナイフを構えていた。

　左のナイフに着いたオレの血が、雫しずくとなって落ちた。

「殺せ！　そいつを殺せ！」

　スミノルフの声が響ひびく。

　ＮＷを連射する。一発も当たらない。弾だん倉そうが空になり、撃げき鉄てつの音が空しく響いた。

　腕を引きずるようにして、男は飛び掛かかってきた。

　右腕を払はらう。

　体を妙みような方向にねじって、左腕が滑すべり込こんできた。モンキーに四五口こう径けいを食らった脇わき腹ばらの傷口をナイフがかすめた。

　こめかみにＮＷの銃じゆう把はを叩たたき込む。

　男はひるまなかった。表情のないフェイス・ガードが、何な故ぜか笑ったように見えた。

　交差した二人の体は離はなれ、オレの体は左ひだり脚あしを軸じくに回り、床ゆかに膝ひざを突ついていた。

「まだまだ……」

　ブーツに残ったナイフに伸のばす自分の手が、夢の中のように遅おそい。気が狂くるいそうなもどかしさを感じる。

　次の瞬間、レイの体がオレを飛び越こえた。

　振ふり向いたオレの目に、男のナイフの刃は先さきを握にぎり締しめたレイの姿が映った。

　高い音を立てて、ナイフの刃が砕くだけて床に散った。

　レイは片手で男のこめかみを摑んだ。暗視用のグラスがＦＲＰの眼がん窩かから飛び散り、白目が光る。黒い仮面はひび割れ、素顔を露あらわにする。そのまま、カウンターの向こうへ放り投げる。数度の銃声が男を迎え、すぐに沈ちん黙もくした。

　その方向へレイが撃うつ。何かが床にぶちまけられる音。

「さすがに、相手の弾数までは分からん」

　レイはバーキング・ホークに装そう弾だんした。その胸に、防弾構造の繊せん維いと血がクレーターを形作っていた。

「あんた、本当に大丈夫なのか」

「今のところ、生命に別条はない」

「頭に食らったら──」

「死ぬと思うが、確認はしていない」

　レイは再び飛び出した。銃声が連続する。

　レイの腕からバーキング・ホークが飛んだ。

「レイ！」

　銃身が静止しない。そして、とうとう腕が持ち上がらなくなった。

　自動小銃を構えた一団が現われた。

「レイ、バーキング・ホークを！」

　ベルトから抜ぬいて投げた銃を、ライフルが見事に狙そ撃げきした。

「まだまだ！」

　レイが側頭部に弾を受けて倒たおれた。

　前に出たオレの視界に銃口が、大きな、とてつもなく大きな黒い穴あなとなって迫せまった。

「まだだ、まだ……」

　ガラスが砕くだけ散る音。巨きよ大だいな黒い塊かたまりがオレと敵の間に割り込んできた。ホイールがガレキを踏ふみしだく音が、敵の向こうでも起きる。エイティーン・ホイーラーが敵を取り囲んでいた。

　銃を構えた武ぶ装そうトラッカーの一群が、トラック以上に制御された動きでＳＳＵＳＦの周りに陣じん形けいを組んだ。

「投降せいっ！」

　提てい督とくの一いつ喝かつに、銃を落とす音が響ひびいた。

　やがて、オレの前に提督が現われた。

「電話があった。グランディはどこにいる」

　オレはブーツからのろのろと軍用ナイフを抜き、ロビン＝グランディの目ま蓋ぶたを閉じてやると、顔を剃そった。

「あんた達の一員で、幸せだった。それがこの男の最後の言葉だ。もっとも、この男も一人殺している。八七号線の事故の死体は、グランディが手にかけたものだ」

「ライフルで撃うたれています」

　赤いパート・カラーの女が言った。

　誰だれかが走る靴くつ音おとを、銃じゆう声せいが止めた。膝ひざを突ついたスミノルフに銃をポイントしたまま、レイは床ゆかから立ち上がった。

　緑のパート・カラーの女がライフルを拾い、スミノルフの内ポケットからＩＤを抜いて、提督に見せた。

「貴様がやったんだな」

　提督はスミノルフの目を正面から見み据すえた。

「貴様がグランドルフ・ゴドノフを殺したんだな」

「脱だつ走そう兵へいを殺して、何が悪い！」

「グランドルフは我々の仲間だ」

「殺すか？　私を殺すというのか？　私の生しよう涯がい生産指数がどれほどのものか、知っているのか？　たかだかトラック運転手や私立探たん偵ていに賄まかなえる額ではないぞ」

「人間、そんな損得勘かん定じようが吹ふき飛ぶ瞬しゆん間かんもあるんだよ」

　床から拾い上げたバーキング・ホークを構える。

「我々の三年分の備び蓄ちくで賄えます」

　緑のパート・カラーの女が言った。

「噓うそだ！　たかが運転手風ふ情ぜいがでたらめを」

「この星に何人のトラッカーがいるか、知っているか」

　スミノルフは息を飲んだ。

「自分はその全てを統とう括かつしている。貴様は社長かもしれんが、生産指数は少ない。しかも高こう齢れいだ。クドウ・リュウスケ、その男を殺しても、我々が補ほ塡てん金額を肩かた代がわりしてやる」

　オレは、バーキング・ホークをスミノルフに向けた。

「おまえさん、妙みようなこと言ったな。生涯生産指数がどうとかってな。被ひ征せい服ふく民族としての生き方に我が慢まんならない人にしては、まるで占せん領りよう政せい策さくを受け入れたような言い方をするじゃないか。拒きよ否ひしろよ。占領政策に抵てい抗こうしてみろよ。占領政策のお陰かげで生きながらえる屈くつ辱じよくに甘あまんじるよりは、名めい誉よある死を選ぶって言ってみろよ！」

　撃つ。肩と手に激げき痛つうが走る。傷のことを忘れていたのだ。

「鼓こ膜まくは破れたろうな」

　気絶したスミノルフを見下ろしながら、オレは銃をしまった。

「必要な書類は揃そろえてやる。殺すなよ。こいつも、兵隊どもも。収容所に入れろ。絶対だ」

　次の瞬しゆん間かん、提督は身を翻ひるがえしてスミノルフの前に立った。その提督の前にレイのバーキング・ホークの銃口があった。

「私は、スミノルフを社会から排はい除じよするよう依い頼らいを受けた」

「収容所送りで充分な筈はずだ」

　バーキング・ホークの銃口は移動し、提督の眉み間けんにポイントされた。

「目的の遂すい行こうを妨ぼう害がいする者があれば、それも排除する」

　流れ出る血に彩られた白い顔の中で、血よりも赤い虹こう彩さいが黒い鷹たかを思わせる男を見み据すえている。

「自分も提督と呼ばれた男だ。何があろうと、約やく束そくは履り行こうする」

　見る者を吸い込みそうな黒い瞳ひとみが、静かに、赤い照準器の視線を受け止める。

　二人の対決は、周囲のトラッカー達がレイに敵意を向ける余よ裕ゆうすら与えなかった。

　やがて、レイはバーキング・ホークをホルスターに収め、ゆっくりと出ていった。レイの姿が消えるまで、提督はスミノルフの前に立っていた。

「書類はゼナに渡わたしてくれ」

「ああ。──二度と御ご免めんだ、こんな仕事は」

　オレは、トラッカーの群れを突っ切って、表に出た。ダーク・グレイの男はいなかった。

　まだ沈しずみ切らない夕陽が、オレに目を細めさせた。




　　　　＊




「オレの依い頼らい人にんが帰き還かん軍人センターにサイラス・ベンダーの存在を問い合わせた時から、ＳＳＵＳＦは動いていた。全ぜん滅めつしたはずの部隊に生存者がいた。サイラス・ベンダーを押おさえれば、その仲間も一いち網もう打だ尽じんにできるというんで、わざわざ顔を変えた偽にせの弟まで仕立てて、捕えようとした。一方、ある程度、身元偽ぎ造ぞう組織の実態が摑つかめたので、ＩＤ偽造屋の壊かい滅めつ作戦も展開にかかった。そんな大作戦の中に入り込んでいって、サイラス・ベンダーを捜さがし始めたんだ。命が危なくなって当然だ」

　マスターの注いれてくれたコーヒーの薫かおりを楽しむ振ふりをしながらオレは続けた。

「収容局に提出する書類をまとめていて気付いた。グランディが脱だつ走そう兵へいだとＳＳＵＳＦが知ったのは、どうしてか。八七号線でグランディが、実際は暗殺者が返り討うちになった訳わけだが、死んでいるとキャノンに電話を入れたのは誰だれか。目的は何か」

「擬ぎ装そうした死体を発見させて、自分が死んだことにするために、グランディ自身がしたことじゃないの？」

　書類がまとまったから提てい督とくのところへ持っていけと言ったのだが、ゼナはオレ達と一いつ緒しよに、楽しげにコーヒーを飲んでいた。

「いくらヘボ探たん偵ていのクドウさんでも、近くで電話をしている奴やつがいなかったのは確認している。実際、グランディがトラックを放ほう棄きしてから電話したのでは、時間が合わない。オート・クルーザーの記録によれば、途と中ちゆうで電話はできない。ベスタン・ワルドじゃ早過ぎる。トラックには専用無線しかない」

「降参。謎なぞ解ときは？」

「マスター、何で、あんた、ＳＳＵＳＦに協力なんかしたんだ」

　マスターは、薄うすく笑った。

「──ヘボ探偵！　何を言い出すのよ」

「ゼナ、クドウの言う通りだ」

　マスターは、コーヒーを一口すすった。

「戦後間もない頃ころ、俺おれと似たような年の元軍人が来て、話を持ち掛かけてきた。トラックの世界は、ライセンスさえあれば勤まる、脱走兵の来やすい職場だ。怪あやしげな奴が来たら、知らせろ。情報のあるなしに関係なく、毎月金は払はらう。いい加減に返事をしておいたが、翌よく月げつから金が送られてきた。密告なんてことには反へ吐どが出そうだったから、一度も情報は入れず、金にも手を付けなかった。二週間前、おまえが提督のトラックから戻もどってくるまでは、何をしようとも思わなかった」

「あの日は、……何もないわ。何だって言うの！　おじいちゃん、卑ひ怯きようよ」

「そこへ、グランディの行方を捜さがしている男が現れた。足元で旧軍隊の亡ぼう霊れいが動き回っても提督は澄ましていられるか、試してみたくなった」

「八七号線の時は？」

「あれは、おまえさんと提督をぶつけて、両方に消えてもらえればいいと思ったからさ。ゼナは、自分の主義信条に命を懸かけて、周まわりも自分も不幸にしていく男に魅ひかれる。小こ娘むすめには、そんな男がいい男に見えるんだろう」

「グランディがベスタン・ワルドへ行ったのをＳＳＵＳＦに密告したのもあんたか」

「そうだ」

「あの時、グランディは殺されていたかもしれないのよ。それでも良かったの？」

「あいつは脱走兵だ。仲間を見捨てて逃げた奴だ。死んでも構わん。そう思おうとした。俺の右みぎ腕うでを奪うばい、左目を奪ったのも、おまえの父親を奪ったのも、そうした卑怯者だ。俺にはそいつを殺す権利があると思った。いや、思おうとした。だが、やはり平気ではいられなかった」
















　マスターも、ゼナも、コーヒーカップを持ったまま立ち尽つくしていた。

「書類は出来ている。収容所まで行ってもらう」

「だって、おじいちゃんは誰も殺していないわ。道の裁きにかけられたのを恨うらんでるの？」

　オレは答えなかった。

　マスターはカップを置いた。

「行こうか、クドウ」

　ゼナは、収容所まで見送ると言った。何を言っても聞かなかった。

　収容所は、タワー・ベースと同じく赤道上にある。極地の測候所のような収容局で書類審しん査さを受け、マスターのＩＤから懲ちよう役えき期間が算出された。三四年八か月。

「直接手を下していないにしては、長いな」

「社会秩ちつ序じよ破は壊かいの片かた棒ぼうを担いだんだ。それに、俺の仕事は配はい膳ぜんと片付けとボタン押おしとして登録されている。調理士じゃない」

　ゼナは一言も口をきかなかった。

　直径一〇〇メートルほどの地面に伏ふせた浅い皿さらのような建物が収容所だった。全体は鈍にぶい銅色だ。入り口で、フルフェイスのヘルメットを被かぶった守衛にＩＤを渡わたす。

「三四年も生きているわけないじゃない」

　不意にゼナが口を開いた。

「途と中ちゆうで老いぼれて死んだら、欠損補ほ塡てんはどうするの？」

　入り口の前でマスターが振ふり向いた。

「あたしだったら、三〇年でも四〇年でも生きてる。だから代わってよ。誰がやっても同じでしょ、経済的欠損の補塡なんて」

　ヘルメットのブロンズ色のガラス面がゼナを見た。

「自分の行こう為いで生じた欠損を、自分の生産力で補塡する、この文明の基き礎そにある罪悪の償つぐないという考え方は、興味深いものだ。経済以外の尺度。保護すべき貴重な文化だ」

「あなた、マーズィーなの？」

「この個体は三四年八か月の間、生産を続ける。しかし、それはこの時空系とは切り離はなされた系で、そこに適合する処置を施ほどこしたうえで行われる。この個体は、三四年八か月後、今と同じ状態でここに現れる。生産中の記憶はない」

　ゼナはナイトウォーカーを抜ぬいた。弾だん倉そうが空になるまで撃うった。三八口径の弾だん丸がんは全て守衛の前の空中で止まり、地面に落ちた。

「ゼナ」

　マスターは片かた腕うでで孫まご娘むすめの肩かたを抱だいた。

「ゼナ、おまえはいい娘こだ。少し怒おこりっぽくて、頑がん固こ者だがな。いいか、目の前にいる奴やつをぶん殴なぐりたくなったら、頭の中で一〇数えろ。それでも足りなかったらもう一〇数えろ。俺が親父から教わったことだが、俺は守れなかった。だが、おまえの父さんは守った。おまえに残してやれるのはこんなことくらいだな」

　腕をほどき、ゼナを半ば突つき飛ばすようにして、マスターは収容所正面の階段を昇のぼった。映画に出てくる大金庫のような厚い金属製の扉とびらが開き、冷気の漏もれてくる闇やみの中へ、老人は消えていった。

　何事もなかったかのように扉は閉じた。

　ゼナは体ごとぶつかってきた。拳こぶしで何度も何度もオレの胸を叩たたいた。

　こんな時、サングラスをかけていて良かったと思う。







　エピローグ　そして、また、いつものように







　三年月賦で買った〇四年型カターナは、スムーズに地下駐車場にすべり込んだ。サイド・ブレーキを引き、ギアをニュートラルに入れ、キーを抜くと、助手席のブリーフケースを片手に、オレはエレベーターに乗った。

　新しい事務所はすぐに見付かった。元の事務所の、通りを挟はさんだ反対側の貸しビルの四階だ。防音の部屋を作り、電話を二台引いたので、午前九時から午後五時まで、オレもレイも事務所が使えた。ついでにドアも防ぼう弾だんに変えた。それもこれも、サラの相場のおかげである。

　サラはついでに一日分余っていたエリーナの前まえ払ばらい金で、必要経費を埋うめ合わせた。

　常用品の三八口こう径けいはガンガルトをやめ、新興メーカー・ニュエルボンの〇四型、通称クリシュナに変えた。

　帰き還かん軍人センターでは、大おお幅はばな人事異動があった。

　ＰＸの経営者は変わったらしいが、常連は相変わらず、軍ぐん曹そうも頻ひん繁ぱんに出入りしている。

　ガンガルト社は株かぶ価かを若じやつ干かん低下させ、アーマ・ストリート・ジャーナルの愛読者の何人かの眉み間けんに縦たて皺じわを作らせたらしいが、業績に大きな変化はなく、株価もすぐに戻もどった。それをサラがどう活いかしたかは不明である。

　事件のことは忘れかけた。

　文明矯正、掛け離れた文明、決定は下った──。何かのはずみでそんな言葉が意識の上に昇ってくることもあった。どう考えたらいいのか分からなかった。話してみる相手もいなかった。最さい盛せい期きに作られた最高の人間兵器とは、もしや……。そんなことも考えないことにした。妻つまの家出、夫の浮うわ気きといった調査が続き、忙いそがしくなったからである。

「コースドンさんからお手紙、デスクの上です」

　外から戻ったオレに、サラは顔も上げずに言った。

　消印はダーヴェナ。先日の礼と、来年の春には結けつ婚こんするというメアリー・コースドンからの手紙だった。

　リベッティに火を点つけ、窓の外を見る。

　突つき抜ぬけそうに青い空にそびえる白いタワー・ベースが、この街に陰かげを落としている。





［ポート・タウン・ブルース　了］









　あとがき







　小説を読み終わってこのページにたどり着いた方、お疲れ様でした。心より御礼申し上げます。本屋さんの店先でこのページを開いている方、たぶんお近くにレジがあると思いますので、そちらでお買い上げいただくと、若じやつ干かん名めいが多少幸福になれます。

　さて、私こと麻生とクドウ・リュウスケとの付き合いも結構長いものになります。彼の誕生は麻生の高校時代、ちょうど『機動戦士ガンダム』の本放送の頃で、影響されやすい麻生は、さっそく「暗い少年を主人公に、大人数で、船で逃げ回る話」を考え始めました。その時の、友人をモデルにしたサブ・キャラの一人が、クドウの原型になっています。軽薄なノリのカメラマンで、女好き。キザの決まりきらない二枚目半。父親と折り合いがつかずに家を飛び出た次男坊。実は結構悲ひ惨さんな過去……。物語を展開するうえで読者に知らせたい情報があれば、「取材」と称して彼と誰かを会話させれば良かったのですから、いきおい出番も多くなります。麻生との相性も良かったらしく、完全に主役を食ってしまいました。

　肝かん腎じんの物語の方は、飛行機の整備士から政界の黒幕まで、含みの多いキャラクター数十人の平行描写となったため、筋がとっ散らかって（麻生の本質的弱点です）、高校から予備校を経由して大学の前半にいたるまで、同じパートを三回書いたうえで挫ざ折せつしました。

　友人のＯさんに刺激されて、Ｒ・チャンドラーを読んだのが、ファンタジア小説大賞応募の年の春。これだ、と思いました。主人公の一人称で、依頼された件を追って行動するから、話が散らかったりモタついたりしないだろう──（こういう読み方は邪じや道どうです。ただし、Ｒ・チャンドラーさんの小説は素晴らしいので、ぜひ読んでください。あの小説に刺激されて、この程度の小説かよ、とか呆あきれないでくださいね）。

　麻生は、探偵業に就つかせるべく、カメラマン氏を呼び出しました。「取材」を「聞き込み」に変えて、何とか行けそうでした。ただ、彼の魅力は、あくまで脇役としてのものだったので、主役が勤まるように、多少のアレンジはしました。

『ポート・タウン・ブルース』の登場人物の中で、サラが一番したたかで、クールな感じがするとしたら、これは原型の名残でしょう。サラは、別の物語で殺し屋のマネジメントをしていた女性を、名前もそのまま、ほとんどアレンジなしでもってきました（そう、『必殺シリーズ』が好きだった麻生は、ＳＦ版『必殺』を考えていたんです）。懲役二〇〇年以上で刑務所にいるはずなのに、何な故ぜか自由に街中を歩いている奴、異星人とのハーフの美少年、免職になった刑事（！）などの強つわ者ものぞろいのメンバーを使いこなし、上前まではねるという、とんでもない女でした。金にがめついという設定だけは削けずりましたが、相場に手を出しているあたりは、まだまだ原型の名残をとどめているようです。

　考えてみると、レイが一番古いキャラクターですね、麻生にとっては。小学生の頃からです。当時、『宇宙戦艦ヤマト』の再放送に夢中になっていた麻生は、さっそく「宇宙船で長い旅をする話」を考え始めました（そうです。麻生には、オリジナリティがないんです）。レイの原型キャラクターは、その船の科学者だったんです。科学するより、主人公達に冷ややかな言葉を投げ付け、銃をぶっ放す方が多いという……。彼の場合は、先の二人ほど確かつ固ことしたキャラクターとして固定はされず、「昆こん虫ちゆうの複眼を思わせるサングラスが、元から顔の一部だったような雰ふん囲い気き」と非情さだけを共通点に、刑事になったり、パイロットになったり、いろいろしていました。主人公と立場を微妙に異にする、超絶した力量の持ち主というのは、書いている麻生にとっては楽しいし、助かる存在でもあります。

　以上、読み終えた方には解説代わり、これから読まれる方には参考になれば……。

「あとがきで応援をお願いできるのは新人の特権」と、担当のＭさん（ちなみにサラのファン第一号です。編集者の特権ですね）がおっしやってくださいましたので、図ずう々ずうしく書きます。この奇妙な、それでいて私達には見覚えのある世界で生きていくクドウ達に、結末を迎えさせてやりたいのです。『ポート・タウン・ブルース』が二一〇四年五月の話。結末はクドウの誕生日、事務所でラスト・シーンを迎えるつもりでいます。麻生も努力します。皆さんの力もお貸しください。お願いします。

　最後になりましたが、Ｍさんをはじめとする富士見書房の皆様、ファンタジア小説大賞審査員の先生方、イラストの中村亮さん、先に述べましたＯさんを含む同人誌サークル「Ｋ」の友人達、私の家族、私の上司Ｋさんご夫妻、そして誰よりも、この本を手にされている貴方あなたに感謝します。





　　一九九一年二月




麻生　俊平









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部






　私立探偵クドウ・リュウスケの活かつ躍やく、いかがでしたか。

　一見クールに構かまえながら、実は情に厚い熱血漢リュウスケ。頭ではなく足を使って事件解決に全力をつくす古いタイプの探偵である彼は、謎なぞの美女の依い頼らいにより、人捜さがしを開始する。つぎつぎに仕し掛かけられる妨ぼう害がいの罠わなをくぐり抜けるリュウスケの前に、恐ろしい事実が浮かび上がる──。

　まさに〈ハードボイルド探偵小説〉の王道をいくストーリーです。でも、そこはそれ、『富士見ファンタジア文庫』、ただの〈ハードボイルド〉ではありません。

　かつて軌道エレベーターが築かれていた都市、異星人の占領下、職業選択の自由が制限され、生命の価値は経済効率で決まる──といった、ちょっと変った舞台設定になっています。ただ、この作品では、そのような題材が正面から描えがかれているのではなく、あくまでも登場人物たちの〝日常〟としてところどころにちりばめられ、しかも肝かん心じんなところでそれが効きいてくるのですから、心憎いばかりの演出です。

　この『ポート・タウン・ブルース』は、先に刊行された『ねこたま』とともに、第二回ファンタジア長編小説大賞の準入選に輝かがやいています。

　設定の生かし方、キャラクターの肉づけ、つぼを心こころ得えたプロット運び、抑よく制せいの利きいた文章──その完成度の高さは応募作の中でも群を抜いており、最終選考でも高い評価を与えられています。もちろん、いくつかの欠点もありました。その多くは文庫化に当たっての改かい稿こうで克こく服ふくしています。

　このようなＳＦ的設定の使い方や小説としての完成度もさることながら、この作品の最大の魅み力りよくは〝やさしさ〟ではないでしょうか。

　それぞれに傷や悲しみを背負った登場人物と、彼らが描き出すドラマ。それらすべてを包み込む〝やさしさ〟が、陰いん惨さんになっていたかもしれないこの物語を救い、読後にほんのりとした感動を与えてくれます。それは、作者自身のやさしさの現れなのかもしれません。

　作者の麻生俊平は背広をパリッと着こなし、めがねをキラッと光らせる立派な社会人です。でも、あとがきを読んでもらえばわかるとおり、その体の中に、小説はもちろんのこと、アニメやコミック、ＴＶ番組などが、血となり、肉となって詰つまっているのですから油断ができません。

　彼の頭の中では、リュウスケの他にも数多くのキャラクターたちが出番を待っています。彼らに活躍の場を与えてあげるためには、読者の皆さんの応援が必要です。

　作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、ともだちに勧すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！
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